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巻頭言 

玉川学園高等部 

部長 川崎 以久哉 

SSH第Ⅳ期のキーワードは、「協働的な学び・知の統合」である。「主体性を持

ち、多様な要素を有機的に構成できるクロスオーバー型科学技術人材の育成」と

いうテーマの下で、生徒個々が自分の専門分野を深めるとともに、分野をまたい

だ協働的な学びによって複数の答えを探究していく知の統合ができる人材を育

成することを目的としている。 

本学園は、創立以来「学習の労作化の実践」として「自由研究」という名称で

の学習活動を続けている。各自が創意工夫をし、試行錯誤をしつつ主体的に取り

組んでいくという労作の理念に基づく学習活動である。教育における学習が自

主的であり自発的である結果、基礎的教科における限定された時間だけの研究

に満足されず、更に広く深く個性に従って究めようとする児童・生徒の要求をみ

とめ、個性のおもむくところに従い充分に伸ばすことを自由研究活動のねらい

としてきた。自由研究は、児童・生徒の各自の欠点を補うよりも、その個性なり

長所なりを伸長することを主眼とし、基礎的教科の進展が自由研究を生み、自由

研究によって十分個性の進展が期せられると同時にその自発的、自主的、創造的

な学習の態度が基礎的教科を生かすことにもなると考えてきた。 

第Ⅳ期においては、この「玉川学園の自由研究」を「協働的な学び・知の統合」

の主たる舞台とした。自由研究活動の中で、異学年間・異分野間での学びの共有

がなされ、異なる視点や経験が加わることで、より多角的な発想や協働性の発揮

を可能とし、生徒諸君が問題解決力や批判的思考力を身につけることを大いに

期待している。 

95 年前に玉川学園を創立した小原國芳は「自ら学び、自ら創造し、自ら工夫

し、自ら真理を見出す方法を会得し、自ら掘りとるツルハシを鍛える」ことを自

由研究の目指すところとして掲げた。自らの興味・関心・疑問を出発点とし、主

体的・創造的な学習の場で持続性・創意工夫・自律性・問題解決能力を育み、自

ら進んで深く探究する教育活動は、この創立者の熱き想いとともに玉川の丘で

連綿と受け継がれている。 
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別紙様式１ 

学校法人玉川学園 

玉川学園高等部・中学部 

基礎枠 

指定第Ⅳ期目 指定期間 05～09 

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

主体性を持ち、多様な要素を有機的に構成できるクロスオーバー型科学技術人材の育成 

② 研究開発の概要

本学園は「全人教育」を教育理念とし、「K-16一貫教育」を行っている。これまで創造力、批判

的思考力、および主体性を養う教育手法の開発に注力してきた。現代社会で求められる文理融合の

協働的な学習への対応を目的として、本研究開発では異分野間の協力を促す問題解決能力の育成に

力を入れている。そのために、カリキュラムの改善、探究学習の強化、外部との連携に焦点を当て、

科学系クラブや自由研究を通じて生徒の科学技術に対する興味を喚起している。また、教育成果の

精度高い評価が必須であり、アンケートやルーブリックを用いた評価ツールの開発により、教育プ

ログラムの効果を検証し、質の向上を図っている。これは、授業内容と学習成果の最適化を促進す

るためである。加えて、成果の普及と発信の強化に取り組み、社会貢献を視野に入れている。これ

ら一連の取り組みを通じ、社会に価値を提供する人材を育て上げることを目標としている。 

③ 令和６年度実施規模

課程・学科・学年別生徒数及び学級数（令和６年４月１日現在）、研究開発の実施規模 

高等部・課程（全日制） 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 実施

規模 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 233 8 182 7 208 7 623 22 

全 校

生 徒

を 対

象 に

実施 

一般クラス 196 6 - - - - 196 6

一般クラス
（理系） 

- - 70 3 60 2 130 5

一般クラス
（文系） 

- - 90 3 118 4 208 7

IBクラス 37 2 22 1 30 1 89 4
課程ごとの計 233 8 182 7 208 7 623 22 

中学部・課程（全日制） 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 実施

規模 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 219 6 183 6 187 6 589 18 全 校

生 徒

を 対

象 に

実施 

一般クラス 158 4 137 4 145 4 440 12

IBクラス 61 2 46 2 42 2 149 6
課程ごとの計 

219 6 183 6 187 6 589 18 

④ 研究開発の内容

○研究開発計画

開発・評価計画 R5 R6 R7 R8 R9 

[a]-1～4,6～7 
SS 化学基礎 

SS バイオメカニクス 

SS 物理・生物・化学探究 

SDGs 演習 

SS 物理・生物・化学演習 

SS 科学実験講座 

(R6 より実施) 

【目標】 

シラバスの検討

【研究事項】

実験題材の開発

【評価計画】

評価方法の検討

【目標】 

授業の改善 

【研究事項】 

シラバスの開発

【評価計画】

評価方法の開発

【目標】 

授業の改善 

【研究事項】 

実験課題の改善 

【評価計画】 

評価方法の改善 

【目標】 

評価方法の確立 

【研究事項】 

因果モデルの検討 

【評価計画】 

評価方法の改善 

【目標】 

授業の開発 

【研究事項】 

因果モデルの作成 

【評価計画】 

評価方法の確立 
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[a]-5,8 

データサイエン

ス 

理系現代文 

(R5 より実施) 

【目標】 

授業の改善 

【研究事項】 

シラバスの開発

【評価計画】

評価方法の開発

【目標】 

授業の改善 

【研究事項】 

課題の改善 

【評価計画】 

評価方法の改善 

【目標】 

評価方法の確立 

【研究事項】 

因果モデルの検討 

【評価計画】 

評価方法の改善 

【目標】 

授業の開発 

【研究事項】 

因果モデルの作成 

【評価計画】 

評価方法の確立 

【目標】 

授業の普及 

【研究事項】 

他校での利用 

【評価計画】 

評価方法の継承 

[b]サイエンスキ

ャリア講座

(R5 より実施)

【目標】 

講演回数の増加 

【研究事項】 

因果モデルの検

討 

【評価計画】 

アンケートの実

施

【目標】 

講演の精選 

【研究事項】 

因果モデルの検

討 

【評価計画】 

アンケートの実

施

【目標】 

講演の恒常化 

【研究事項】 

因果モデルの作成 

【評価計画】 

アンケートの実施

【目標】 

効果の検証 

【研究事項】 

教育理論の検討 

【評価計画】 

アンケートの実施

【目標】 

論文化 

【研究事項】 

論理の構築 

【評価計画】 

アンケートの実施

[c]K-12 探究学習

研究会

(R5 より実施)

【目標】 

参加者数の増加 

【研究事項】 

発表方法の検討 

【評価計画】 

発表賞の設定 

【目標】 

参加者数の増加 

【研究事項】 

研修方法の検討 

【評価計画】 

研修評価の作成 

【目標】 

効果の検討 

【研究事項】 

発表方法の改善 

【評価計画】 

発表評価の改善 

【目標】 

効果の検討 

【研究事項】 

研修方法の改善 

【評価計画】 

研修評価の改善 

【目標】 

研究会の普及 

【研究事項】 

研修モデルの構築 

【評価計画】 

評価方法の確立 

[d]国際教育プロ

グラム

(R5 より実施)

【目標】 

探究の機会の模

索 

【研究事項】 

探究連携校の模

索 

【評価計画】 

海外連携評価作

成 

【目標】 

探究の機会の増

加 

【研究事項】 

探究連携校の模

索 

【評価計画】 

海外連携評価作

成 

【目標】 

探究の機会の増加 

【研究事項】 

探究連携の実施 

【評価計画】 

海外連携評価改善 

【目標】 

探究連携の実施 

【研究事項】 

連携効果の検証 

【評価計画】 

海外連携評価改善 

【目標】 

探究連携の実施 

【研究事項】 

連携方法の確立 

【評価計画】 

海外連携評価確立 

[e]学びの技

(R5 より実施)

【目標】 

主体性の向上 

【研究事項】 

主体性の涵養 

【評価計画】 

主体性評価 

【目標】 

協働性の模索 

【研究事項】 

協働的授業の模

索 

【評価計画】 

協働性評価検討 

【目標】 

協働的授業の実践 

【研究事項】 

協働的仕組の検討 

【評価計画】 

協働性評価作成 

【目標】 

協働的授業の改善 

【研究事項】 

因果モデルの検討 

【評価計画】 

協働性評価改善 

【目標】 

協働的授業の完成 

【研究事項】 

因果モデルの完成 

【評価計画】 

協働性評価完成 

[f]自由研究

Ⅰ～Ⅲ

(R5 より実施)

【目標】 

主体性の向上 

【研究事項】 

主体性の涵養 

【評価計画】 

主体性評価

【目標】 

協働性の模索 

【研究事項】 

協働的授業の模

索 

【評価計画】 

協働性評価検討

【目標】 

協働的授業の実践 

【研究事項】 

協働的仕組の検討 

【評価計画】 

協働性評価作成

【目標】 

協働的授業の改善 

【研究事項】 

因果モデルの検討 

【評価計画】 

協働性評価改善

【目標】 

協働的授業の完成 

【研究事項】 

因果モデルの完成 

【評価計画】 

協働性評価完成

[g]科学系クラブ

活動

(R5 より実施)

【目標】 

主体性の向上 

【研究事項】 

主体性の涵養 

【評価計画】 

主体性評価 

【目標】 

協働性の模索 

【研究事項】 

協働的授業の模

索 

【評価計画】 

協働性評価検討 

【目標】 

協働的授業の実践 

【研究事項】 

協働的仕組の検討 

【評価計画】 

協働性評価作成 

【目標】 

協働的授業の改善 

【研究事項】 

因果モデルの検討 

【評価計画】 

協働性評価改善 

【目標】 

協働的授業の完成 

【研究事項】 

因果モデルの完成 

【評価計画】 

協働性評価完成 

○教育課程上の特例※以下の科目は令和 6年度から導入

開設科目 
単

位 
担当者 代替科目 

単

位 
対象 第Ⅲ期からの変更 

SS 化学基礎 2 理科(化学) 化学基礎 2 高 1 化学基礎から変更 

SS バイオメカニクス 4 
理科(物理) 

理科(生物) 

物理基礎 2 高 1 
新規科目 

生物基礎 2 高 1 

自由研究Ⅰ 
2 理科・数学 理数探究基礎 2 高 1 総合的な探究の時間(自

由研究)から変更 2 理科・数学以外 総合的な探究の時間 2 高 1 

自由研究Ⅱ 
2 理科・数学 理数探究 2 高 2 総合的な探究の時間(自

由研究)から変更 2 理科・数学以外 総合的な探究の時間 2 高 2 

自由研究Ⅲ 
1 理科・数学 理数探究 1 高 3 総合的な探究の時間(自

由研究)から変更 1 理科・数学以外 総合的な探究の時間 1 高 3 
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○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

【課題研究に係る取組】 

 生徒自身で課題を設定し、情報を収集し、根拠やその裏付けを特定しながら結論を導く探究型の

課題研究を実施する。ただ疑問に感じていることを解決するだけではなく、質問する力や反論する  

力、論文の客観性や公平性の認識に着目している。また、生徒自身で実験計画・結果・考察・振り

返りを徹底し、課題を解決するために必要な主体性を育成する。 

普通科・中学 1 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究 総合的な学習(探究)の時間 2 中学 1 年全員 

普通科・中学 2 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究 総合的な学習(探究)の時間 2 中学 2 年全員 

普通科・中学 3 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 

学びの技 総合的な学習(探究)の時間 2 中学 3 年全員 

普通科・高校 1 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究 総合的な学習(探究)の時間 2 高校 1 年全員 

普通科・高校 2 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究 総合的な学習(探究)の時間 2 高校 2 年全員 

普通科・高校 3 年生 

実施項目 教科・科目 単位 対象 

自由研究 総合的な学習(探究)の時間 1 高校 3 年全員 

SS 理数探究 理数科 4 高校 3 年理系選択 

SS理数探究は来年度より実施の SS科学実験講座と SDGs 演習につながる科目として今年度実施。 

○具体的な研究事項・活動内容 

【現状の分析と課題】 

 これまでのプログラム開発による実践から、大学や研究機関、産業界、地域や他の高等学校、小

中学校等との連携が広がり深まった。特に、生徒に育成すべき視点の整理と配列化、主体性を重視

した個人研究の実施と同時に協働性の育成に取り組んだ点が評価されている。国際交流・国際教育

では、IB のシステムを活用し、研究交流を含む成果が期待される。ただし、計画の総花的で抽象的

な部分が多いとの指摘を受け、運用の具体性が求められている。また、内部実施計画に限定せず、

外部に向けた発信や卒業生の追跡調査を含む SSH 事業計画の拡張が求められる。 

 探究学習教育に関する研究仮説の図の複雑さについては、他校の教師も理解しやすいように簡略

化する改善が望まれている。IB クラスでの課題研究の実施状況を外部が理解できるように明記し、

中高一貫教育における中学から高校への段階的なつながりを明確にすることが推奨されている。 

 成果普及に関しては、HP 以外の方法を探求し、他校で探究を進めやすくするためのカリキュラ

ムや教材の開発が期待されている。女子生徒の理工系進学を促す取り組みとして、ロールモデルの

提示に加えて、授業での工夫も求められている。国際共同研究における生徒の国際性育成への影響

分析とその成果にも期待が寄せられている。 

（１）目的 

自身の専門分野を深めるとともに分野をまたいだ協働的な学びによって複数の答えを探究してい

く知の統合ができる人材を育成する。 

（２）目標 

(ア)創造力と批判的思考力を育てることで研究内容を深めるとともに客観的な自己評価ができる

ようにする。(第Ⅰ～Ⅱ期の開発継続) 

(イ)教育環境を整えて達成経験を積ませることで自己効力感を高め主体性を涵養できるようにす

る。(第Ⅲ期の開発継続) 

5



(ウ)多様な活動の場を提供することで失敗を経験しても試行錯誤して粘り強く取り組めるように

する。(第Ⅳ期で新規開発) 

(エ)複数の分野に関心を持たせ協働的な学びを通してコミュニケーション能力を高め知の統合が

できるようにする。(第Ⅳ期で新規開発) 

(オ)異なる分野の研究を統合できる知識と技能を育成することで、学際研究の仕掛けをコーディネ

ートして社会貢献ができるようにする。(第Ⅳ期で新規開発) 

【研究開発の仮説】 

以下の A～F の要素を組み合わせた探究活動

システムを構築することで、社会との共創を実

現し、分野をまたいだ協働的な学びによって複

数の答えを探究していく知の統合ができる人材

を育成する。このシステムを機能させることで

創造力、批判的思考力、コミュニケーション能

力がバランスよく身につき、自己効力感の醸成

が期待できる。また、それぞれの取組において

量的・質的分析を行い、因果関係に基づく教育

手法を提案することで、効果・検証の解像度が

向上し、対象生徒に最適な探究学習の教育が可

能となる。 

A)批判的思考力とともに主体性を評価することによって、自ら目標を設定し、振り返り、責任をも

って研究活動する能力（エージェンシー）が育成できる。【評価】 

B)学年・分野・教科科目を越えて交流できる環境(コミュニティ)を作ることで、他者と協働できる

機会の増加とともに自己効力感が向上し、学校だけでなく国を越えて探究活動への参加が推進され

る。【探究環境】

C)探究の方法は個々の状況により多様な取組が考えられるため、生徒は自身の活躍できる役割を認

識するとともに、教師はそれぞれの生徒に対して個別最適な教育を常に模索する必要がある。【役

割】 

D)様々な教材によってスキルを身に付けさせることによって手段保有感が生じ、達成経験に繋げ

ることができる。【スキル】 

E)言語活動の充実をはかり、オーセンティックな課題に向き合わせることによって知のネットワー

ク化(精緻化)が促進され、協働的な学びに向かうことができる。【主体行動】

F)分野をまたいだ統合的な知によって複数の答えを探究していくことでリーダーシップを発揮し

て社会問題と向き合うことができる。【社会との共創】 

第Ⅰ～Ⅱ期において批判的思考力、第Ⅲ期では主体性を涵養する手法について開発してきたが、

第Ⅱ期の創造力の育成と第Ⅲ期の社会との共創を実現するためには、これまでの取組に加えて協働

的な学習の機会をより増やすために、教育課程の変更を伴うカリキュラム開発を含む、「[a]授業改

善および開発」を中心として、生徒の理系進路への関心を高める「[b]サイエンスキャリア講座」、

生徒の発表の機会と教員の指導力向上を目的とした「[c]K-12 探究学習研究会」、国際的な視野を

広げるための「[d]国際教育プログラム」、探究学習のスキルを育成する「[e]学びの技」、探究学習

の中心的な取組にあたる「[f]自由研究Ⅰ～Ⅲ」、リーダーシップを発揮し、国際的に活躍できる科

学技術人材を育成する「[g]科学系クラブ活動」の実施を希望している。それぞれの実施内容につい

て各取組、連携が実施できるよう模索した。 

連携・取組の項目番号：(ⅰ)「大学や研究機関、産業界との連携」、(ⅱ)「地域や他の高等学校、小

中学校等との連携」、(ⅲ)「国際性を高める取組」、(ⅳ)「科学部等の課外活動を充実するための取

組や科学技術・理数系コンテスト等への参加を推進するための取組」、(ⅴ)「女子生徒を育成する

ための取組」 
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 今年度は各授業の来年度に向けた開発、サイエンスキャリア講座の実施とアンケート分析、工区

再教育プログラムの実施と研究開発課題に反映する取組の模索、学びの技・自由研究の実施と新た

な評価の開発、科学系クラブ活動によるコンテスト等の入賞実績向上に向けた取り組みを行った。 

⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

○研究成果の普及について

研究成果の普及に関する取組は、学際的研究促進プログラムの開発とその評価、成果の普及（学

外実施、学内実施）、国際性の向上を目指した取り組みなど、多角的なアプローチを実施してきた。

特に、生徒の変容、教師の変容、学校の変容は、連携先の増加、コンテストへの参加や海外派遣プ

ログラムにより、実践的な学習機会の増加、語学力と異文化理解の深化、教育環境の改善などが観

察された。また、全国レベルでの科学コンテストにおける入賞実績の向上や、探究型学習研究会、

SSH 生徒研究発表会の開催により、学外への成果の普及と学内での成果共有が進んだ。さらに、玉

川学園 SSH ホームページの充実を図り、SSH 研究活動に関する基礎的な知識および研究成果を広

く国内外に発信している。これにより、理科を中心としたユニークな授業実践および評価方法の研

究成果を広報し、科学技術教育に寄与している。具体的には、イベント情報、成果報告、研究協力

機関、オンラインプレゼンテーションなどの情報を提供している。さらに、『理科の教育』誌や玉

川大学出版部からの出版物、論文誌『理科教育学研究』における掲載を通じて、SSH における主体

的な探究活動に影響する諸要因の検討や、DX を活用した探究活動と協働学習の推進についても紹 
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介している。Google Classroom の活用により、大会情報や講演・イベント案内を生徒・保護者・教

員に向けて効果的に配信し、教員研修会の開催や中学生向け探究学習体験会の実施を通じて、教育

関係者や将来の SSH 生徒への情報提供と啓蒙を行っている。 

○実施による成果とその評価 

 具体的な検証方法としては、BEVI テストによる生徒の語学力、コミュニケーション能力の向上、

価値観や世界観の変化の定量的評価、科学コンテストや学会での発表と受賞を通じたプレゼンテー

ション能力の向上などが挙げられる。これらの取り組みは、生徒、教師、学校の多面的な成長を促

し、研究開発の効果とその影響を明確に示している。また、協働性、リーダーシップ、協調性の向

上に向けた評価作成では、クロスオーバー型科学技術人材を評価するための新たな尺度の模索が行

われた。主体性評価尺度にはバンデューラの理論に基づく自校独自のアンケートが採用され、境遇

活用スキルには Planned Happenstance 理論に基づく評価尺度が開発されている。さらに、チームア

プローチ評価尺度では、学際的チームにおけるチームアプローチに関する個人の評価尺度を参考に

作成を進めていることが確認された。また、プランド ハプンスタンス ワークショップの内容の開

発が副次的効果として挙げられ、キャリア形成における偶発性の重要性を学び、それを積極的に活

用するためのスキルを身につけることを目的としている。卒業生アンケートと SSH の OB・OG 会

を開催し、卒業生のキャリア形成のストーリーを題材としたワークショップの資料作成を予定して

いる。これは、第 IV 期の目標である生徒の自立したキャリア形成能力の育成に向けて極めて重要

である。 

○実施上の課題と今後の取組 

 研究開発の過程で生じた課題には、カリキュラム開発や課題研究の指導と評価の一体化、プログ

ラムの汎用性の確保、理系生徒数の増加、数学と SSH 活動の関連性の強化、外部連携のさらなる

強化などがある。これらに対処するため、他教科との連携を深め、プロジェクトベースの学習を促

進すること、教員研修を通じて多様な教育方法の習得を図ること、実世界の問題解決を取り入れた

カリキュラムの開発や学外との連携を深めることが求められる。これらの取り組みを通じて、研究

開発の質の向上と持続可能な改善を目指す。また、教育活動の質向上と探究学習の推進への貢献を

目的として、SSH 生徒研究発表会が 2024 年 3 月 2 日に開催された。この発表会では高学年生徒だ

けでなく中学年生徒も参加し、中高一貫教育の枠組みの中で行われた。中学年生徒は高校生の課題

研究レベルを意識することができ、高校生は中学年生徒に分かりやすく説明することの重要性を学

んだ。さらに、玉川大学の教員や研究員も参加し、科学者の視点からの質問やアドバイスを通じて、

生徒たちは自らの課題研究データを客観的に振り返る機会を得た。また、この発表会は文系科目の

探究活動に参加する生徒の拡大という第 II 期からの課題に対応しており、人文科学、社会科学、教

育（体育）、芸術分野の自由研究生徒も新たに参加した。今年度は課題研究を推進する生徒組織も

立ち上がり、生徒が発表会の運営を中心に行うことができた点が特に注目される。これらの取り組

みを通じて、生徒たちは協働性やリーダーシップを養い、異なる分野の知識を統合して問題解決に

取り組む能力を身につけることができる。これらの取り組みは、生徒たちが将来、多様な分野で活

躍するための土台となり得る。協働性、リーダーシップ、主体性の向上を目指し、系列大学との連

携、中学段階からの取り組み、多様な講演会や課題研究の実施、学外者の招聘を積極的に行ってき

た。これらの取り組みにより、生徒、教師、学校の変容が促され、具体的な改善策の模索と実行が

可能となった。 

（１）学際的研究促進プログラムの開発とその評価 

[生徒の変容] 

コンテストへの参加や海外派遣プログラムにより、実践的な学習機会が増加した。特に全国規模の

コンテスト等への入賞が目立ち、連携先も増えたことから活動の場も広がっている。国際教育プロ

グラムを通じて語学力と異文化理解を深める機会も得ている。BEVI テストの結果からは、語学力、

コミュニケーション能力の向上とともに生徒の価値観や世界観が大きく変化したことが示された。 

[教師の変容] 
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本校主催の研修会の実施の回数が増え、他校からの参加者数も増加した。これにより、教師におけ

る指導への意識変化が促された。特に、多様な教育方法や学際的なアプローチの採用により、生徒

への効果的な指導が可能になり、学校内外の活動への関与が見られた。 

[学校の変容] 

学校全体として、教科間の連携強化や理数系以外の教員との協働が進み、学校設定科目数の拡大を

含む教育環境の改善が進行中である。これらの取り組みは、学校が生徒の多様な学びと成長を支え

る場としての機能を強化することに寄与している。 

（２）成果普及（学外実施、学内実施）

ア、科学コンテスト・学会等での入賞実績の向上

令和 5 年度は 31 件の学外の大会コンテスト等にて研究発表を行った。発表形式はポスター、口頭、

科学論文と多岐にわたり、生徒のプレゼンテーション能力も幅広く向上している。日本学生科学賞

中央審査では入選 2 等に入り、日本学生科学賞東京都審査では高校生の部優秀賞 1 件・奨励賞 4

件、中学生の部最優秀賞 1 件・奨励賞 1 件、努力賞 1 件を受賞した。また、高校生・高専生科学技

術チャレンジ（JSEC2023）では最終選考まで残り優秀賞を受賞するなど全国レベルでの科学コンテ

ストにおける入賞実績が向上している。課題研究に取り組む分野も、物理、化学、生物、地学と多

岐にわたってきているとともに、研究発表会に中学生も積極的に参加している。高校生の取り組み

を見ていることで、自分たちも発表したいという自己効力感の向上に繋がっているとみられる。 

令和 6 年度は 2024 年度は、全国規模の大会や研究発表会において、多くの生徒が優秀な成績を収

めた。科学技術チャレンジ（JSEC2024）では、日本科学未来館で最終審査に進み、ポスター発表お

よび口頭発表を行った。神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞では「人とロボットの協調作業

の VR 検証」に関する研究が優秀賞を受賞し、また、生活創造コンクールでは「米粉と大豆ミート

の可能性～食の未来を作る代替食の開発～」が努力賞を受賞した。物理分野では「海洋エネルギー

を活用した海洋機関の実現に関する実験」が電気学会高校生みらい創造コンテストで優秀賞を獲得

し、「パラメトリックスピーカーを使った鳥の環境問題の改善」に関する研究も評価された。生物

分野では「海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究

～」が環境大臣賞を受賞し、微細藻類を活用した研究も複数の賞を獲得するなど、環境科学の分野

でも成果を挙げている。さらに、サンゴ研究部が日本水大賞のグランプリを受賞し、秋篠宮殿下よ

り表彰を受けた。また、「人工眼球を用いたベンハムのコマの錯視現象の解明」が荏原製作所賞を

受賞するなど、SSH の取り組みを通じた独自の研究成果が広く評価されている。さらに、WRO 

JAPAN 2024 ではジュニア部門ミドル競技で全国大会出場を果たし、ロボット技術の分野でも成果

を挙げた。また、日本学生科学賞ではサイエンスクラブが学校賞を受賞し、秋篠宮殿下より表彰を

受ける栄誉に輝いた。本年度も物理、化学、生物、地学といった幅広い分野で研究が進み、中学生

も積極的に発表会に参加している。特に、高校生の取り組みを見て刺激を受けた中学生が、研究活

動に積極的に関わる姿勢を見せており、自己効力感の向上にもつながっていると考えられる。SSH

の活動を通じて、科学技術への興味を高め、学際的なアプローチでの研究が促進されていることが

成果として挙げられる。 

≪主催した発表会≫ 

2023 年度 東京都内 SSH 指定校合同生徒研究発表会：幹事校 

2024 年度 全国中高生向け『探究スタートアップポスターセッション』開催 

≪参加した研究発表会・学会・コンテスト一覧≫ 

関東近県 SSH 指定校合同生徒研究成果発表会など 

※詳細は❸関係資料に掲載

※2023 年度は参加した 31 大会のうち 20 大会で受賞

※2024 年度は参加した 33 大会のうち 19 大会で受賞

今年度は理系の生徒だけでなく文系分野の生徒も応募し受賞が見られた。また、生徒がそれぞれの

研究を持ち寄って新たな課題を設定して、コンテストに応募した例も見られた。応募するコンテス
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ト等に合わせて生徒が主体的に活動する様子が見られた。

イ、「探究型学習研究会」「SSH 生徒研究発表会」の開催

〇探究型学習研究会

 2023 年 10 月 28 日に開催された研究会では、午前中には生徒約 250 名が探究の成果をポスター

発表し、午後には教員向け研修会があり、基調講演や分科会を通じて実践報告やワークショップが

行われた。参加者は約 200 名で、幼小中高の連携のもと、総合的なプログラムが企画された。生徒

発表会では、専門家の評価を学べる学部長賞が創設され、探究は教科を越えた領域での活動である

こと、そして教員の指導力向上にも貢献する。また、分科会では他校との情報交換を促し、学術的

な討論や探究心を育む機会となった。参加者からは次年度も継続する意欲や、発表の高いクオリテ

ィに対する賞賛が寄せられた。この研究会は、教育活動の質の向上と探究学習の推進に貢献するも

のであった。 

〇SSH 生徒研究発表会 

 2024 年 3 月 2 日に開催された SSH 生徒研究発表会では高学年生徒に加え中学年生徒も参加し

た。中高一貫で発表会を行うことにより、中学年生徒は高校生の課題研究レベルを意識することが

でき、高校生は中学年生徒にいかに分かりやすく説明するかなど、自分自身を客観的に振り返る機

会となった。また、玉川大学教員、研究員も参加し、科学者からの目線での質問、アドバイスをい

ただき、生徒自身も課題研究データを客観的に振り返ることができた。第Ⅱ期からの課題として

「文系科目の探究活動をしている生徒が参加する発表会に拡大すること」が挙げられていた。今回

は、新たに自由研究生徒の「人文科学」「社会科学」「教育(体育)」「芸術」の分野からの生徒も

参加した。また、今年度は課題研究を推進する生徒組織が立ち上がり、生徒が発表会の運営等を中

心に行うことができた。 

ウ、国際性の向上を目指した取り組み

2023 年度に再開された国際教育プログラムは、6-12 年生を対象に 12 カ国 22 校から 263 名を派

遣し、9 カ国 18 校から 190 名を受け入れた。プログラムは、ニュージーランドの Scots College で

の IBDP 留学、スイスの ICS Zurich での IB 中期研修、ドイツの Schule Schloss Salem での研修など

多岐にわたる。参加生徒は語学研修だけでなく、異文化理解を深める活動にも参加し、BEVI テス

トによる事前・事後の評価から、語学力やコミュニケーション能力の向上、価値観や世界観の変化

が確認された。このプログラムは、生徒の自己成長に大きな影響を与えると示されている。プログ

ラムの内容として、事前学習会で教科横断的アプローチを採用し、研修先の文化や言語に関する基

礎知識を提供。BEVI テストを用いた効果測定では、自己確信や決定論的性向の肯定的な変化、基

本的な開放性の変化が観察された。研修報告は生徒発表会で共有され、英語科だけでなく他教科と

の連携を通じた総合的な国際理解の促進が図られた。引率教員は現地スタッフや教員とのコミュニ

ケーションを通じて自らの国際理解を深め、異文化間交流の教育的アプローチや多様な文化背景を

持つ生徒への指導方法に関する知識が拡がり、教員の指導力向上に貢献した。BEVI テストによる

定量的評価は、プログラムの肯定的な教育効果を実証し、異文化理解の重要性と将来的に国際的な

舞台で活躍するための基盤の構築に貢献していることを示した。 

（３）「社会との共創」を目指した取り組み

ア、大学研究室訪問による体験実験へ（順天堂大学）

玉川学園高等部の生徒たちが順天堂大学大学院医学研究科環境医学研究所の鎌田弥生准教授を

訪問し、「かゆみ」について学んだ。鎌田先生は、国内初のかゆみ研究センターで研究を行い、皮

膚やかゆみのメカニズム解明と治療法の開発に取り組んでいる。講義では、皮膚バリアの重要性、

かゆみの原因となる物質、かゆみの治療法について学び、実際に皮膚バリア機能と肌の敏感さを調

べる実験を行った。研究室見学では、さまざまな機器や実験方法について学び、質疑応答を通じて、

かゆみ研究の深さと広がりを知る機会となった。 

https://www.terumozaidan.or.jp/labo/future/19/index.html 

イ、課題研究でのつながり※来年度から実施予定の科目
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SDGs 演習は、持続可能な開発目標に関連する課題への理解と実践を目指す授業であり、文系・ 

理系を問わず、環境問題やエネルギー問題など地球規模の課題に科学的アプローチを行う。この授

業は、大学や企業との連携を通じ、多角的な視点から SDGs 関連の課題に取り組み、持続可能な社

会構築に貢献することを目的とする。生徒たちは、フィールドワークやデータ分析を通じて問題解

決能力を身につけ、科学技術だけでなく政策立案や社会貢献にも関わる人材へと成長するための基

盤を築く。科学実験講座では、高校 3 年生向けに玉川大学の教員が講義と実習・実験を行い、生物

学を中心に物理学、統計学、ものづくりの技術など幅広い分野を融合し、複眼的な視野を育むこと

を目指す。生徒は専門的な知識や技能を身につけ、知識を関連付けて組み立てる能力を養う。また、

様々な分野に関心を持たせ、学際的な研究に貢献できる人材の育成を目指す。これらの授業は、理

数探究や科学実験講座と密接に関連し、生徒たちは学んだ知識とスキルを実社会の問題解決に活用

し、理科だけでなく社会科学や人文科学の知識も統合し、SDGs 達成に向けた総合的な視野を養う。

教師は、これらの授業を通じて多様な分野の専門知識を学び、教科を超えた協働的な指導法を開発

し、大学や企業、研究所との連携により、最新の研究動向や社会課題に関する理解を深める。 

○研究成果の普及について 

A－２、他校連携・大学連携・地域連携・学会参加など 

【A、学外での成果】 

≪学会・発表会・研修会など≫ 

・9 月 理科教育学会全国大会 発表 

・11 月 第 26 回全国私立大学附属・併設中学校・高等学校教育研究集会 参加 

≪他校視察・連携≫ 

・7、12、3 月 東京都内 SSH 指定校合同生徒研究成果発表会及び教員研修 参加 

・11 月 都立深沢高校 知財教育 参加 

≪講師の依頼≫ 

・11 月 奈良教育大学附属中学校 参加教員人数：1 名(国語) 

・3 月 北里大学 理工学部・看護学部 教職課程履修学生に対する講義 

≪他校からの課題研究に関する相談≫※玉川学園に来園し助言をした学校 

・神奈川大学附属中学高等学校・大阪教育大学付属天王寺中学・札幌日大・北海道釧路湖陵高校へ

の助言 

≪大学教員からの指導≫  

・玉川大学脳科学研究所 中高生脳科学教室参加 

・玉川大学農学部および工学部教授を招き授業連携を実施した。 

・玉川大学教授を複数人招き、「理数探究(来年度科学実験講座)」において授業連携を実施した。 

・北里大学客員教授から「自由研究生物学」において毎週課題研究指導を受けた。 

・シンガポール南洋理工大学 機械航空学科 准教授 佐藤裕崇先生より中学 3 年生～高校 2 年生

学年全員に講義をしていただいた。 

≪卒業生からの指導（課題研究）≫ 

・玉川大学学部生 6 人（週 1 回）、早稲田大学学部生 1 人（週１回）、帝京大学学部生 1 人（週 1

回）、東京農業大学学部生 1 人（週 1 回）、上智大学学部生 1 人（週 1 回）、農工大学学部生 1 人

（週 1 回） 

≪企業連携、地域連携≫ 

株式会社 NOLTY プランナーズ・株式会社 CURIO SCHOOL・発明推進協会・WIPO（ワイポ）（世

界知的所有権機関）・町田新産業創造センター・GOB Incubation Partners 株式会社・臓器移植ネッ

トワーク・独立行政法人 INPIT（インピット）・日本弁理士会・株式会社 steAm・花王・伊江島海

の会（伊江漁協共同組合）・西松建設(株)・国際航業(株)・環境技術センター(株) ・町田焙煎珈琲

株式会社（珈琲作成）・富士フィルムビジネスイノベーション株式会社・株式会社荏原製作所 

【B、学内で実施した学外への成果普及】 
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B－１、8 月 SSH 生徒研究発表会・教員研修会 

B－２、3 月 SSH 生徒研究発表会・教員研修会 

B－３、HP での成果公表・YouTube による研究発表の配信など 

⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

これまでの取り組みから、主体性と批判的思考力の育成による効果が見られる一方で、カリキュ

ラム開発や課題研究の指導と評価の一体化、プログラムの汎用性、理系生徒数の増加、数学と SSH

活動の関連性、数学分野のクラブ活動、サンゴ以外の課題研究における外部連携の強化など、さま

ざまな課題が指摘されている。研究開発の過程においては、生徒の主体性の育成や授業時間外での

活動充実、コンテストへの参加数と入賞件数の増加など、多くの成果があった。特に、年間約 200

名近くの生徒が海外派遣され、異文化理解や英語での表現力向上に寄与している。しかし、協働性、

リーダーシップ、協調性の向上には課題が残っており、他教科との連携や理数系以外の教員の関わ

り、学校設定科目数の面でも改善が必要であることが分析されている。 

これらの問題は、系列大学との連携や中学段階からの取り組み、講演会や課題研究の実施など多

岐にわたる活動を行いながらも、他教科との連携や理数系以外の教員の関わり、学校設定科目数に

おいて課題が存在することから明らかである。この現状を踏まえ、生徒の実態を正確に把握し、教

師の指導に対する意識改革、生徒と教師、学校全体の成果の普及への変容を促すための具体的な改

善策の模索が必要である。この課題に対処するため、まず他教科との連携を強化し、理数系以外の

教員とも積極的に協働する体制を整える必要がある。教科間の壁を越えたプロジェクトベースの学

習は、生徒に多様な視点から問題を考える機会を提供し、協働性やリーダーシップの育成に寄与す

る。また、教員研修を通じて、教員自身が異分野の知識を深め、学びを統合する教育方法を習得す

ることも重要である。さらに、生徒の探究心を促進するために、実世界の問題解決を取り入れたカ

リキュラムの開発や、学外との連携を深めることで、より広い視野を持った学習の機会を設けるこ

とが求められる。例えば、地域社会や企業と協力したプロジェクトを実施することで、学校外のリ

ソースを活用し、生徒に実践的な学習経験を提供することができる。

これらの課題に対しては、教員研修会の実施による教育関係者への開発内容の具体的示示と普及、

数学体験教室の実施による数学の課題研究への関心喚起、自治体や企業との外部連携の強化などの

取り組みが行われている。さらに、バンデューラの理論に基づく主体性評価手法の開発とその学術

的な検証を通じて、主体性育成の取り組みの効果が確認されている。評価方法に関しては、生徒の

協働性やリーダーシップを含む、より広範なスキルセットを測定するための新しい評価尺度の開発

が必要である。生徒一人一人の成長を支援し、個々の達成を正確に評価するために、定性的な 

フィードバックの機会を増やし、生徒の自己評価を促す取り組みも検討されるべきである。

これらの取り組みを通じて、研究開発の課題には以下のように対処していくことが求められる。

まず、他教科や理数系以外の教員との連携を深め、学校全体での課題研究や探究学習の推進体制を

強化する。次に、生徒の協働性、リーダーシップ、協調性の向上に向けたプログラム開発に注力し、

これらの能力を養うための具体的な活動やプロジェクトを設計する。また、生徒の探究活動や課題

研究への外部連携のさらなる拡大を図り、多様な学びの機会を提供する。最後に、これらの取り組

みの効果を定期的に評価し、改善策を講じることで、研究開発の質の向上を目指す。これらの対策

により、研究開発の課題に効果的に取り組み、持続可能な改善を図っていくことが重要である。こ

れらの改善策を通じて、生徒たちは協働性やリーダーシップを養い、異なる分野の知識を統合して

問題解決に取り組む能力を身につけることができる。最終的に、これらの取り組みは、生徒たちが

将来、多様な分野で活躍するための土台となる。 

≪開発中の学際的研究促進プログラム≫ 

Ⅲ期で生徒の主体性の評価尺度を作成・主体行動には達成経験と自己効力感が重要・Ⅳ期では生徒

の協働性に着目・より効果的な探究活動の評価を模索・シリコンバレー型のグループ探究を提案・

各個人研究を融合→新たなテーマを創造・コンテストに合わせて結成→解散 
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❷実施報告書（本文）
❷－① 「研究開発の課題」について

研究開発の実施期間
  指定日から令和 9 年 3 月 31日まで 

本校の概要
(1)学校名，校長名

学校
がっこう

法人
ほうじん

玉川
たまがわ

学園
がくえん

 玉川
たまがわ

学園
がくえん

高等部
こうとうぶ

・中学部
ちゅうがくぶ

校長名 小原芳明 

(2)所在地，電話番号，FAX番号

東京都町田市玉川学園 6－1－1 電話 042-739-8533 FAX 042-739-8559 

    HPアドレス http://www.tamagawa.jp/ 

(3)課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数

①生徒数、学級数

  高等部・課程（全日制） 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 実施

規模 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 233 8 182 7 208 7 － － 623 22 

全 校

生 徒

を 対

象 に

実施 

一般クラス 196 6 - - - - - - 196 6

一般クラス
（理系） 

- - 70 3 60 2 - - 130 5

一般クラス
（文系） 

- - 90 3 118 4 - - 208 7

IBクラス 37 2 22 1 30 1 - - 89 4
課程ごとの計 233 8 182 7 208 7 － － 623 22 

中学部・課程（全日制） 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 実施

規模 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 219 6 183 6 187 6 － － 589 18 全 校

生 徒

を 対

象 に

実施 

一般クラス 158 4 137 4 145 4 - - 440 12

IBクラス 61 2 46 2 42 2 - - 149 6
課程ごとの計 

219 6 183 6 187 6 － － 589 18 

②教職員数

高等部・中学部 

校長 副校長 教頭 教諭 養護教諭 講師 事務職員 計 

1 2 2 82 3 64 25 179 

研究開発課題
主体性を持ち、多様な要素を有機的に構成できるクロスオーバー型科学技術人材の育成 

研究開発課題テーマと実践内容 
■研究開発の概略
本学園は「全人教育」を教育理念とし、「K-16 一貫教育」を行っている。これまで創造力、批判的思

考力、および主体性を養う教育手法の開発に注力してきた。現代社会で求められる文理融合の協働的な

学習への対応を目的として、本研究開発では異分野間の協力を促す問題解決能力の育成に力を入れてい

る。そのために、カリキュラムの改善、探究学習の強化、外部との連携に焦点を当て、科学系クラブや

自由研究を通じて生徒の科学技術に対する興味を喚起している。また、教育成果の精度高い評価が必須

であり、アンケートやルーブリックを用いた評価ツールの開発により、教育プログラムの効果を検証し、

質の向上を図っている。これは、授業内容と学習成果の最適化を促進するためである。加えて、成果の
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普及と発信の強化に取り組み、社会貢献を視野に入れている。これら一連の取り組みを通じ、社会に価

値を提供する人材を育て上げることを目標としている。 

【研究開発の目的・目標】 

玉川学園は「全人教育」を教育理念として、幼稚園から大学までを一つと捉えた「Ｋ-16 一貫教育」

を行っている。これまで、国際バカロレア教育(以下 IB教育)を参考にした創造力と批判的思考力の育成

(第Ⅰ～Ⅱ期)、自己効力感を向上させることによる主体性を涵養する教育手法の開発(第Ⅲ期)により、学

内外の研究者や企業・地域との連携が広がり、各生徒が研究内容を深め主体的に取り組むことができる

体制が構築された。一方で、これまで生徒一人ひとりの主体性・研究の質を向上させることに力を入れ

てきたが、今後は文理融合の協働的な学びが求められている。また、カリキュラム開発や課題研究の指

導と評価の一体化、協働的な学びの更なる改善が必要と考える。このような認識と問題意識を前提に、

これまでの SSH の取組の成果と課題を踏まえ、将来の自走化に向けて本校が進めるべき研究開発を推

進し、それらを域内外へ普及させるため、以下の目的・目標を定める。 

（１）目的

自身の専門分野を深めるとともに分野をまたいだ協働的な学びによって複数の答えを探究していく知

の統合ができる人材を育成する。 

（２）目標

(ア)創造力と批判的思考力を育てることで研究内容を深めるとともに客観的な自己評価ができるよう

にする。(第Ⅰ～Ⅱ期の開発継続) 

(イ)教育環境を整えて達成経験を積ませることで自己効力感を高め主体性を涵養できるようにする。

(第Ⅲ期の開発継続) 

(ウ)多様な活動の場を提供することで失敗を経験しても試行錯誤して粘り強く取り組めるようにする。

(第Ⅳ期で新規開発) 

(エ)複数の分野に関心を持たせ協働的な学びを通してコミュニケーション能力を高め知の統合ができ

るようにする。(第Ⅳ期で新規開発) 

(オ)異なる分野の研究を統合できる知識と技能を育成することで、学際研究の仕掛けをコーディネート

して社会貢献ができるようにする。(第Ⅳ期で新規開発) 

【研究開発の仮説】 

 以下の A～F の要素を組み合わせた探究活動システムを構築することで、社会との共創を実現し、

分野をまたいだ協働的な学びによって複数の答えを探究していく知の統合ができる人材を育成する。こ

のシステムを機能させることで創造力、批判的思考力、コミュニケーション能力がバランスよく身につ

き、自己効力感の醸成が期待できる。また、それぞれの取組において量的・質的分析を行い、因果関係

に基づく教育手法を提案することで、効果・検証の解像度が向上し、対象生徒に最適な探究学習の教育

が可能となる。 

A)批判的思考力とともに主体性を評価することによって、自ら目標を設定し、振り返り、責任をもっ

て研究活動する能力（エージェンシー）が育成できる。【評価】 

B)学年・分野・教科科目を越えて交流できる環境(コミュニティ)を作ることで、他者と協働できる機会

の増加とともに自己効力感が向上し、学校だけでなく国を越えて探究活動への参加が推進される。【探

究環境】 

C)探究の方法は個々の状況により多様な取組が考えられるため、生徒は自身の活躍できる役割を認識

するとともに、教師はそれぞれの生徒に対して個別最適な教育を常に模索する必要がある。【役割】 

D)様々な教材によってスキルを身に付けさせることによって手段保有感が生じ、達成経験に繋げるこ

とができる。【スキル】 

E)言語活動の充実をはかり、オーセンティックな課題に向き合わせることによって知のネットワーク

化(精緻化)が促進され、協働的な学びに向かうことができる。【主体行動】 

F)分野をまたいだ統合的な知によって複数の答えを探究していくことでリーダーシップを発揮して社

会問題と向き合うことができる。【社会との共創】 

【研究開発の内容・実施方法・検証評価】 

 第Ⅰ～Ⅱ期において批判的思考力、第Ⅲ期では主体性を涵養する手法について開発してきたが、第

Ⅱ期の創造力の育成と第Ⅲ期の社会との共創を実現するためには、これまでの取組に加えて協働的な学

習の機会をより増やすために、教育課程の変更を伴うカリキュラム開発を含む、「[a]授業改善および開

発」を中心として、生徒の理系進路への関心を高める「[b]サイエンスキャリア講座」、生徒の発表の機

会と教員の指導力向上を目的とした「[c]K-12探究学習研究会」、国際的な視野を広げるための「[d]国際

教育プログラム」、探究学習のスキルを育成する「[e]学びの技」、探究学習の中心的な取組にあたる「[f]

自由研究Ⅰ～Ⅲ」、リーダーシップを発揮し、国際的に活躍できる科学技術人材を育成する「[g]科学系

クラブ活動」の実施を希望する。
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研究組織の概要 
運営指導委員 

委員氏名 所属・役職 

1 飯田 秀利 東京学芸大学教育学部 生命科学分野 名誉教授 

2 大森 隆司 玉川大学名誉教授 

3 小野 正人 玉川大学学術研究所 所長 

4 加藤 研太郎 玉川大学量子情報科学研究所 教授 

5 楠見 孝 京都大学大学院教育学研究科 教授 

6 中村 大輝 宮崎大学 教育学部 講師 

7 平田 大二 神奈川県立生命の星・地球博物館 名誉館員 

8 星野 あゆみ 玉川大学大学院教育学研究科教育学専攻 教授 

9 根上 明 玉川大学工学部マネジメントサイエンス学科 教授 

実行委員会(研究担当者) 

委員氏名 所属・役職 

1 渡瀬 恵一 学校法人玉川学園 理事（初等・中等教育担当） 

2 後藤 健 学園教学部長・国際教育センター 副センター長 

3 片野 徹 学園教学部事務部長 

4 川﨑 以久哉 教育部長（6-12 担当）・高等部長 

5 中西 郭弘 担当部長（6-12 担当）・中学部長 

6 中里 孝男 教諭・教務主任（6-12） 

7 遠藤 英樹 教諭・教務主任（6-12） 

8 矢崎 貴紀 教諭・理科 ＳＳＨ主任・自由研究（学びの技）・学園展 

9 鳥海 豊 教諭・社会科 分掌ＳＳＨ・自由研究（学びの技）・学園展 

10 後藤 芳文 教諭・国語科 分掌ＳＳＨ・自由研究（学びの技）・学園展 

11 小林 香奈子 教諭・国語科 分掌ＳＳＨ・自由研究（学びの技）・学園展 

12 河村 朋美 教諭・国語科 分掌ＳＳＨ・自由研究（学びの技）・学園展 

13 市川 信 教諭・社会科主任 分掌ＳＳＨ・自由研究（学びの技）・学園展 

14 木内 美紀子 教諭・理科主任 分掌ＳＳＨ 

15 今井 航 教諭・理科 分掌ＳＳＨ 

16 森 研堂 教諭・理科 分掌ＳＳＨ・自由研究（学びの技）・学園展 

17 金平 直己 教諭・理科主任 分掌ＳＳＨ 

18 吉澤 大樹 教諭・理科 分掌ＳＳＨ 

19 山口 菜々美 教諭・理科 分掌ＳＳＨ 

20 シャルマ ヴィニータ 嘱託教員・理科主任 分掌ＳＳＨ 

21 チャウ ブロンソン 嘱託教員・理科 分掌ＳＳＨ・自由研究（学びの技）・学園展 

22 前野 木綿子 教諭・数学科 分掌ＳＳＨ 

23 清水 雅文 教諭・数学科 分掌ＳＳＨ 

24 頼光 一太郎 教諭・保健体育科 分掌ＳＳＨ 

25 田子内 航介 教諭・情報科主任 分掌ＳＳＨ 

26 岡田 有子 学園教学部 学園教学課長（中央校舎担当） 

27 酒井 康弘 学園教学部 学園教学課長 

28 髙瀬 朋子 学園教学部 学園教学課長補佐 
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❷－② 研究開発の経緯
概要 

①学校の分析と課題

意識調査と第Ⅲ期に開発した評価から、生徒の現状については、「一人ひとり興味関心のあることに

取り組む(主体性の育成の成功)」「授業時間外での活動・フィールドワークの充実」、「コンテストの参

加数と入賞件数増加」「英語で表現する学習の機会の増加」「年間 200 名(コロナ前)近い生徒の海外派

遣(12 ヵ国 17 の提携校・ラウンドスクエア校)」の成果がある一方で、「協働性」「リーダーシップ」

「協調性」に課題が見られた。また、学校の現状については、「系列大学」「中学校段階の取組」「講

演会」「課題研究の実施」「学外者の学校への招聘等」が他校と比較して多い一方で、「他教科との連

携」「理数系以外の教員の関わり」「学校設定科目数」に課題が見られた。 

②第Ⅲ期の分析と課題

これまでのプログラム開発による実践から、大学や研究機関、産業界、地域や他の高等学校、小中学

校等との連携が広がり深まったこと、主体性と批判的思考力の育成による効果が表れてきたこと、等が

成果として挙げられる。また、複数の評価材料を有機的に組み合わせることで、生徒の現状を的確に把

握することが可能となった。これにより、教師の指導に対する意識が変化し、各生徒が主体的に取り組

むことができる体制が構築され、生徒・教師・学校が成果の普及に向けて変容してきている。しかし、

中間評価において、「カリキュラム開発や課題研究の指導と評価の一体化についての研究開発の具体性

がない。」「開発されたプログラムが汎用性を持つと言えない。」「理系の生徒数が少ない。」「数学

と SSH 活動との関係等が分かりにくい。」「数学分野のクラブ活動の後押しも期待される。」「サンゴ

以外の課題研究における外部連携がない。」「成果の普及等に関して、今後一層の改善・充実が求めら

れる。」といった指摘を受けた。これを受け、これまで開発してきた探究活動の手法に関する教員研修

会を実施することで、開発内容を具体的に他校や教育関係者に示すと同時に、他校にもこの評価法の普

及を図った。また、東京理科大学の秋山仁先生による数学体験教室を実施したことにより、数学の課題

研究においてコンテストの参加などの増加が見られた。さらに、サンゴ以外の研究分野において、自治

体や企業、団体等との外部連携を積極的に進め、東京都町田市、日本弁理士会関東会、発明推進協会、

株式会社竹中工務店、株式会社町田新産業創造センター、株式会社 steAm、株式会社 Inspire Highと教育

プログラムの実践・開発を行った。これに加え、本学園が開発した主体性の評価手法(バンデューラの理

論に基づく因果モデルの構築)により学術的に主体性が育成できている傾向が確認でき、査読を通過し

て論文化することができた。 

1 年間の流れ 
4 月には、第 IV 期 2 年目の実行委員会が開始された。この段階で、年間を通じた活動の基盤が築か

れる。5 月～6 月には、運営指導委員会に向けた準備、各開発計画の検討とサイエンスキャリア講座が

実施された。これにより、生徒たちは科学分野のキャリアに対する理解を深める機会を得た。7 月に運

営指導委員会が開催され、8 月には企業と共同で実施した「探究スタートアップポスターセッション」

が行われた。ここで生徒だけでなく教員や大学生なども生徒と同じ会場で発表し、探究学習の質の向上

を目指した。9 月には、学会発表やコンテストへの応募と、再度のサイエンスキャリア講座が行われた。

これにより生徒たちは、実際の科学コミュニティへの参加という形で、自身の研究成果を発表する貴重

な経験を積んだ。10 月には、実行委員会の開催、サイエンスキャリア講座が行われた。11 月には、こ

れまでの活動の評価作成が行われ、12 月には運営指導委員会の開催と情報交換会への参加(事例発表校

として選出)、東京都内 SSH 指定校生徒研究発表会の参加、JSEC2024 最終審査への進出があった。こ

れらの活動を通じて、生徒たちは科学に関する知識だけでなく、プレゼンテーションスキルやコミュニ

ケーション能力も磨かれた。1 月には、さらなる評価の作成とサイエンスキャリア講座が実施され、2 月

には課題研究生徒組織を作り、生徒発表会運営の準備が行われた。3 月には生徒研究発表会が開催され、

生徒たちは一年間の学びを発表する場を持った。年間を通じて、課題研究の実施、国際プログラムの実

施、授業の開発などが行われた。これらの活動は、生徒の主体性の向上、探究心の養成、科学教育の充

実を目指したものであり、生徒たちにとって学びの場として大きな価値を提供した。
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評価の作成 
本年度は、クロスオーバー型科学技術人材を評価する新たな尺度の模索が必要であった。そのため、

以下の尺度が取り入れられた。主体性評価尺度は、バンデューラの理論に基づいた自校独自のアンケー

トを活用した。境遇活用スキルでは、Planned Happenstance 理論に基づく評価尺度の開発が行われた。

また、チームアプローチ評価尺度は、学際的チームにおけるチームアプローチに対する個人の評価尺度

の開発が進められた。

科学技術人材育成に関する取り組みとして、第 I～II 期においては、科学技術に興味関心を高める取

組みとして科学博物館や大学の研究施設を訪問する研修会が実施された。第 III 期では、主体性を育て

ることにより、社会的責任を視野に入れた研究活動ができる人材育成を目指した。バンデューラの理論

に基づく因果モデルにより、主体性の育成手法が明確となり、主体性が向上して学外コンテストへの参

加者数の増加やコンテスト等での入賞実績の向上が見られた。しかし、個人研究の成果であり、チーム

を組んだりリーダーシップを発揮したりする機会は依然として足りなかった。 

これらの背景を踏まえ、スペシャリストとしての高い専門性とジェネラリストとして幅広い知識を持

ったクロスオーバー型科学技術人材を育成するために、テーマ[a]～[g]が設定され、学術的根拠に基づい

た評価検証を行うことで教育内容の最適化を目指した。自由研究は、第Ⅲ期までの成果を踏まえ、高校

1 年生から段階を踏ませる形で自由研究Ⅰ～Ⅲとして新たに設定予定である。これにより、探究学習シ

ステムを効率よく回し、科学技術・理数系コンテスト・科学の甲子園への参加を一層推進することが可

能となることが期待される。

⚫ 主体性評価尺度：バンデューラの理論に基づいた自校独自のアンケート[1]。

⚫ 境遇活用スキル：Planned Happenstance 理論に基づく評価尺度の開発[2]。

⚫ チームアプローチ評価尺度：学際的チームにおけるチームアプローチに対する個人の評価尺度

の開発[3]。

[1] 矢崎貴紀, et al. "SSH における主体的な探究活動に影響する諸要因の検討." 理科教育学研究

63.3 (2023): 669-675. 

[2] 浦上昌則, et al. "Planned Happenstance 理論を背景とした境遇活用スキルの測定." アカデミア.

人文・自然科学編 14 (2017): 49-64. 

[3] 飯岡由紀子, 亀井智子, and 宇都宮明美. "チームアプローチ評価尺度 (TAAS) の開発―尺度開発

初期段階における信頼性と妥当性の検討―." (2016). 

図 バンデューラの理論に基づく因果モデル[1] 

実際に作成したアンケート項目一覧 
自由研究や学びの技の範囲内で、答えてください。 

1. 研究タイトル・問い

2. 自由研究や学びの技で不安なことがあれば書いてください

3. 自由研究や学びの技で自信があることがあれば書いてください

4. 自由研究や学びの技（８年次の自由研究）で達成した体験があれば書いてください

5. 自由研究や学びの技でどういうところにやる意義を感じていますか

6. 自由研究や学びの技での現在の状況を書いてください

7. 困難な状況を打開するために思いついた解決策があれば書いてください

8. 研究を進める中で葛藤をした経験があれば書いてください※ここでの葛藤とは二つ以上の対立する欲求が同時に働いて、そのいずれを選ぶか迷う

状態です

9. その葛藤をどのように解決した、または解決しようとしましたか

10. 大変だった経験または問題を解決した経験または自分に厳しく頑張った経験を振り返ってよかったことは具体的に何ですか

11. やる気が出たきっかけは具体的に何ですか

12. やればやるほど時間が足りないと感じた経験は具体的に何ですか

13. 私もできるという感覚が強まった経験は具体的に何ですか
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14. 上の４つを振り返りその経験をする前と比べあなたは具体的にどう変化したと思いますか

15. 自由研究や学びの技でのあなたの活動を支える信念・価値観は何ですか

以下、自由研究・学びの技でのこと： 

4：あてはまる 3：ややあてはまる 2：あまりあてはまらない 1：あてはまらない 

16. 認められたと感じたことはない

17. 思い切って自分を発揮できる雰囲気がある

18. 周りからのサポートがある

19. スライドや論文が完成できたことで達成感を味わったことがある

20. これまでを振り返ってみて、取り組んでよかったと思う

21. 自信となるものを持って取り組むことができている

22. これまでを振り返ってみて、何もできるようになった気がしない

23. 成果が出せそうな感じがしない

24. 頑張らなくても、自分の研究分野のことなら簡単に理解できる

25. やる気になれば、難しいことでも解決できる

26. 自分で決めたことは最後までやり通す

27. 先のことを考えて、計画通りに行動する

28. 授業時間外には活動したくない

29. 予想と違う結果になってもやり方を見直してもう一度考える

30. 取り組めそうな問題を自分では見つけられなかった

31. 取り組みは日常生活とのつながりを感じる

32. 目標となる姿のイメージを持っている

33. 今の自分の関心にとどまらず，いろいろなものに関心を広げようとする

34. 新しい体験ができるチャンスを見つけ，積極的にかかわろうとしている

35. 困難な状況でも粘り強く取り組む

36. 困難にぶつかったとき，新しい手段や方法を見つけることができる

37. 物事をうまく進めるために，自分の考え方を変えることができる

38. 新たな挑戦をする時，「きっといつかは達成できる」と考える

39. うまくいくかどうかわからなくても，とりあえずはじめる

40. やりたいことであれば，失敗する可能性があっても挑戦をはじめる

41. 知り合いが少ないイベントやグループに参加することに意義があると感じる

42. 知り合いが少ないイベントやグループに気軽に参加できる

43. 立場や考え方の違う人と積極的にグループを作ることは重要だと感じる

44. 立場や考え方の違う人と積極的にグループを作ることができる

グループで活動したことがありますか？はい・いいえ 

45. 状況に応じて役割を調整している

46. グループメンバーの専門性や特性を踏まえて役割が分担されている

47. グループメンバーの役割は明確である.

48. 私はグループが導き出した結果に満足している

49. グループの目標や優先すべきことは明確である

50. グループは，意思決定に向けて自由な発言を認めている

51. グループに一体感が感じられる

52. グループメンバーは，少数意見であっても聞き入れようとしている

53. グループメンバーはお互い対等の立場で協力して共に活動している

54. グループメンバーそれぞれが課題に対して貢献している

55. グループメンバーはそれぞれ責任をもって役割を遂行している

56. グループメンバーはお互いに尊重しあっている

57. 私はグループメンバーとして貢献できている

58. 私はよいチームワークをつくれるという自信がある

59. グループの活動に関して自分の能力を効果的に発揮している

60. 私はグループの目標を達成するために努力している

追加で以下のアンケートに答えてくれる人は「はい」を選択してください。 

はい・いいえ 

61. この課題（テーマ）で何を明らかにしたかったのかを書きましょう

62. 上のことを探究するためにどんな仮説を設定しましたか

これまでの取り組みの振り返りをしましょう 

A 課題の設定 

63. 自分や社会にとって価値のある課題（テーマ）を設定できた。（ 5 4 3 2 1 ）

64. 問題の本質をふまえた良質な仮説を作ることができた。（ 5 4 3 2 1 ）

65. 他の事例をもとに類推して仮説を作ることができた。（ 5 4 3 2 1 ）

66. 課題の設定のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう

B 情報（データ）の収集 

67. 仮説検証に必要な情報を多角的に収集できた。（ 5 4 3 2 1 ）

68. 得られた情報を鵜呑みにせず検討を加えて使用できた。（ 5 4 3 2 1 ）

69. 情報（データ）の収集のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう

C 整理・分析 

70. 具体的なことを抽象的に、抽象的なことを具体的に考えることができた。

71. （ 5 4 3 2 1 ） 

72. ひとつの視点に固執せず多面的に考えることができた。（ 5 4 3 2 1 ）

73. 比較や分類を整理・分析に活用できた。（ 5 4 3 2 1 ）

74. 原因と結果のメカニズムを見出すことができた。（ 5 4 3 2 1 ）

75. 整理・分析のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう

D まとめ・表現 

76. 以上の分析や考察の結果を十分に踏まえて自分の考え（結論）を形成できた。

77. 聞き手や読み手にわかりやすい筋道立った説明ができた。（ 5 4 3 2 1 ）

78. 次の探究や学習につながる振り返りができた。（ 5 4 3 2 1 ）

79. まとめ・表現のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう

80. どういう成果を得ましたか
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❷－③ 研究開発の内容

■実施項目に従って次ページより記述

事 業 項 目 担 当 責 任 者 

①[a]-1

SS化学基礎 

木内美紀子、渡辺康孝 

②[a]-2

SSバイオメカニクス 

矢崎貴紀、森研堂、渡辺洋司、頼光一太郎 

③[a]-3

SS物理探究

SS生物探究

SS化学探究

吉澤大樹、小林慎一、森研堂、今井航、渡辺康孝 

④[a]-4

SS物理演習

SS生物演習

SS化学演習

吉澤大樹、小林慎一、森研堂、木内美紀子、渡辺康孝 

⑤[a]-5

データサイエンス 

清水雅文、前野木綿子 

⑥[a]-6

SDGs演習 

矢崎貴紀 

⑦[a]-7

SS科学実験講座 

森研堂 

⑧[a]-8

理系現代文 

小林香奈子 

⑨[b]サイエンスキャリア講座 矢崎貴紀、 

⑩[c]K-12探究学習研究会 伊部敏之、後藤芳文、河村朋美、伊藤史織、市川信 

⑪[d]国際教育プログラム 矢崎貴紀、金平直己 

⑫[e]学びの技 河村朋美、田子内航介、矢崎貴紀 

⑬[f]自由研究Ⅰ～Ⅲ 鳥海豊、河村朋美、矢崎貴紀 

⑭[g]科学系クラブ活動 木内美紀子、今井航、市川信、有川淳 

【内容の見方】 

1. 内容は以下の項目に分けて記述する。

[概要] ・・・開発内容に関する要約

[ a.仮説] ・・・実施計画書に基づく仮説

[ b.内容・方法・検証] ・・・[ a.仮説]の検証のために行った具体的な取り組み

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] ・・・一年間の流れ、授業の形態・運用、指導体制等

[d.評価手法・教科連携]  ・・・主に課題研究における評価方法・教科連携

[ e.既存の教科・科目との関連]  ・・・学校設定科目における既存の教科・科目との関連

[ f.教師の指導力向上]  ・・・研修や他校への視察、成果の共有、ノウハウの継承

[ g.その他]  ・・・その他配慮した事項や問題点

2. 研究開発内容によっては項目[ a.仮説]～[ g.その他]に該当がなく、省略する場合がある。

3. 科学系クラブ活動についてはサイエンスクラブ、サンゴ研究部、ロボット部の活動をまとめて記述

する。
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❷－③－[a]-1 SS化学基礎
【概要】 
 授業において主体性を涵養するためには、基礎・基本の定着を図りつつ、協働的な学びを通じた思考

力・判断力の育成が必要である。特に、実験課題におけるグループワークを重視し、生徒自身が実験デ
ザインを考案し、結果を導き出すことで、探究的な姿勢を促した。また、定期テストにおいても、思考

問題や主体的に取り組む問題を増やし、未知の状況への対応力を高める試みを行った。さらに、高大連

携や異分野の研究統合、科学技術・理数系コンテストへの参加を通じて、生徒の創造力や批判的思考力
を育成することを目指した。SSH 研修への参加も促進し、学外の学びと連携しながら、主体性・思考力・

判断力を総合的に強化する授業を展開した。 

[a.仮説］ 

実験において、協働的な学びを意識したグループ

ワークの時間を確保し、グループごとに「実験デ
ザイン」を作成させることで、生徒同士の意見交
換を活発にし、学習内容への主体的な取り組みを

促すことができると考える。さらに、実験結果の

理解度を測定するために、「実験テスト」を実施し、

実験の原理・結果の処理・考察についてテスト形

式の課題を行うことで、生徒が知識を整理し、思

考力・判断力を育成できると仮説を立てた。また、

定期テストにおいても、**「思考問題」や「主体
的に取り組む問題」**を多く取り入れることで、
基礎基本の定着だけでなく、実験や授業で学んだ

内容を活用する能力を強化し、未知の状況にも対

応できる力を養うことを目指す。さらに、高大連
携の取り組みとして、大学との共同研究や講演会

への参加を促進し、異なる分野の研究統合や科学

技術・理数系コンテストへの挑戦を推奨すること
で、生徒が学びの意義を実感し、創造力や批判的

思考力を向上させることが可能になると考えた。

これらの活動を通じて、生徒の学習への主体性が
涵養されるだけでなく、理数系進学者数の増加に
も寄与すると期待している。

[ b.内容・方法・検証] 

 基礎・基本の定着を図るため、定期テスト前だ

けではなく、日常的な学習習慣を確立することが
重要であると考え、2～3 週間ごとに小テストを実

施し、これらの内容を定期テストにも出題した。

これにより、学習内容の定着度を高め、日頃から

継続的に学ぶ姿勢を身につけることを目指した。

思考力・判断力の育成のため、従来の実験課題を

見直し、「実験デザイン」の作成をグループごとに

実施した。生徒が各自の意見を出し合い、最適な

方法を議論しながら、一つの結果を導くプロセス
を経験することで、主体的な学びを促進する狙い
がある。レポートの提出に加え、実験後に「実験

テスト」を実施し、単なる作業の結果ではなく、

原理の理解や考察力を問うことで、学習の定着を

強化した。また、未知・複雑な状況への対応力を

養うため、定期テストにおいて思考力・判断力を
問う問題の配点を増加した。実験で得た知識を活
用し、応用的な問題に取り組むことで、考える力

を高めることを目的とした。評価の検証には、独

自に開発したルーブリック評価や観点別評価を
活用し、生徒の取り組みを客観的に評価した。ま

た、アンケートを実施し、生徒の学習状況や課題

を把握し、授業改善に反映させた。これにより、

単なる知識習得にとどまらず、生徒の主体性や思
考力を向上させる指導の質を高めることができ
た。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

対象として、高校 1 年生全員を対象に実施し、
2023 年度は履修者 163 名、2024 年度は 195 名と
なった。4 名の教員が担当し、授業運営にあたっ

た。学習形態として、1 週間に 1 回の小テストを

実施し、知識の定着を図るとともに、2 週間に 1

回の実験課題と実験テストを実施し、思考力の向

上と実験装置の扱い方の習得を促した。実験を通

じて生徒が主体的に仮説を立て、検証し、考察す

るプロセスを経験することで、探究学習への応用
を意識した学びを提供した。2024 年度は、年間を

通じて基礎知識の定着から応用力の育成まで、段
階的な学習プログラムを展開し、生徒が体系的に

学習を進められるようにした。また、実験後の振

り返りを重視し、結果を整理し考察する時間を確
保することで、より深い理解につながるよう工夫

した。 

[d.評価手法・教科連携] 

 実験課題においては、ルーブリック評価を導入

し、「実験の原理・背景」「実験方法の理解」「デー

タ収集」「データ処理と誤差」「考察」などの評価
項目を設定した。また、2023 年度には発展課題を

追加し、履修範囲の中で生徒が興味を持ったテー
マについての記述課題や、小さな単位を身近な物

質でイメージしやすくする問いを用意するなど
の工夫を行った。小テストと定期試験では観点別
評価を採用し、**「知識・技能」「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」**の 3 つの

観点から評価した。2023 年度には、各教科の知識
と技能を統合できるような評価項目の設定や発

展課題の追加を行い、教科連携の可能性を探った。

2024 年度は、化学基礎において直接的な教科連
携は実施されなかったが、今後の発展に向けて評

価基準の精査を継続する方針である。

[ e.既存の教科・科目との関連] 

 従来の化学基礎と比較し、実験や探究活動の比

重を増やし、より実践的な内容に発展させた。物
理や生物との連携を強化し、科学的思考力の総合
的な育成を目指した。数学との連携により、デー
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タ分析や統計的手法の活用も強化。これにより、

既存の科目の枠を超えた統合的な科学教育を実

現している。

[ f.教師の指導力向上] 

定期的な教員研修会を実施し、最新の教育手法

や評価方法について学んだ。他校の SSH 実践例

の視察や、大学教員との意見交換会を通じて、指
導スキルの向上を図った。授業実践の成果を校内

で共有し、教材開発や指導法のノウハウを蓄積。

これにより、教員全体の指導力向上と授業の質的

改善を実現した。 

[ g.その他] 

実験課題では、レポート作成に加え、「実験テス

ト」を導入し、実験の原理・結果の処理・考察に

関するテスト形式の課題を追加した。これにより、
実験デザインの段階だけでなく、実験後やテスト

前にもグループワークの時間を増やし、協働的な

学びを促進した。「実験デザイン」や「ルーブリッ
ク評価」の導入によって、生徒の自主的な学びの

姿勢は向上したが、一方で班内の生徒に頼る傾向

が課題として指摘された。しかし、「実験テスト」

の実施により、この依存度が大幅に減少し、生徒

一人ひとりの自立した学習態度の向上が確認さ
れた。2024 年度は、「実験テスト」の成果を踏ま
えつつも、グループワークにおける貢献度の差が

新たな課題として浮上した。今後は、個人の役割

をより明確にし、全員が主体的に関与できる仕組
みの構築が求められる。また、ICT を活用した実

験データの収集・分析の強化も検討中である。

〇以下各教材
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❷－③－[a]-2 SSバイオメカニクス
【概要】 
 SS バイオメカニクスは、物理基礎と生物基礎を融合し、高校 1 年生から科学的探究心を育み、理系

への興味を喚起することを目的とする授業である。生物学の多様性と物理学の運動法則を組み合わせる
ことで、生徒たちは対象物に関する包括的な理解を深める。この授業は、高大連携や科目間の融合を特

色とし、理系進路選択者の増加を目指している。2024 年度から本格的に SS バイオメカニクスが立ち上

がり、宇都宮大学の夏目ゆうの先生を招いて講演を実施し、生物と物理の融合分野の重要性について学
ぶ機会を提供した。また、実験活動として力センサや加速度センサを活用し、ジャンプ力やパンチ力を

測定する実験を行った。これにより、生徒は身体のどのような物理量を測定し、それを生物学的な観点

からどのように解釈するかを学ぶ機会を得た。授業を通じて、理論と実践の両面から理解を深め、科学

的思考力を養うことを目指している。 

[a.仮説］ 

生徒に物理学と生物学の統合的な知識を提供
することで、科学に対する深い理解と興味を促進

すると考えられる。生物の構造や動作を物理的な

視点から分析し、科学的に解釈することで、より

包括的な視点で自然現象を捉える力が養われる。

また、物理基礎と生物基礎を並行して学びながら、

分野を越えた実験や課題に取り組むことで、知の

統合が促進される。これにより、生徒は探究学習
においても異なる分野の知識を組み合わせ、問題
を多角的に捉える視点を身につけることができ

ると考えられる。分野融合を意識することで、単

なる知識の習得にとどまらず、実験や課題を通じ
て応用的な思考力を養うことが期待される。 

[ b.内容・方法・検証] 

生物学と物理学を融合し、実践的なテーマを通じ

て科学的な探究を促進する。動物の行動観察や筋

肉の動きの分析など、具体的な生物現象を物理学
の視点から考察することで、学際的な理解を深め

る。授業は週に 1 回、2 クラス合同で実施され、
科目間の連携を強化しながら学ぶ機会を提供す

る。大学教授による講演や合同授業を取り入れ、

より専門的かつ発展的な学びを促進する。また、

2024 年度からは、加速度センサや力センサを活
用した実験を実施し、データの取得・処理・解釈

の方法を学ぶことで、物理的な視点から生物の動

作を定量的に分析する力を養う。定期的な実験や

テストを通じて、知識の定着度や実験スキルの向

上を検証し、生徒の主体的な探究学習への発展を

目指す。

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

高校 1 年生全員を対象にした必修授業であり、
物理と生物の両分野を融合した学びを提供する。

授業は週 4 単位（物理 2 単位・生物 2 単位）で構

成され、物理・生物の教員が連携しながら指導を
行う。授業の形態として、週 2 回、物理と生物の

教員が同じ時間帯に2 クラスを並行して担当する
ことで、2 クラス合同の実験や、教員が入れ替わ
っての授業が可能となる。この体制により、生徒

は両分野の知識を統合しながら学び、実験を通じ

て理論と実践の結びつきを実感することができ

る。また、ワイヤレスセンサや加速度センサを活

用した実験が取り入れられ、現代の科学研究で用

いられるデータ解析の手法を体験する機会が提
供される。物理基礎と生物基礎の共通実験課題を
開発し、科目間の知識の統合と応用を促進するこ

とで、生徒の科学的思考力と問題解決能力の向上

を目指している。 

[ d.評価手法・教科連携] 

評価は、小テスト、実験レポート、定期テストを

通じて行われ、生物学的な知識と技能、物理学的

な知識と技能に加えて、思考・判断力や主体性も
考慮される。教科連携を重視した評価体系により、

生徒の総合的な理解を深める。 

評価 

[ e.既存の教科・科目との関連] 
生物基礎と物理基礎の枠組みを超え、分野横断

的な学びを提供することで、生徒に科学の融合的

理解を促す。この授業では、生物学と物理学が相
互に関連し合うことを実験やデータ解析を通じ
て実感できるようになっている。特に、力学や加

速度の概念を生体運動に応用し、センサを用いた

計測によって科学的な考察を深めることで、単な
る理論理解にとどまらず、実社会での応用まで視

野に入れた学びが可能となる。こうした学びを通

じて、生徒は複数の科目間の知識を結びつけ、新
たな視点から問題を解析する力を養うことがで

きる。 

[ f.教師の指導力向上] 

授業を通じて、教師は科目間融合授業の計画・

運営に関するスキルを向上させる。生物と物理の
教員が協力してシラバスを作成することで、互い

の専門分野に対する理解が深まり、分野を超えた
学びの意識が生まれる。これにより、教師自身も
従来の枠にとらわれない視点を獲得し、より効果

的な指導が可能となる。また、生徒の学習体験を

支援するための新たな教育技術や評価方法を取

り入れ、批判的思考力や実践的な問題解決能力の
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育成を促す。実験やデータ解析を通じて科学的な

思考を育む授業の設計・運営を経験することで、

教師の指導力が向上し、教育の質の向上にもつな
がる。 

[ g.その他] 

生徒の自主性と探究心を刺激する発展課題を

含めている。授業時間外にも追加実験や文献調査
を行う機会を設けることで、生徒が学習内容をさ

らに深め、科学的な課題に対して独自の解答を導

き出す力を養うことを目的としている。一方で、

物理基礎と生物基礎の両分野を学びながら融合
的な視点を持つことは有意義であるが、課題が難

しくなる傾向が見られる。そのため、生徒に過度

な負担をかけず、興味・関心を高める工夫が必要
である。授業内容の調整や、より主体的な学びを

促進するための仕組みを検討し、持続的な学習意

欲を高めることが今後の課題となる。 

実験課題内容 

参考図書① 

参考図書② 
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❷－③－[a]-3 SS物理探究
【概要】 
 2023 年度は、物理における発展課題の開発を進め、生徒の科学的探究心を刺激し、実験を通じて物理

学の基本概念を深く理解できる授業を構築した。この取り組みでは、物理学の基礎知識や計算スキルの
向上、思考力の育成に重点を置き、物理学の魅力とその応用の幅広さを体験できるよう、多様な発展的

課題を設定した。また、バイオメカニクスへの導入を視野に入れ、関連する実験課題の開発にも取り組

んだ。2024 年度は、SSH 事業の成果として、生徒主体の探究活動が広がりを見せる中、物理の探究課
題においても応用的なテーマの割合が増加した。しかしながら、基礎科学の発展には応用分野とは異な

るアプローチが求められる。例えば、日本ではフラッシュメモリ開発の事例に見られるように、応用科

学の基盤となる土壌が未成熟な状況にある。一方で、SSH 事業を通じた探究活動の活発化は望ましい成

果であり、その流れを通常授業へと還元し、考える題材を提供することで、基礎科学の発展に寄与でき
る人材を育成することが求められる。そこで、探究のための資材や技術を活用しながら、生徒が物理学

の根源的な問いに向き合い、基礎研究の道へと進む契機となるような授業の開発に取り組んだ。 

[a.仮説］ 

物理学における発展的な課題と実験の導入は、

生徒が物理学の理論と実世界の応用の関連性を

深く理解し、物理に対する興味を高めるだけでな

く、理系分野への進路選択にも肯定的な影響を与

えると考えられる。具体的な物理現象の観察と分

析を通じて、生徒が思考力を鍛え、実験を通じた
探究活動に積極的に取り組むことで、物理学の基
礎概念をより深く理解できる環境を構築するこ

とが目指される。また、従来の教科書に掲載され

た生徒実験では、結果が明確であるため、思考を
必要とせず、生徒の主体的な探究活動につながり

にくいという課題があった。そこで、探究指導の

経験を基に、一見しただけでは結果が分からない
発展的な単元ごとの課題を開発し、年間で 20 種

類以上の選択肢を提供することとした。各課題は

6 点満点とし、生徒が興味を持った課題を主体的
に選択し、放課後に取り組むことで合計 30 点満
点を目指せる仕組みを設計した。この評価方法を
通じて、物理を使って考える姿勢の育成と、主体

的に学習へ取り組む態度の評価を一体化し、より

探究的な学びへと発展させることを仮説とする。 

[ b.内容・方法・検証] 

 授業では、毎週の小テストを実施し、基本的な

物理知識と計算スキルの定着を図るとともに、生

徒が装置の扱いに慣れるよう実験の回数を増や

し、指導に力を入れた。また、共通テスト形式の

問題を試験に取り入れることで、思考力の育成を

目指した。さらに、発展的な課題と実験を導入し、

生徒の物理探究への理解を深めることを狙いと
した。これらの取り組みの教育的効果は、定期的
なフィードバックと評価を通じて検証を行った。

加えて、4 月から 12 月までの期間に、生徒の課題

研究で扱われてきた「気柱共鳴」「音楽」「振動」

などのテーマを基に、発展的な課題を 21 種類開

発し、授業単元に合わせて Google クラスルーム
で配信した（HP 参照）。課題の配信方法としては、
Google ドキュメントを用いた書き込み返信方式

を試みたが、Word との互換性の問題から PDF で

の配信に切り替え、必要に応じて実験室に実験用
紙を用意する形をとった。また、生徒の取り組み

状況や課題の有効性を検証するため、Google クラ

スルームを活用してアンケートを配信し、生徒の

フィードバックを収集した。これにより、探究活

動の効果をより詳細に評価し、授業内容の改善へ

とつなげることを目指した。

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

 物理探究は、高校 2 年生の物理選択者を対象と
し、基礎から発展的な内容までを幅広くカバーす

る授業である。対象生徒は、SS 物理探究Ⅰを履修

する少人数クラス（12 人）と普通クラス（19 人）

に分かれ、計 31 名が受講する。授業は週 3 回の
対面授業として実施されるが、発展課題について

はオンライン配信を活用し、各単元に関連した内
容を適宜提供した。発展課題は、生徒実験と連動

させる形で作成・配信し、生徒が主体的に探究で

きる環境を整えた。課題は Google クラスルーム
を通じて配信され、生徒が自己申告のもと、放課

後に実験を実施できるよう指導を行った。実験装
置は実験室の後部に配置し、配信後に準備を完了

させ、次の単元の配信時に片付ける運用とした。

この体制により、教員は生徒の学習進度に応じて

適切なタイミングで実験の指導を行い、探究活動
を支援することが可能となった。指導体制につい

ては、経験豊富な物理教師が授業を担当し、生徒

の理解度に応じた柔軟な対応を心掛けることで、

探究的な学習を促進した。特に、発展課題に取り

組む生徒には、個別指導を通じて適切なサポート

を提供し、思考力や問題解決力を養うことを目的

とした。 

[ d.評価手法・教科連携] 

 物理探究の評価は、小テスト、実験レポート、

定期テストを通じて行われる。これに加え、生徒

の探究活動や発展課題への取り組みも評価の対
象とし、主体的に学ぶ姿勢を重視した。評価方法

として、定期的な小テストを実施し、基礎知識の
定着度を確認するとともに、実験レポートを通じ
て実験の理解度や考察力を測定した。さらに、生

徒の物理に対する理解や応用力の向上を検証す

るため、発展課題に関するアンケートを実施した。

31 名中 20 名が回答し、発展課題の経験が今後ど

のように活かせるかという質問に対し、「物理の
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深い理解につながり試験に活かせる」「大学やそ

の先で難しい問題に直面したときに思考や応用

の経験が役立つ」などの意見が寄せられた（添付
表 2）。この結果から、基礎科学としての物理に興

味を持たせ、物理を使って考える姿勢を育成する

うえで、発展課題が効果的であったと考えられる。

また、探究活動に発展した取り組みを行った生徒
も、行わなかった生徒も、探究活動へ発展させる

ことについて肯定的な意見を示しており、今後、

より多くの生徒が主体的に物理の探究に取り組
む可能性が示唆された。教科連携については、生

物学や化学などの他の理科科目との関連を意識

し、科学全般にわたる理解の促進を目指した。物
理現象の理解を深めるため、化学との連携では物

質の性質やエネルギーの移動に関する内容を扱

い、生物学との連携ではバイオメカニクスの観点
から運動の力学的解析を行うことで、学問横断的
な理解を促進した。 

[ e.既存の教科・科目との関連] 

 物理探究は、物理学の基本原理を深く理解する
ことを通じて、生物学や化学などの他の科学分野
への理解を深める基盤を提供する。生徒は授業で
学んだ知識を横断的に活用し、科学の総合的な視

点を養うことができる。これにより、自然現象を

多角的に理解し、問題解決に向けたアプローチを

学ぶことができる。また、通常の授業における生
徒実験と発展課題の関連性を強化するため、さま

ざまな工夫を施した。例えば、比熱の測定では、
通常の g 単位の資料に加え、モル単位の資料を並
行して実験させることで、発展課題へと自然につ

ながるように配慮した。単振動の実験においても、
通常は周期の公式の確認のみで終わるが、ばね定

数に注目させ、別の測定と比較させることで、合
成バネや２体、３体の系に関する発展課題へと発

展させるようにした。さらに、弦の固有振動と音

楽、気柱共鳴、偏光、レンズなどのテーマについ
ても、通常の授業実験から発展課題へとスムーズ

に移行できるように設計した。これにより、物理
学の概念をより深く理解するとともに、他の科学
分野との関連性を意識しながら学習を進めるこ

とが可能となった。 

[ f.教師の指導力向上] 
 物理探究を通じて、教師は実験指導や問題解決

に関するアプローチ、生徒の協働学習を促進する
方法など、多岐にわたる教育技術についての知識

とスキルを向上させている。また、科目間の連携

を促進することで、授業の多様性と豊かさを拡大

し、生徒により良い学習体験を提供するための工

夫を重ねている。さらに、発展課題の研究と普及

を目的として、本校の 2024 年度教育研究に成果

を執筆し、蓄積された発展課題を広く共有できる
体制を整えた。昨年度までに開発された 36 個の
発展課題は、PDF 形式に加え、各校の事情に応じ

て改変可能な Word 形式でも本校の SSH 開発成

果のページに掲載し、自由にダウンロードできる

ようにした。これにより、他校でも同様の取り組

みを導入しやすくなり、教育の発展に貢献できる。

また、各発展課題には開発経緯や背景情報を掲載

し、課題の設計プロセスや指導方法に関するノウ
ハウを共有することで、教育現場における応用と

発展を促進している。SSH 全国大会の他校の発表

からも新しい視点を取り入れ、例えば液体の振動

に関するテーマなど、新たな研究テーマとして発
展させる取り組みも行っている。

[ g.その他] 

 物理探究では、バイオメカニクスに関連する実

験課題を開発し、生物学との融合による新たな探
究の機会を提供している。また、発展課題は公開

を前提とし、安全性を最優先に設計し、実験の手

順やリスク管理を徹底することで、広く活用でき
る教材として整備している。 

※発展課題の実施例

化学で学んだ統計平均としての気体の状態方程

式を、物理の観点から衝突の延長線上として気体

分子の平均ではなく全体としての運動として考

察する発展課題。
１．気体分子どうしは衝突するとエネルギー差が
縮まって単一のエネルギーになるのか逆に広が
って完全にランダムになるのか。（下）

２．気体分子のエネルギー分布

表 生徒のアンケート結果 

発展課題の経験が今後どのように活きてきそうですか。 

テストなど問題を解く時よりイメージしやすくなる

発展課題をすることによって問題を解くときに想像できるようになる 

自分で研究したので印象に残っていて問題が解きやすい 

考えるだけではなく、実際に実験をすることで、更にインプットされる。また、テ

スト中などに分からなくなった時に助けになる可能性がある。

日常を物理のように考えられる。数学にも役に立てそう 

何かを机上で考えた時、それを実際にやってみる時再現がしやすそう 

問題集などに載っておらず、答えが見ることの出来ない問いを学んだ知識を

活かして解くことによって、思考力や応用力を培う点で活きてくると考える。 

難しい問題を実際に実験を行って自身だけで考察するという経験は今後様々

な分野で難しい課題をするときに活きてきそうだと思いました。 

大学などでやる検証実験のいい例になりそう 

日常では普通考えないような細かな点まで物理の原理原則が絡んでいること

に改めて印象を受けた。 

音の課題は、自分はピアノを習っていたりして音になれてるのですこしズレて

るとか楽しかったです 

物理学会の発展課題が楽しかったです。毎年あると絶対いいと思いました。 
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❷－③－[a]-3 SS生物探究
【概要】 
 新学習指導要領において、高校 2-3 年生が学習する『生物』（4 単位）の冒頭に「生物の進化」を置く

ことが推奨され、すべての教科書が「進化」から始まる構造となった。加えて、その内容において、「生
物の進化についての観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。」と明

記され、観察・実験を通して、理科の見方・考え方を働かせる授業展開が推奨された。したがって、教

科書の冒頭部にあたる「進化」において、何らかの観察・実験を通して「進化」を捉える授業実践が求
められていた訳だが、進化を観察・実験を通して学ぶ教材は極めて少なく、その点が課題として挙げら

れる。 一方で、本校の開発目標である「(イ)教育環境を整えて達成経験を積ませることで自己効力感

を高め主体性を涵養できるようにする」を達成するために、生徒のスキル習得とそれに向けた教材開発

が必要である。これらの観点から、今年度は「生物の進化」を学ぶことのできる教材開発を行い、生徒
が「生物の進化」を分析するスキルの習得を目指した。次年度では、スキル習得に伴い手段保有感が生

じ、自己効力感が芽生えたかを検証していく予定である。さらに、2024 年度には、進化に関する教材開

発に加えて、代謝実験を取り入れた実験プリントの工夫を行い、実験デザインを強化した。観察・実験
を通じた学習の機会を増やすことで、生徒が生物学の探究的な視点をより深く理解し、実験を通じた科

学的思考力を養うことを目的としている。これにより、生徒は進化の概念を理論だけでなく実証的に学

ぶことが可能となり、より深い理解と応用力を培うことができると考えられる。次年度は、スキル習得

による手段保有感の向上と、それに伴う自己効力感の芽生えを検証する予定であり、より体系的な評価

方法の確立を目指す。 

[a.仮説］ 

生物の進化を分析するスキルを習得すること
により、手段保有感が生じ、達成経験に繋げるこ
とができる。本教材を用いた学習により、生徒は

「生物の進化」の概念を観察・実験を通じて深く

理解し、分析するスキルを向上させることができ

ると考える。また、実験プリントの工夫や代謝実
験の追加により、探究的な学習態度が促進され、

科学的思考力が養われると予想される。さらに、
スキル習得を通じて手段保有感が向上し、自己効
力感が芽生えることで、主体的に学ぶ姿勢が強化

されることを仮説とする。次年度の調査でこれを
検証する。

[ b.内容・方法・検証] 

基礎・基本、継続した学習姿勢の定着のために、
定期テスト前だけではなく、日頃から継続した学

習姿勢を定着する必要があると考え、2～3 週間ご

とに小テストを実施した。これらの内容を定期テ
ストにも出題した。思考力・判断力を養うために、

実験課題について見直し、「実験デザイン」をグル

ープごとに実施し、一人ひとりの意見をまとめて、
一つの結果を導かせた。レポートだけでなく、実

験後に「実験テスト」を実施した。未知・複雑な
状況への主体性を育成し、日頃の授業で学んだ知
識と思考力を試す場として、定期テストにおいて、

思考力・判断力を問う問題の配点をあげて出題し

た。

2024 年度には、これらの取り組みをさらに発

展させ、生徒の「生物の進化」理解と分析スキル

向上を図るために、2～3 週間ごとに小テストを実

施し、定期テストでも出題した。思考力・判断力

を養うために、実験課題を見直し、レポート内で
実験デザインを考察させた。さらに、実験後には
「実験テスト」を導入し、未知の状況への対応力

を養成した。定期テストでは思考力を問う問題の
配点を増加し、評価にはルーブリック評価やアン

ケートを活用し、授業改善への応用を図っている。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

「生物の進化」の中でも「遺伝子の変化と進化
の仕組み」と「生物の系統と進化」の内容理解を
促すために、PC 上のソフトを利用することで、

それらを実感できる教材開発を目指した。教材の

内容は、7 種の生物（カモノハシ・ミンククジラ・

マッコウクジラ・カバ・イエネコ・オオカンガル
ー・フクロネコ）におけるヘモグロビン α鎖遺伝

子（HBA）の遺伝子配列を比較し、分子系統樹の
作成を行うことで、遺伝子変異に伴って進化と系
統分類が生じることを理解する内容となってい

る。方法としては、生徒の保有するノート PC に
MEGA をインストールしてもらった上で授業を

開始し、①NCBI を用いてヘモグロビン α鎖遺伝
子（HBA）の遺伝子配列情報の取得方法を、②

MEGA を用いて遺伝子配列の並べ方（図 1）を、

③MEGA を用いて分子系統樹の作成方法(図 2)を

説明することで、①遺伝子配列の取得方法、②配

列の比較方法、③分子系統樹の作成方法といった
３つのスキルの習得を目指した。また、ノート PC

の OS が Chrome の生徒に関しては、本校のノー
ト PC に MEGA をインストールしたものを貸し

出した。

2024 年度には、インストール不要の PC ソフト
を活用した教材を開発し、より多くの生徒が簡単

に学習できる環境を整えた。生徒は異なる生物の

形態の写真を確認し、それぞれの生物ごとの塩基

配列の違いについて考察した。ブラウザ上で遺伝
子配列の取得・比較を行い、分子系統樹を作成す

ることで、遺伝子変異と進化の関係を視覚的に学
習できるようにした。この変更により、学習の利

便性が向上し、より直感的な進化理解が可能とな

った。 

進化を通じて、各単元に遺伝子との関連性を認

識させることを重視し、従来の学習法と比較して

生徒の分析スキルを向上させることができた。ま

た、検証方法については次年度に向けてさらなる
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検討を行う予定であり、スキル習得の達成度や満

足度、新規の検討を行う行動変容などを評価する

方向性を検討している。 

[d.評価手法・教科連携] 

2023 年度は教材開発、授業実践をメインに行

った。そのため、評価手法に関しては次年度の課

題と考えている。ただし、授業実践を行った雑感
として、スキル習得の達成度・満足度、スキルを

基に新規の検討を行う行動変容などを評価して

いくべきだと考えている。 

2024 年度には、本教材を通じて生徒が進化の

概念を深く理解し、分析スキルを向上させること

を目的としている。評価手法としては、実験デザ
インの適切さやスキル習得度を測定し、主体的に

調べる姿勢の促進を重視した。また、代謝実験の

追加や探究的学習を通じて科学的思考力を向上
させ、新たな疑問を探る行動変容が見られるかを
評価する。

次年度には、これらの評価手法をさらに精査し、

仮説の検証を行いながら、より発展的な評価方法
の確立を目指す予定である。 

[e.既存の教科・科目との関連] 

本教材は生物全体に関する理解を深めるもの

で、既存の生物学の授業と密接に関連しています。

各単元の関係を実験と観察を通じて学ぶことで、
科学的思考力が向上し、理科全般の探究心を育む
ことができます。特に、実験デザインやデータ分

析のスキルを通じて、数学や化学など他の科目に

も応用可能な学習成果を得ることができます。ま
た、暗記ではなく実験を通して科学的スキルを向

上させることで、生徒が主体的に学習する姿勢を

身に付けることができます。 

f.教師の指導力向上(200 文字程度): 研修・視察、

成果の共有、ノウハウ継承
[ g.課題] 

授業実践では、生徒の WindowsOS と MacOS

に MEGA をインストールして行った。
ChromeOS の場合は、MEGA をインストールで

きないため、WindowsOS を貸し出した。実践を
通してわかったことは、WindowsOS と MacOS

では仕様が異なる場合（MacOS だとスクロール

しないとボタンが見つからないなど）が多く、生

徒が混乱することが多くあった。このことから、
学校全体で OS を統一することが重要だと考えら

れ、組織的に検討していく必要がある。 

2024 年度には、本教材が生物全体に関する理

解を深め、既存の生物学の授業と密接に関連して

いることが確認された。教師の指導力向上研修や

視察を通じて、実験と観察による指導法が効果的

であることが明らかになった。成果を共有するこ

とで、他の教師にも実験デザインやデータ分析の

スキルを活用した指導法が広まり、理科全般の探

究心を育むための指導力向上が促進されると考
えられる。また、生徒主体の学習姿勢を育成する

指導法が、教師の指導力向上にも繋がることが期

待される。さらに、各単元での実験デザインやデ
ータ分析に関する教材を共有することの重要性

が指摘されている。今後、学会などの研修で授業

公開を行い、広く情報を共有していくことが求め

られる。 

[g.その他] 

各生徒の理解度には個人差があるため、サポー

トが必要な生徒には個別の支援を行うことが重

要である。また、実験には時間や設備の制約があ
るため、実験を効果的に行うための事前準備と時

間配分に留意する必要がある。さらに、教材を通

じて生徒主体の学習姿勢を育成する際には、生徒
が積極的に参加しやすい環境を整えることが求

められる。

加えて、実験を通じた協働学習の機会を増やし、
生徒同士が互いに学び合う場を設けることが有

効である。特に、異なる理解度の生徒同士がペア

やグループを組むことで、知識の定着を促すこと
ができる。また、ICTツールを活用して、生徒が
自身の学びを振り返る仕組みを導入し、理解度の

可視化を進めることが重要である。 

今後は、教材の改訂を行い、より多くの生徒が
実験を通じて主体的に学べるよう、指導方法の工

夫を継続する予定である。 
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❷－③－[a]-3 SS化学探究
【概要】 
 高校 2 年次の SS 化学探究では、従来の高校 2・3 年での分割履修から変更し、4 単位を設定したこと

で高校2年次の授業時間数が増加した。この変更により、実験課題を中心とした授業展開に重点を置き、
生徒の協働的学習と探究力を深める取り組みを進めた。化学は、化学基礎の知識を前提に、理論化学、

有機化学、無機化学の 3 分野を軸に学び、複雑な化学反応のメカニズムや専門的な内容の理解と応用力

を養うことを目指した。また、花王株式会社の研究者を招いた出張授業を実施し、化学の職業的側面に
ついての理解を深める機会を提供した。こうした取り組みにより、生徒が主体的に学び、探究的な視点

をもって化学に向き合う環境を構築している。 

[a.仮説］ 

実験課題を豊富に取り入れた協働的な学習を

通じて、生徒は探究力を養い、化学への理解を深
めるとともに興味を持つようになると考えられ
る。実験の過程で生じる疑問や課題に対して主体

的に考え、試行錯誤を繰り返すことで、学びの質

が向上し、より実践的な知識の習得につながる。

また、この取り組みにより、生徒が自ら課題を設

定し、解決策を模索する力を身につけることで、

主体的な学びの姿勢が育成されることが期待さ

れる。 

[ b.内容・方法・検証] 

 昨年度と比較し、実施した実験課題の数を約 2

倍に増やし、より探究的な学びを促進した。実験

デザインの自主性を重視し、生徒が主体的に仮説
を立て、実験方法を考案する機会を増やした。ま

た、授業外での自発的な実験活動を奨励し、ICT

教材を活用した事前学習や実験データの解析を

行うことで、理解の深化を図った。実施した実験

課題は以下の通りである。 

① イオン化傾向の比較実験

② ファラデー定数の測定
③ 気体の分子量測定（未知気体 X の特定）

④ 凝固点降下の測定

⑤ ヘスの法則の検証

⑥ 反応速度（ヨウ素時計反応）
⑦ 緩衝液の性質と滴定曲線の分析

さらに、実験テストを導入し、各実験課題の理

解度を評価した。生徒は実験の原理や誤差要因を

考察し、結果を論理的に説明する力を身につける

ことが求められた。花王株式会社の研究者による

出張授業では、化学の社会的応用や産業との関わ

りを学ぶ機会を提供し、生徒の化学工学や材料科

学への関心を高めることができた。アンケート結
果からも、探究的な学びを通じて生徒の学習意欲
が向上したことが確認された。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

高校 2 年理系クラス 3 クラスを対象に、探究心

を刺激する教育プログラムを実施した。授業では、
化学の理論的理解に加え、実験を通じた実践的な
学習を重視し、学びを深める工夫を取り入れた。

生徒が主体的に学習へ取り組めるよう、実験課題

の設計や実験デザインの自主性を重視し、仮説検

証のプロセスを意識した授業運営を行った。また、

授業内の実験だけでなく、授業外での自主的な実

験活動も促進し、探究的な姿勢を養うことを目指

した。さらに、化学の知識が社会でどのように活

用されているかを学ぶ機会として、外部の研究者
を招いた講演や出張授業を実施し、理系進学を考
える生徒にとって、将来のキャリア構築に向けた

基盤を提供した。 

[ d.評価手法・教科連携] 

花王株式会社の出張授業を含む探究活動後に
実施したアンケートから、生徒たちが化学の知識

だけでなく、化学が持つ社会的・職業的意義にも

興味を持ち始めていることが明らかになった。こ
れは、教育内容の適切性と効果を評価するうえで

重要な指標となる。各課題実験においては、評価

ルーブリックを毎回生徒に提示し、評価基準の明

確化、自己評価の促進、目標設定の明確化、公平
性と透明性の確保を図った。ルーブリックは、生

徒が主体的に学習へ取り組むことを促す重要な
ツールとして活用し、評価手法の一環として定着

させた。具体的な評価項目として、「結果の処理」

「考察・結論」「実験デザイン」 の 3 つの観点を
設定し、それぞれに「グラフ作成の正確性」や「変

数設定の適切さ」などの具体的な評価基準を設け
た。これにより、生徒の実験計画やデータ分析能

力を多角的に評価し、主体的・協働的な学習態度

の育成に貢献した。

[ e.既存の教科・科目との関連] 
実験課題の充実は、生徒の化学への興味と理解

の深化に直結している。授業内の実験に加え、放
課後の自主的な追加実験を行う生徒も増え、主体

性の向上が顕著に見られた。こうした積極的な取
り組みは、物理や生物、数学といった他の理科科
目との関連性の理解を促進し、総合的な科学リテ

ラシーの向上にも寄与している。また、SSH の発

表会を通じて、学内外へ学びの成果を発信する機
会を得ることで、プレゼンテーション能力や科学

コミュニケーション力の育成にもつながってい

る。化学実験を軸とした探究活動は、他教科との
連携を強化し、より深い学びを生徒に提供する役

割を果たしている。

[ f.教師の指導力向上] 
出張授業や実験課題の実施を通じて、教師は化学

教育における新たなアプローチや評価方法につ
いての知見を深めた。特に、実験のデザインやデ
ータ分析を重視した授業展開により、生徒の学習
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効果を最大限に引き出す指導方法の改善につな

がった。また、ルーブリック評価の活用や協働的

な学習環境の整備を進めることで、生徒の主体性
を促す教育の在り方についても再考する機会と

なった。さらに、教師間での知見の共有を積極的

に行い、指導法の改善を図ることで、より効果的

な学習環境の構築につなげている。このような取
り組みを継続することで、化学教育の質の向上を

目指している。 

[ g.その他] 

生徒からのフィードバックやアンケート結果
を通じて、化学教育が進学後のキャリアにどのよ

うに結びつくかを考える重要な示唆が得られた。

特に、実験課題の充実によって、生徒が科学と社
会の接点に対する関心を深め、将来の科学者や技

術者としてのキャリアを意識するきっかけとな

った。また、実験後の解説時には ICT を活用し、

生徒の考察内容がルーブリックに即したものに

なるよう指導を行った。これにより、より精度の

高いデータ分析や論理的な考察を促し、学習の質
を向上させることができた。今後も、科学的思考
力と探究的学びを強化するため、実験を軸とした
指導の工夫を重ねていく。 

図１ 花王の授業の様子（生徒質疑） 

図 2 花王の授業の様子（全体） 

プラネタリウムのプロジェクターを活用して講

義を実施した。 

表 アンケートの分析 

テーマ 言及回数 

化学 33 

研究 10 

実験 5 

開発 3 

テクノロジー 3 

環境 2 

「化学」が 33 回の言及で最も多く、生徒たちの

間で化学に強い興味があることが示されている。

また、「研究」も 10 回言及され、科学的な研究活

動への関心が高いことがわかる。さらに、「実験」、

「開発」、「技術」もいくつかの言及があり、実験

方法や新しい開発、技術に対する好奇心が見られ

る。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

資料：⑥ 反応速度（ヨウ素時計反応）実験課題
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❷－③－[a]-4 SS物理演習
【概要】 
 物理演習では、高校 3 年生が大学レベルの学びを意識し、物理学の深い理解と探究心を養うことを目

的とする。生徒は自ら問題を解決し、探究的な課題に取り組むことで、理論と実践の両面から知識と技
術を深める。本授業では、発展課題の作成、実験の実施、小テストによる基礎知識の強化、共通テスト

形式の問題を活用した思考力の育成を行い、バイオメカニクスへの導入も視野に入れている。SSH 事業

の成果として、生徒主体の探究活動が広がり、物理よりも応用物理が目立つようになった。しかし、基
礎科学の発展には、単なる実用的な課題にとどまらず、未知の現象を探究する姿勢が求められる。応用

科学の土壌形成においては SSH 事業の成果が好ましいが、基礎科学の分野では、通常授業に探究の資

材や技術を転嫁し、考えるに値する題材を提供することで、生徒がより高度な研究へと志向できる授業

を開発する必要がある。 

[a.仮説］ 

 物理演習において発展的な課題や実験を導入
することで、生徒の物理学への理解を深め、科学

的探究心を高める。また、これらの取り組みが理

系分野への進路選択に肯定的な影響を与えると

考えられる。一方で、教科書の生徒実験は結果が

予測でき、考える価値が低いと捉えられがちであ

る。そこで、長年の探究指導の経験をもとに、一

見して結果が予測できない単元ごとの発展課題
を開発し、生徒自身が関心のある課題を選び、放
課後に主体的に取り組む仕組みを導入する。年間

20 種類程度の課題を提示し、各課題を 10 点満点

とすることで、最大 30 点満点を目指せる評価シ
ステムを構築する。この仕組みにより、物理を使

って考える姿勢を育成し、主体的な学習態度の評

価と一体化した指導を実現できると考える。

[ b.内容・方法・検証] 

 授業では、生徒が自ら問題を設定し、仮説を立
て、実験を通じて検証するプロセスを重視する。

発展的な課題の作成、実験装置の扱い方の指導、
毎週の小テストを実施し、基本的な物理知識と計

算スキルの向上を図る。さらに、共通テスト形式

の思考力を要求する問題を試験に取り入れ、生徒

の理解と応用能力を評価する。4 月から 12 月ま
で、昨年度開発した理論的発展課題 5 個、改良し

た実験的発展課題 6 個、新たに開発した実験的発

展課題 7 個を、学校で使用している Google クラ

スルームで授業に合わせて配信した（次頁表参

照）。ドキュメントで書き込み返信する方式を採

用したが、Word との整合性を考慮し、多くの課

題を PDF 形式で配信し、実験室に実験用紙を用

意する形にした。また、昨年度から理論的課題に
AI の使用が疑われるケースが見られたため、今年
度は課題の大半を実験に置き換え、AI の影響を抑

える工夫を行った。

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

高校 3 年生を対象に実施する。授業は生徒が積極
的に参加し、問題解決に取り組むインタラクティ
ブな形式で行われる。教師は、生徒の自立学習を

支援し、必要に応じて個別指導を行う。高校 3 年

SS 物理演習履修生徒（少人数クラス 18 人、普通

クラス 13 人）を対象に、週 4 回の授業を実施し

た。発展課題はオンラインで関連単元ごとに配信

し、授業内の生徒実験と連携させた。生徒の自己
申告に応じて放課後に実験および指導を行い、実
験装置は実験室の後部に準備し、次の単元の配信

と同時に片付ける運用とした。この形式により、

生徒が主体的に課題に取り組みやすい環境を整

えた。 

[ d.評価手法・教科連携] 

物理演習の評価は、課題提出、実験レポート、小

テスト、発展課題、授業内での積極的な参加度に
基づいて行われる。他の科目、特に化学や生物と

の連携を図り、科学全般の理解を深めることも評

価の一環とする。当初、レポート 1 つを 10 点満

点で評価し、内容ごとに詳細な基準を設ける方針
で進めたが、課題の種類が多様化し、一律の評価

基準が難しくなった。そのため、高校 2 年生は 6

点満点に変更し、課題の進度がそのまま評価に反

映される方式を採用。高校 3 年生も年度途中で同

様の進度評価方式へ移行した。これにより、年間
を通した評価体系の確立には至らず、アンケート

調査は実施しなかった。今後は、課題の進行状況
を踏まえた評価基準の統一が課題となる。

[ e.既存の教科・科目との関連] 

物理演習では、生徒がこれまでに学んだ物理の知

識を基に、より高度な内容に挑戦できる機会を提
供する。特にバイオメカニクスなどの応用分野に

触れることで、物理学の幅広い応用を実感できる
よう工夫している。また、大学の物理で扱われる

2 体・3 体の連鎖振動についても、高校の範囲内
で取り組める形に整理した。通常、大学では行列
を用いた運動方程式の固有値分解を用いて扱う

が、これは直感的に理解しにくい側面がある。一

方で、実験的には直交分解が可能なシステムにお
いて、各固有値方向に射影した運動を独立した固

有振動として観察できるため、探究的なアプロー

チが可能である。3 元系であれば高校の課題とし
て適用でき、線形代数に進む前に物理的直感を養

う手段として有用と考えられる。

[ f.教師の指導力向上] 
物理演習の実施を通じて、教師は生徒主導の学習

を促進するための新たな教育方法や指導技術を
習得する。発展的な課題や実験を取り入れること
で、教師自身も物理学の最新の知識や教育技術に
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触れ、指導力の向上を図る。また、発展課題の指

導ノウハウを体系化し、本校の 2024 年度教育研

究に執筆した。さらに、これまでに開発された 36

種類の発展課題については、PDF だけでなく

Word形式でも本校のSSH 開発成果としてHP上

に公開し、他校がカスタマイズ可能な形で提供し

ている。各課題には開発経緯を記載し、教育現場
での活用が促進されるよう情報共有を進めてい

る。また、SSH 全国大会における他校の発表から、

新たな視点として液体の振動などを取り入れ、発
展課題のさらなる改善を図っている。 

 [ g.その他]  

高校の物理実験の題材は長年大学教育の研究対

象となってきたものが多いが、最新の技術を取り
入れることで新たにクローズアップされるもの

もある。例えば、近年の大学入試で続いた音に関

する出題ミスは、高校特有の実験題材に関する基

礎研究の不足が原因と考えられる。気柱共鳴に関

しては、電磁波の放射や共鳴現象と類似するが、

縦波特有の性質を持ち、理論的研究は少ない。
我々は p-u プローブという変位と圧力を独立に測
定できる LSI 技術を用いたセンサを導入し、気柱
共鳴の物理を再検証した。その結果、教科書の記

述が厳密には誤りではないものの、誤解を招く可

能性があることが判明した。このように、最新技

術を活用して高校の基本実験を見直すことの重
要性を再認識し、今後も実験環境の改善と教育内

容の精査を進めていく必要があると考える。 

表 発展課題一覧 

SS物理演習の発展課題 

1 はく検電器の触れ方によるはくの開く様子の違い 

2 平面に分布した電荷が作る一様電場（理論） 

3 平行板を積み重ねると電気容量はどうなるか 

4 分流器を作る 

5 倍率器を作る 

6 ブリッジを流れる電流の式と測定の解釈（理論） 

7 帯電した回転するリングの磁場（理論） 

8 
ファラデイの電磁誘導の法則をコイルを動かす場合と磁石を動

かす場合で比較する（理論）

9 マックスウェルの誘導磁場の法則（理論）

10 単振動の量子化を試みる（理論） 

11 合成ばね定数の測定 

12 ３つのばねでつながれた２物体の振動 

13 4つのばねでつながれた 3物体の振動 

14 4つのばねでつながれた 3物体の振動（センサ使用） 

15 気柱共鳴と音源の関係 

16 LCR 直列回路の電流・電圧位相差の周波数特性の測定 

17 ランダムな分配が繰り返される場合の分布の自然法則の実験

18 偏心した棒を糸でつってつるせられる点 

発展課題の実施例 

光の偏光のcos2θの生徒実験後に３つの発展課

題として実施した。2022 年ノーベル賞のベル不
等式やシュレーディンガーの猫への手がかりを

得るための課題。もつれた２状態を始状態と終状

態に置き換えたもの。詳細は本校 SSH の HP。 

１．偏光は x、y 成分のように直交分解できるか。 

２．不等式 B は成立するか破れているか（下図） 

３．不等式 B が破れた原因を調べる（下図） 
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❷－③－[a]-4 SS生物演習
【概要】 
 新学習指導要領の高校「生物」において、「生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，

見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必要な
資質・能力を次のとおり育成することを目指す」と明記され、生物現象を観察・実験を通して科学的に

探究する資質・能力の育成が推奨された。一方で、本校の開発目標である「(イ)教育環境を整えて達成

経験を積ませることで自己効力感を高め主体性を涵養できるようにする」を達成するために、生徒のス
キル習得とそれに向けた教材開発が求められている。

生物学の見方・考え方として、分子レベル（ミクロ）から個体レベル（マクロ）までを見通す視点が

重要である。例えば、遺伝子の一塩基変異によって形態に大きな影響をもたらすことが知られている。

この場合、形態をいくら比較しても原因はわからないため、形態の設計図であるＤＮＡ（分子）を比較
する必要がある。このような生物学として大切な見方・考え方を捉える題材として、玉川大学農学部の

肥塚信也教授より提供していただいたエンドウの矮小株に着目した。この株はジベレリン生合成遺伝子

の一塩基に変異があり、野生株と比較してジベレリンが生合成されないため矮小化する。そこで、野生
株と矮小株を用いて、矮小化の原因である一塩基変異をバイオテクノロジーを用いて特定し、矮小株の

形質がジベレリン噴霧により野生株に近づくかを検討する教材開発と授業実践を行った。 

加えて、本授業実践では、生徒が「生物の一塩基変異（ミクロ）と形質の変化（マクロ）」を分析する

スキルの習得を目指した。また、授業実践後に授業アンケートを行い、スキルの習得における達成感を

リッカート尺度（１～４段階）で評価した。

2024 年度は、この研究開発をさらに発展させ、生徒が既存の知識と新たに学習した知識を関連づけ、
自らの変化を意識
することでメタ認知能力や自己効力感を育成することを目的とした。主体性を持つ生徒は未知の課題

にも積極的に取り組み、知識を活用して解決する力を持つが、多くの生徒は自己効力感を十分に持てず

にいる。この課題を解消するため、生物の授業において「チェックリスト」「記述問題」「高大連携と授

業」の 3 本柱を活用し、主体性の向上と学習成果の深化を図った。 

[a.仮説］ 

「生物の一塩基変異（ミクロ）と形質の変化（マ
クロ）」を分析するスキルを習得することにより、
手段保有感が生じ、達成経験に繋げることができ

る。2024 年度では、探究心や自己効力感を育み、
生物学を学ぶ価値を高める授業を展開すること

で、生徒自身が主体的に学習へ取り組めると考え
る。多くの生徒は自己効力感を持たないまま学習

に臨むことが多いため、授業内で「チェックリス

ト」「記述問題」「高大連携と授業」の 3 本柱を用

いた改善を行う。具体的には、「現状認識の確認」

「記述問題」「単元ごとに関連した講演会」を取り
入れ、未知の課題に対して積極的に取り組み、得

た知識を活用して思考・解決できる力を養うこと
を目指す。

[ b.内容・方法・検証] 

本授業実践は全８コマに渡り、以下の表に示す内
容で授業を展開した。 

また、授業を通して以下の①～⑦のスキルの習得

を目指し、加えて、スキル習得の達成感をリッカ

ート尺度（１～４段階）で評価した。 

①「NCBI」を用いて遺伝子配列情報を取得する。 

②「ベクタービルダーのシーケンスアライメント」

を用いて、遺伝子配列を並べる。 

③「primer3」を用いて、プライマーの設計方法を
習得する。 

④組織から DNA を抽出する方法を習得する。

⑤遺伝子の特定領域を増幅する方法（PCR 法）を
習得する。

⑥制限酵素処理を行う方法を習得する。

⑦アガロースゲル電気泳動法を習得する。

表 授業展開 

内容 

1 コマ目 

☐ エンドウの種子の吸水

☐ GA3ox1 遺伝子配列の取得（NCBI）

☐ アライメントによる変異カ所の探索（ベクター

ビルダーのシーケンスアライメント）

2 コマ目 
☐ プライマー設計（primer3）

☐ エンドウの種子の播種

3 コマ目 

☐ 0.63%GA3 溶液の希釈倍率の計算

☐ 10µMGA3 水溶液の作製

☐ エンドウへの 10µMGA3 水溶液の噴霧（以後、

毎日噴霧）

4 コマ目 
☐ エンドウ種子からの DNA 抽出

☐ 課題：DNA 抽出方法の原理

5 コマ目 

☐ PCR 法による GA3ox1 遺伝子の特定領域の増

幅

☐ 課題：PCR 法の原理

6 コマ目 
☐ 制限酵素処理による矮小株遺伝子の切断

☐ 課題：制限酵素の原理

7 コマ目 

☐ アガロースゲル電気泳動による野生株と矮小

株

☐ 課題：アガロースゲル電気泳動の原理

☐ 課題：野生株と矮小株の交雑により得られる

F1 株の泳動像の予想

8 コマ目 
☐ エンドウの第 3 節間と第 5 節間の長さの測定

☐ 標準誤差を含んだグラフの作成
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2024 年度では、仮説を検証するため、以下の 3

つの授業改善を実施した。 

①「チェックリスト」を活用し、生徒が自身の理
解度を確認しながら学習の変化を意識できるよ

うにした。 

②「記述問題」を導入し、既存知識と新たに学ん

だ知識を関連付けながら思考し、解決する力を育
成した。 

③「高大連携と授業」では、単元ごとに大学の最

先端研究と関連づけた講義を行い、授業の先にあ
る学問の広がりを具体的にイメージできる機会

を提供した。 

これらの取組により、生徒の主体的な学習態度や

自己効力感の向上を検証する。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

〇対象：高校３年生 理系・生物選択者（約15名） 

〇形態・運用：50 分授業 8 コマ分 

2024 年度では、対象を高校 3 年生の理系・生
物選択者 29 名とし、一年間を通じて主体的な学

習を促す授業を設計した。授業形態としては、定

期的に「チェックリスト」と「記述問題」を配布

し、生徒の学習の変化を可視化する仕組みを取り

入れた。さらに、玉川大学の教員による講演会を
実施し、各単元と大学の最先端研究を関連付ける
ことで、生物学の学びの意義を深める機会を提供

した。これらの取組を通じて、生徒の探究心と自

己効力感の向上を図る指導体制を構築した。
[d.評価手法・教科連携]

上記の授業実践の後、授業アンケートを行った。

授業参加者 15 名のうち、12 名がアンケートに回
答した。授業アンケートの質問内容とアンケート

結果を表２に示した。表２の結果から、以下の 2

点において、本授業実践が優れていることがわか
る。
(1)上記②の「ベクタービルダーのシーケンスアラ

イメントを用いるスキル」以外は、70%以上（8 人
以上）の生徒がスキルを習得できたと肯定的な評

価をした。

(2)授業全体の満足度においてすべての生徒が肯

定的な意見をした。

 以上のことから、「生物の一塩基変異（ミクロ）

と形質の変化（マクロ）」を分析するスキル習得を
伴う本授業実践において、生徒は高い満足度を得

られることがわかった。したがって、スキル習得
を生じる授業展開を意識することで、生徒の満足

度は向上し、自己効力感の上昇につながると予想

される。 

2024 年度では、評価方法として、講演会ごとにア

ンケートを実施し、生徒の理解度や興味関心の変
化を把握した。また、定期的に記述問題を取り入

れ、学習内容の定着度や論理的思考力を可視化し、

生徒の成長を確認した。さらに、生物の各単元と

大学の最先端研究を関連付けることで、探究学習
へと発展させる仕組みを構築した。

他教科との関連性を確認し、科学的思考力や表現

力の向上を図ることで、主体的な学びを促進し、
生徒が探究的に学習を深める環境を整えた。

[e.既存の教科・科目との関連] 

生物の各単元と大学の最先端研究を関連付ける

ことで、従来の知識習得型の学習から探究的な学

習へと発展させた。特に、記述問題を活用し、生
物の知識を活かして論理的に説明する力を養う

点で、国語や英語の記述・表現力と関連が深い。
また、データを分析し考察する過程では数学的思
考が求められ、理系科目との連携が不可欠である。

このように、既存の教科と結びつけることで、生

物学の価値を高め、総合的な学力向上を目指した。 
[f.教師の指導力向上] 

本授業の実践を通じて、教師の指導力向上にも取

り組んだ。大学教員との連携を通じて最新の研究
動向を学び、講演会や共同授業の実施により指導

方法の幅を広げた。また、記述問題やチェックリ
ストの活用を通じて、生徒の理解度を可視化し、

効果的なフィードバックを行う指導力を養った。

さらに、他教員との情報共有や研修への参加を通
じて、得たノウハウを継承・発展させ、今後の授

業改善に生かす仕組みを構築した。

[g.その他]

授業を進める中で、いくつかの配慮すべき点や問
題点が浮き彫りとなった。特に、記述問題やチェ

ックリストを活用する際、一部の生徒が自身の学
習進度を十分に把握できない場合があった。これ
に対して、個別にサポートを強化し、生徒が自分

の理解度を確認しやすくするための追加的な指

導方法を検討する必要があった。また、大学との

連携授業では、一部の生徒が学問との関連を感じ

づらいと感じたため、さらに具体的で分かりやす
い事例を提供することが求められた。 

【授業アンケート結果】 
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❷－③－[a]-4 SS化学演習
【概要】 
 本校の SS 化学演習は、先進的な科学技術を活用し、生徒が主体的に課題を設定し、協働的な学びを

通じて探究力を養うことを目的としている。無機物質・有機化学物・高分子化合物などの専門的な内容
を扱いながら、化学基礎を含む全分野の復習を行い、知識の定着と応用力の向上を図る。授業では、生

徒自身が実験をデザインし、問題を発見・解決するプロセスを重視し、実験や調査を通じて仮説を検証

する探究的な学習を促進する。さらに、大学や専門機関との連携を強化し、最新の研究や技術を取り入
れることで、より実践的な学びを提供している。今年度の高校 3 年生は新課程履修者であり、高校 1 年

次から実験課題を見直し、協働的学習と探究力を重視した授業を展開してきた。特に、生徒自身が実験

をデザインし、結果を導く課題を高校 3 年次にも継続して実施し、グループワークを通じて思考力や判

断力を養うことを目指した。これらの取り組みにより、生徒の自主性を高め、科学技術分野への貢献に
つながる人材の育成を図っている。 

[a.仮説］ 

SS化学演習では、生徒が自主的に問題を発見し、
解決策を模索する経験を積むことで、化学の原理

を応用し、新しい事象の解釈ができるようになる

と考えられる。また、協働的な学びを通じて、多

様な視点からのアプローチが可能となり、未知の

課題にも柔軟に対応できる力を育むことができ

る。特に、実験デザインを自ら考案し、試行錯誤
を重ねる過程を通じて、論理的思考力や問題解決
能力を向上させることが期待される。 

[ b.内容・方法・検証] 

 授業では、生徒に問題提起・課題設定をさせ、

実験や調査を通じて仮説を検証する手法を採用

した。具体的には、以下のような課題に取り組ん
だ。 

・無機物質の単元: 複数の金属イオンの水溶液を
混合し、相手チームと交換してイオンを同定する
実験を実施。

・芳香族化合物の単元: 4 種類の物質を分離する
方法を班ごとにデザインし、各自で実験手法を考

案・実施。
・課題実験授業: 進学先が決定した生徒を対象に、

12 月～1 月にかけて「1mol の気体が標準状態で

22.4L になることを確かめる課題」「アボガドロ定

数を求める課題」「氷の密度を求める課題」「温度

計を自作する課題」などを設定し、自ら実験手法
を考案し実施。

 これらの取り組みを通じて、従来の受動的な実
験とは異なり、生徒が自発的に課題に取り組む姿

勢を醸成し、科学的探究力を高めることを目指し

た。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

1. 対象：高校 3 年生を対象とする。

2. 形態・運用：一年間の流れを考慮し、授業の形

態を設計する。
2023 年度

4 月～10 月 化学単元 講義（無機化学～高分
子）、実験、グループワーク、プロジェクトなどの

多様なアプローチを組み合わせて、学習を促進す

る。11 月  共通テスト演習
12 月～1 月 課題実験授業：3 課題の中から選ん

で実験手法をオリジナルに考える。

①「1mol の気体の体積」「アボガドロ定数」「氷の

密度を求める」②ICT 機器を用いた実験測定の実

践「pH 曲線を書こう」「温度曲線を書こう」 

3. インタラクティブな授業スタイルを採用し、生
徒の理解を深める。これらの要素をバランスよく

組み合わせ、高校生の化学学習をサポートする。 

 通常の板書スタイルだけでなく、web サイトを

用いたインタラクティブな授業、ICT 機器を用い

た実験授業も展開した（特に 12 月～1 月課題実

験授業内において） 

2024 年度 

 高校 3 年理系クラス２クラスを対象に実施。実
験デザインの課題としては、無機物質の単元では、

複数の金属イオンの水溶液から３種類を選んで

混合して相手チームと交換し、イオンを同定する

実験課題。芳香族化合物の単元では、４種類の物
質を分離する方法を班ごとにデザインして実施

する課題。さらに、進学先が決まった生徒たちに
は、12 月～１月の授業で、「1mol の気体が標準状
態で 22.4L になることを確かめる課題」「アボガ

ドロ定数を確かめる課題」「氷の密度を求める課
題」「お湯の冷め方について確かめる課題」「温度

計を自作する課題」を与え、各班ごとに方法を考
えて実験に取り組ませた。 

[ d.評価手法・教科連携] 

化学の探究は、理論と実験の組み合わせによって

進められる。評価手法としては、実験結果の解析

や理論的な予測の検証が重要である。今回は上記、
c.内の 3.の「課題実験授業」内において、生徒ア

ンケート集約等から生徒が主体的に評価したデ
ータを解析した。いくつかの項目の中でも生徒に

よる全体の振り返り記述、もしくは得られた事象

として以下、提示する。
〇最後の発表をわかりやすく説明した。実験を失

敗したがいいところまでいけたのでよかった。

〇資料集に記載されていた式をただ載せて、これ

を用いましたと伝えるのではなくどのように計
算したかの式の原理まで伝えたこと。

〇実験中の動画をできるだけ見やすいように撮
影したほか、自分のプレゼンにおいて事前準備を

簡潔に説明できたのが良かった点だと感じた。

〇実験過程を詳しく説明するように心掛けた。ど
の分野も化学基礎の内容であったが、色々な条件

を無視せず考える面白さを学んだ。

〇なんでこの実験が思いついたのか説明すべき

と思った。
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〇スライドには計算式をできる限り省き、聞いて

いる人がわかりやすく理解できるような発表に

できるよう心がけた。 

〇スライドではわかりやすいように図を使った

り大事なところの色を変えたりしました。いまま

で自分たちで課題に対する実験を 1 から考えたこ

とがなかったのでとても難しかったです。これか
ら大学ではこのように自分で実験の方法を考え

ることが増えるのでいい経験になりました。 

〇１つの実験ではなく複数の実験を行い理論値
に近づくか確かめた。また、なぜ理論値とずれた

のか考察を行った。今までの実験では言われた通

りの方法を行っていたが今回は自分達で実験方
法を考えるのが大変だった。大学でもうまく実験

していきたいと思った。 

評価は、実験レポートの内容、班ごとのプレゼ
ンテーション、定期テストでの出題を通じて実施
した。

 実験結果の解析や理論的予測の検証を行い、レ

ポートを通じて生徒の考察力を評価。 

課題実験授業の発表において、説明の論理性や実
験結果の妥当性を評価。 

定期テストでは、実験内容と関連した問題を出題

し、理解度を測定。 

また、理科・数学との教科連携を強化し、データ

解析や数値計算を活用することで、科学的思考力
の向上を図った。 

[e. 既存の教科・科目との関連] 

SS 化学演習では、従来の化学基礎・化学の学習内
容と連携しながら、より高度な実験や探究活動を

展開した。物理・生物といった他の理系科目との
相互関係を強調し、データ分析や統計の手法を活

用することで、学際的な学びを実現した。 

特に、数学との関連性を強化し、実験結果の数値

分析やグラフの作成を通じて、統計的な手法を実

践的に学習する機会を提供した。 

[ f.教師の指導力向上] 

教師の指導力向上のためには、最新の化学の研究

動向を追うことが重要である。学会や研修会への

参加、専門誌の閲覧などを通じて新たな知識を得
ることが求められる。学内においては、2 カ月に

1 回程度の中高教員合同の会議体（研修）、毎週実

施の高校教員のみにおける会議体（研修）を通し
て授業実践の報告、課題、実験時における安全面

の家訓等の作業を実施した。なお今年度 8 月には

SSH の研修「探究の方法」を主題に zoom 会議に
て「化学」指導教員と「文理融合」「教科横断」に

ついてディスカッションを行った。 

[ g.その他] 

①生徒の興味喚起と関心喚起：抽象的な概念を含
む科目であるため、生徒の興味を引きつけるため

に具体的な例や日常生活との関連性を強調する

ことが重要である。⇒各単元毎の初回時間には、
その単元内容に関して社会生活上の応用面を強

調することで生徒の興味関心を高めることとし

た。②実験と観察の重要性：実験と観察に基づい

て理解される科目である。授業で実験を積極的に

取り入れ、生徒が自ら観察し、仮説を立てる機会
を提供することが必要である。⇒仮説・実施・検
証を繰り返すことでデータの信頼性が増すこと

を実感させる。③探究型学習の導入：生徒主体の

探究型学習を促進し、知識だけでなく問題解決能
力や批判的思考を育むことが求められている。⇒

決まった手法でなく、自ら実験手法を設定・実施・

発表・相互評価等を経ることで、科学者としての
素養を体験させる。④化学の役割と社会への応

用：化学の学習を通じて、科学技術の役割や社会
への応用を理解させることが重要である。

実験課題 
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❷－③－[a]-5 データサイエンス ア
【概要】 
 数学の授業を通じて、それぞれの学齢に応じた統計に関する基本的な概念や原理・法則の理解を促
す。また、統計的に分析するための知識や技能を身につけ、日常生活や社会生活、学習の場面におい
て問題を発見し、必要なデータを集めて PC を利用して表やグラフに表し、統計量を求めることで、現
状を把握したり、2 つ以上の集団の分布傾向を比較したりして、問題解決や意思決定につなげることが
できるようにする。 
 さらに、データの分析結果を合理的に判断し、統計的な表現を用いて説明する力、それらの分析結
果などを多面的に吟味する批判的な考察力の育成を図る。これらの学びを通じて、不確定な事象の考
察や問題解決に主体的に統計を活用しようとする態度、データに基づいて予測や推測をしたり判断し
ようとする態度の育成を目指す。 
 2024 年度においても、同様の方針を踏襲しつつ、より実践的な統計活用の機会を増やし、生徒が実
際のデータを用いた探究活動に取り組む環境を整えた。特に、統計ソフトやプログラミングツールを
活用し、データ処理や分析のスキルを深化させる取り組みを行った。これにより、数学の授業内で統
計を単なる計算ではなく、社会における実践的な意思決定の道具として活用できるよう指導を強化し
た。 
[a.仮説］ 
数学の学習の大部分が演繹的な思考を中心に

取り組む場面が多い。数学で証明された法則
（定理）は常に正しく例外はない。それに対し
て統計は帰納的な活動である。観測や実験から
「たぶんこうであろう」という推論を導くため
のものである。 
数学教育においてデータサイエンスで生徒に

身につけさせたい資質や能力は、こうした不確
定要素を持っている複数のことがらがあるとき
に、それぞれのデータの傾向や特徴を把握して、
選択したり活用したりするなどの批判的思考力
である。統計的思考力を身につけることによっ
て、多様化している現代の問題に主体的な態度
で解決していこうという意識が高まると考える。 

2024 年度もこの考えを踏襲しつつ、統計的
思考力をさらに深めるための実践的な学習活動
を導入した。具体的には、生徒が実際のデータ
を収集・分析し、結果を解釈するプロセスを重
視し、統計的推論をより実践的に活用する場面
を増やした。この取り組みにより、生徒がデー
タを基に合理的な意思決定を行う力を育むこと
を目指した。
[ b.内容・方法・検証]
データサイエンティストによる講話、中学 2

年の統計教材、SSHの取り組みとしての教材、
夏休みの課題、スライドによる発表を実施した。
これらの学習活動を通じて、生徒が統計的思考
力を活用する機会を提供し、その後の学習の場
面（各教科のレポートや自由研究など）におい
て、統計的思考力を活かして活動できているか
を検証した。 

2024 年度には、同様の活動を継続するとと
もに、統計的思考力の実践度をより正確に把握
するため、アンケート調査を導入した。これに
より、生徒自身の意識や活用状況を可視化し、
統計的思考力の成長をより客観的に評価する仕
組みを構築した。 
[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 
中学 2 年生全員に対して、2023 年度は 24 時

間（1 単位 50分）、2024年度は 20時間の授業
数で実施した。講話は学年全体で行い、その後
の教材はクラスごとに実施した。PC 活用時に
は各クラス 2 名の教員がサポートし、PC を利
用してヒストグラム、箱ひげ図、散布図の作成
をできるよう指導した。 
その後、4～6 人のグループ活動として、与

えられたデータから仮説を立て、グラフを使っ
て検証し、根拠となる事項を示して結論を導く
活動を行った。データとしては、サンプルの生
徒の体力テストのデータを用い、性別、身長、
体重、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横
跳び、50m 走、立ち幅跳び、ハンドボール投げ、
持久走の 11 項目からなる 181 人のデータを提
供した。 
夏休みの課題は個人研究とし、グループ学習

の経験を参考に、自分の興味のあるテーマにつ
いて仮説を立て、データを収集し、グラフを使
って検証し、根拠となる事項を示して結論付け
た内容をスライドにまとめて提出させた。 
夏休み明けには、各グループ内での発表を経

て、クラス内発表、さらに学年全体での発表会
を実施し、統計的思考力を活用した研究成果を
共有する機会を設けた。 
[ d.評価手法・教科連携] 
夏休み明けの発表時に生徒同士で評価シート

を用いて評価を行った。評価シートの項目は、
発表態度、スライド内容（表やグラフの活用、
デザイン、レイアウトなど）、発表内容（仮説
と結論の対応、説得力のある根拠、適切なグラ
フ活用など）を点数化し、班代表、クラス代表
を選出した後、学年で発表する時間を設けた。

2024 年度も同様の方法で評価を実施し、生
徒同士の相互評価を通じて発表スキルの向上を
図った。また、評価基準の明確化と、より効果
的なフィードバックを行うため、事前に優れた
発表例を提示することで、発表者の質を高める
工夫を行った。 
[ e.既存の教科・科目との関連] 
現在、具体的な教科連携はないが、生徒発表

のテーマ内容が様々な教科に関するものである
ため、今後は教科連携の必要性が高いと感じて
いる。また、探究学習の場面でグラフを活用し
ようとする態度に繋がるように適宜アプローチ
していく。 

2024 年度も同様の課題意識を持ち、他教科
との連携を模索した。特に、理科や社会科のデ
ータ分析と統計の活用を意識し、発表の際には
統計を用いた論理的説明ができるよう指導を強
化した。今後は、探究学習の中で統計的思考を
促す取り組みを進め、各教科とのより密接な連
携を図る予定である。 
[ f.教師の指導力向上]  
大学の共通テストのように、国語や英語のテ

ストにもグラフを利用する場面が増えてきてい
る。このように、グラフを読み取りデータの特
徴や変化のようす、今後予測できることなどが
日常生活の中にあることが一般化してきている。

2024 年度も同様の課題意識を持ち、グラフ
の読解力向上に向けた指導を強化した。特に、
他教科との連携を意識し、実際のデータを活用
した問題を授業に取り入れることで、統計リテ
ラシーを高める工夫を行った。また、教師自身
の指導力向上を目的とした研修の実施や、他校
との情報交換を通じて、より効果的な指導法を
模索し続けている。
[ g.その他]
プレゼンテーション評価シート、グループワー
クの例、個人発表の例。

2024 年度には、これらに加えてアンケート
内容を取り入れ、生徒の学習状況や統計的思考
力の活用度をより詳細に把握できるよう工夫し
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た。これにより、指導の改善や学習成果のフィ
ードバックを強化することを目指した。アンケ
ートは 2025 年 2 月中旬にデータサイエンスの
授業を受講した中学 2 年生,3 年生の合計 251 名
を対象とし、受講してためになったか、その後
の教科の学習に活用できたかを調査した。受講
してためになったと答えた生徒の割合は 70.1％、
ためにならなかったと答えた生徒の割合は
29.9%であった。70%以上の生徒がためになっ
たと答えてくれることを目標としていたので、
満たすことができた。ためにならなかったと答
えた生徒の意見として、パソコンの使用が難し
かった、理解できなかったという記述が見られ
た。パソコンの使い方や説明を丁寧にしていく
必要があると感じた。また、その後の学習に活
用できたと答えた科目で、数学、学びの技、国
語、情報、自由研究が上位にあがった。次いで、
技術、研修にも活用できたと答えていた。スラ
イドの作成や、グラフの作り方、使い方が勉強
になり、他教科にも活用できたという記述が見
られた。今回、上位にあがった教科担当と連携
し、課題や授業の内容を模索するきっかけとし
たい。

アンケート結果

生徒作成スライド例 
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❷－③－[a]-6 SDGs 演習
【概要】 
 SDGs 演習は、文系・理系を問わず、持続可能な開発目標（SDGs）に関する理解を深め、実践的な学

びを提供する授業である。環境問題、エネルギー問題、気候変動、生態系保全などの地球規模の課題に
対して、科学的なアプローチを用いて解決策を探ることを目的としている。授業では、大学の教授によ

る講演、調べ学習、実験・フィールドワークを実施し、得られた知見をもとに月報をまとめ、スライド

やポスターを作成することで表現力やコミュニケーション能力を育成する。さらに、論文作成を通じて
論理的な文章構成力を身につけ、コンテストへの応募にも挑戦し、受賞を目指す。この授業では、探究

活動を再構築し、社会に役立つ研究へと発展させる意識を醸成することを重視する。大学や企業、研究

機関との連携を活用し、多角的な視点から SDGs に関連する課題に取り組むことで、生徒の主体的な学

びを促進し、持続可能な社会構築への貢献を目指す。 

[a.仮説］ 

SDGs に関連する複雑な課題に対して、生徒が
多角的なアプローチを通じて問題解決能力を身

につけることができると考える。フィールドワー

クやデータ分析の実践を通じて、社会課題を理論

的に捉え、解決策を探求する姿勢が養われる。こ

れにより、生徒は科学技術のみならず、政策立案

や社会貢献の分野にも主体的に関わることがで

きる人材へと成長することが期待される。また、
SDGs を意識した探究活動を行うことで、分野横
断的な視点を持ち、社会に役立つ研究や実践に結

びつける意識が高まる。これにより、学問の枠を

超えた知の統合を促し、持続可能な社会の形成に
向けた具体的なアクションを考える力を育成す

る。

[ b.内容・方法・検証] 

 SDGs 演習では、まず SDGs の概要とその重要

性についての理解を深めることから始め、研究テ
ーマの選定、研究計画の立案、研究倫理やプロジ

ェクト管理の手法を学ぶ。フィールドワーク計画
の策定と実施、データ収集技術や分析手法を実践

しながら、実際の社会課題に対する探究を進める。

授業を通じて、生徒は自身の興味や進路に関連す

るテーマを深く追究し、科学的な手法での課題解
決に取り組む。さらに、各期間に課題を設け、月

報の書き方、スライドやポスターの作成、論文執

筆などのスキルを体系的に習得する。これにより、

探究活動の成果を効果的に発信する力を身につ

け、コンテスト応募や発表の機会を活用して表現

力や論理的思考力を向上させる。また、これまで

の高校生活で培った探究内容を発展させ、SDGs

の視点からより社会に貢献できる研究へと昇華
させることを目指す。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

 高校3 年生を対象とした文理共通の選択科目と
して開講され、4 単位の授業として運営されてい

る。理科の教員を主体としながらも、テーマに応
じて他教科の教員や大学の研究者による講演を
取り入れ、高大連携を活用した学習機会を提供し

ている。外部の専門家によるワークショップも実

施し、実社会とのつながりを意識した学習を促進

する。2024 年度は、文系・理系を含む 29 名が履

修し、主に総合型選抜などの年内入試に向けたス

キルや実績を積むことを目的とした授業として
展開している。これにより、生徒は探究活動を通
じた学びを深めるとともに、大学進学後の学びや

社会での実践に役立つ力を養うことができるよ

うになっている。

[ d.評価手法・教科連携] 

 評価は、ポスターや論文作成、プロジェクト発

表を通じて行い、生徒の研究プロセスや成果を総

合的に評価する。単なる知識の定着ではなく、探
究の過程での思考力・判断力・表現力の成長を重

視し、課題解決のためのアプローチや研究の進め

方についても評価の対象とする。2024 年度から

は、開発したルーブリック評価を導入し、より具
体的な基準に基づいた評価を実施している。研究

の企画立案・データ収集・分析・考察・プレゼン
テーションといった各段階での到達度を明確に

し、生徒が自身の成長を振り返りながら次のステ

ップに進める仕組みを構築した。また、文理の枠
を超えた教科連携を推進し、多角的な視点からの

研究指導を可能にしている。

[ e.既存の教科・科目との関連] 

 SDGs 演習は、理数探究や科学実験講座と密接

に関連し、これらの授業で培った知識やスキルを

実社会の課題解決に活用することを目的とする。
生徒たちは、理科分野の知識だけでなく、社会科

学や人文科学の視点も取り入れながら、SDGs の
達成に向けた統合的なアプローチを学ぶ。2024 年

度からは、「学びの技」と「自由研究Ⅰ～Ⅲ」を統
合し、自身の進路と社会とのつながりを意識した
授業展開を進めている。これにより、生徒はこれ

までの学びを総合的に活用しながら、探究学習を

深めることができるようになった。教科を横断す
る学習を推進し、持続可能な社会の構築に貢献す

るための実践的な能力を養うことを目指してい

る。 

[ f.教師の指導力向上] 

 SDGs 演習を通じて、教師は多様な分野の専門
知識を学び、教科を超えた協働的な指導法を開発
する機会を得る。大学や企業、研究所との連携を

活用し、最新の研究動向や社会課題に関する理解
を深め、それを授業に反映させることで、指導の
質を向上させる。2024 年度は、より幅広いテーマ
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を扱うため、それぞれの分野を専門とする大学の

教員と積極的に連携を図った。生徒の研究指導の

ために大学教員へ講演依頼を行い、実際の研究の
最前線を学びながら、生徒への指導力を高める取

り組みを進めている。これにより、教師自身も探

究的な学びの意識を持ち、生徒とともに学びを深

める姿勢を育むことができた。 

 [ g.その他]  

国際協力や地域社会との連携を通じた実践活動

を重視し、生徒たちが学んだ知識を社会貢献や国

際理解へと結びつける機会を提供している。持続
可能な社会の構築に向けて、生徒は自ら課題を発

見し、解決策を模索しながらプロジェクトを進め

る。成果発表会では、学内外の関係者を招き、研
究成果を広く社会へ発信する場を設けることで、

生徒たちに実践的な学びの機会を提供する。2024

年度は、各個人が主体的に研究を進める形態とな

り、より深い探究活動が求められるため、研究倫

理や安全管理の指導を徹底した。特に、データの

取り扱いやフィールドワーク時の安全対策につ
いては、事前の研修を通じて意識を高め、実験や
調査活動を適切に進められるようにした。これに
より、生徒の自主的な探究活動を支援しながら、

研究の質と安全性の両立を図る取り組みを強化

している。 

 本授業は、理科の教員と大学教員が協力して指
導する。また、高大連携を活用し、外部の専門家

による講義やワークショップも積極的に取り入

れる。授業中に行われるプロジェクトや活動は、
生徒が自身の興味や将来の進路に関連するテー

マを選択できるようにする。成果発表会では、学

内外の関係者を招き、生徒の研究成果を広く社会

に発信する機会を提供する。

観光学部 佐々木先生の講義 

リベラルアーツ学部 太田先生の講義

農学部 石川先生の講義 

生徒の研究作品 

代替食品による肉まん作成の研究 

都市開発の研究で活用した 3D 地形 
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❷－③－[a]-7 SS科学実験講座
【概要】 
 高校３年生向けの授業で、玉川大学の教員が講義と実習・実験を行った。教科書の内容を基に、大学

の施設や実験室を利用し、高度かつ専門的な知識や技能を学ぶ。主題は生物学を中心に据えつつ、物理
学的観点や統計学、ものづくりの技術など多岐にわたる。この融合的な学びを通じて、知識を関連付け、

組み立て、複眼的な視野を育むことを目指す。2024 年度では、玉川学園では、Secondary Division 高

校 3 年生を対象に玉川大学との連携授業を実施し、最先端の研究に取り組む大学教員の指導の下、実習
や実験を通じて大学レベルの学びを提供している。この取り組みは、生徒の主体性や創造力を育むとと

もに、社会で求められる資質・能力を身につけさせることを目指し、教科の枠を超えた学びを促進して

いる。本授業では、生徒が学んだ知識を統合し、多様な視点から考察できるように設計されている。実

験や実習を通して理論を実際に検証し、自らの学びを深める機会を提供することで、大学での研究につ
ながる土台を築くことを意図している。 

[a.仮説］ 

玉川大学の教員が講義と実習・実験を指導する
高校 3 年生向けの授業では、生徒が専門的な知識

や技能を身につけることを目的とする。この授業

は、異なる分野を融合し、協働的な学びを通じて、

複数の答えを探究し、知識を統合する能力を養う。

また、生物学を中心に据えながらも、物理学や統

計学、ものづくりの技術など、多様な分野に関心
を持たせることを目指す。この取り組みにより、
生徒が将来学際的な研究に貢献できる人材とし
て成長することを期待する。 

さらに、玉川学園の連携授業を通じて、生徒は

大学の施設や研究環境を活用し、実習・実験を通

じて主体的な探究活動に取り組むことで、創造力
や主体性を育むことができる。大学教員との密接

な協働により、教科の枠を超えた学びが促進され、
生徒は社会で求められる資質・能力を身につける
ことができる。これにより、次世代のリーダーと

して成長するための基盤が作られることが期待
される。 

[ b.内容・方法・検証] 

理数探究の授業は、週 4 コマ（50 分×4 回）の

2 コマ連続で実施し、玉川大学の施設や研究環境

を活用しながら進める。生徒は実験を通じて生物

の理解を深めるとともに、統計の考え方や原理を

学び、異分野を横断する視点を養う。科学実験講
座では、生物学、物理学、統計学、ものづくりの

技能を統合的に学び、実習・実験を通じて知識を
関連づけることを目的とする。 

実験では、生き物の運動や構造を物理的観点か

ら分析し、データを統計的に処理する方法を学ぶ。
また、講義や実習ごとに生徒に「活動レポート」

を作成させ、エージェンシーを評価する。活動レ

ポートはルーブリックで評価し、探究活動を通じ

て主体性の向上を促す。さらに、さまざまな教材
を用いてスキルの習得を支援し、手段保有感を醸

成することで達成経験へとつなげる取り組みを
行う。 

授業全体を通じて、大学レベルの研究環境を体

験することで学際的な視野を広げ、科学的思考を
深める機会を提供する。これにより、生徒は多角

的な視点を持ち、学問の枠を超えた問題解決能力

を身につけることが期待される。 

表 1 高大連携先 大学名・学部名 

大学名 学部名 

玉川大学 農学部 

玉川大学 工学部 

玉川大学 脳科学研究所 

玉川大学 ミツバチ科学研究センター 

表 2 高大連携 実験講演内容
月 テーマ 概要

4 月 デジタルファブリケ

ーション

アイデアスケッチや制

作用のデータを作成し、

3D プリンターで解剖器

具の収納箱を制作 

5 月 ミツバチ研究 ミツバチに関する講義

とその生態や巣の様子

の観察

6 

～ 

7 月 

カイコの観察 養蚕の歴史に始まり、カ

イコの形態や動きを確

認後、解剖して顕微鏡で

観察

9 月 食品加工 食品衛生に関する講義、

キウイジャム製造と官

能検査、測定（pH、糖度、

水分活性)

10

月 

生態系の構造と機能 学内の自然観察、農場に

おける土壌の二酸化炭

素吸収量の測定実験と

そのデータ解析 

11

月 

AI リテラシー AI とそれに関連するリ

テラシーの必要性など

に関して講義

図 1 授業風景：生態系の構造と機能(フィールドワーク) 

生態系の 構造と機能の講義を踏まえ、 玉川学園
の自然観察、農場における植物の二酸化炭素吸収量
の測定実験とそのデータ解析などを実施。生態系生 
態学の最前線にふれた。 
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[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

高校 3 年科学実験講座は、週 4 回の授業を通じ

て、生物学、物理学、統計学を統合した実験学習
を行う。授業は月曜日と金曜日の 2 コマ連続で実

施し、玉川大学の研究施設に移動して、大学教員

の指導のもと実習を進める。生徒は大学の先端研

究環境を活用しながら、主体的な探究活動を行い、
複眼的視野や学際的な知識を養うことを目指す。 

授業の初回では、様々な生物を観察し、実験を

通じて生物の理解を深める。その後、大学の施設
や研究室を訪れ、実践的な学びを促進しながら、

知識を関連付け、組み立てる能力を身につける。

指導体制として、大学教員や助手が指導補佐とし
て参加し、生徒をサポートする。生徒は多様な仮

説を立て、実験を通じて知識を深める活動を継続

的に行う。 

授業例として、蚕を題材にした実習を実施し、
蚕の歴史や解剖、行動学を含む 6 回の実習を通じ

て、生物の成長過程や遺伝的特徴を学ぶ。これに

より、単発的な実験では得られない深い理解を促
し、実践的な探究スキルを養う。学校と大学の密

接な連携のもと、学際的な視点を身につけ、科学

的思考力を育成することを目指している。 

[ d.評価手法・教科連携] 

探究的学習の評価方法として、生徒が自ら課題
を設定し、調査・実験を通じて得た成果をプレゼ
ンテーションやレポートにまとめる形式で実施

した。評価にはブールリック評価を用い、問題解

決能力や創造性を客観的に測定した。また、活動
報告レポートを活用し、生徒の学びの過程を可視

化しながら、自己評価や相互評価を行う仕組みを

取り入れた。
さらに、教科連携を強化し、科学的探究を数学

や英語と結びつけることで、データ分析や報告書
作成のスキルを強化した。これにより、科学的な

思考力と表現力を高めることを目指した。特に、

英語による論文要約やプレゼンテーションの機
会を設けることで、国際的な視点を養う学習を推

進した。 

来年度以降は、理系学部に限らず、教育学部、

芸術学部、リベラルアーツ学部、観光学部との連

携を強化し、文理融合の STREAM 教育に貢献す

る高大連携カリキュラムを構築する予定である。
これにより、幅広い学問領域を横断した学びを実

現し、生徒の多角的視点の育成を目指す。 

[e.既存の教科・科目との関連] 

 科学実験講座は、生物学、化学、数学と密接に関

連している。生物学では実験を通じて観察と分析

を行い、化学では反応のメカニズムを探究する。

数学はデータ解析や統計の基礎を提供し、実験結

果を数値で評価する力を育成する。これらの教科

と連携することで、理論と実践を結びつけ、学問

横断的なアプローチを学ぶ機会となっている。 

[ f.教師の指導力向上] 

高大連携実験講演に関わる資料をテキスト化

し、教師の指導力向上を図る。科学実験講座では、
研修や視察を積極的に実施し、実験技術や指導方

法の改善に向けた情報交換の場を設ける。教員間

で成果を共有し、指導力向上のための授業指導書

を作成することで、教育の質の向上を目指す。こ
れらの取り組みを通じて、指導力の強化を図る。 

[g.その他] 

科学実験講座では、理系分野に加えて、芸術学

部や経済学部など文系分野の実習も取り入れ、学
際的な学びを提供することを目指す。STEM 教育

に基づく授業を発展させ、科学的思考を促す機会

を提供することで、幅広い視野を養う。また、実
験中の安全管理を徹底し、必要に応じてサポート

体制を強化する。これにより、学部間の連携を深

め、多角的な視点からの問題解決力を育むことが
できると考える。 
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❷－③－[a]-8 理系現代文
【概要】 
 理系現代文では、論理的思考力と協働性の向上を目的に、教材読解を基盤とした議論や発表活動を重

視し、授業を展開した。特に、教室内での協働的な学びを強化するため、チームを組んでの議論や発表
の機会を設け、生徒同士が思考を共有しながら知見を深めることを目指した。また、異分野指向のメン

バーを集めることで、異なる視点を持つ生徒同士が協力し、相手の話を傾聴しながら論理的に整合性を

持たせるプロセスを意識することができるようにした。授業を通して、生徒たちは個々の思考の独自性
と、他者との融合による新たな創造性の両面を意識し、より高度な議論や表現に取り組むことができた。 

[a.仮説］ 

 生徒が授業内で積極的に議論し、異分野のメン

バーと協働することで、論理的思考力と協働性が
向上すると考えた。特に、異分野混合チームを編

成し、異なる専門分野の生徒が協力することによ

り、思考の整理や相手の視点を取り入れる機会が
増える。その結果、相手の話を傾聴しながら自分

の主張を整理し、相互の意見を論理的に結びつけ

る力が養われると予測した。また、議論の進行中

に適宜ファシリテーションを行うことで、議論が

深まり、個々の考えがより明確になることも期待

された。 

[ b.内容・方法・検証] 

《内容・方法：１教材読解》言語の四技能をバ
ランスよく活動に取り入れ、コロナ禍を経て生徒

が対面授業における「読解の共有と深化」「傾聴」

を体験する場を重視した。ChatGPT の登場・周

知されていく現状を踏まえ、自主教材と副教材の
『科学評論選』の教材の配置を適宜変更した。前

期は「読む」作業を仲間と行わせることで「傾聴」
を意識づけした。教員がファシリテーションに徹
し、教材の解説を生徒に行わせ、教員からは発問

を通して生徒の読みを深めさせるよう運営した。 

《内容・方法：２発表活動》後期の発表では生徒

が持つ創造性を活かす方法を模索させるために
内発的な「こだわり」を考えさせ、その後教員に

よって「異分野のこだわりを持つ生徒同士」をチ

ームに組み、新しい企画を創造することに力点を

置いた。テーマは「卒業創作の予算を勝ち取ろ

う！」、当校の教育理念の全人教育における「富」
を意識させ、仮に卒業制作を作るとしたらという

設定で具体的な創作物を完成させることをゴー
ルに設定した。

《検証》

１について、特に最終教材の「疑問をおこして、
考え、そして考え抜く」（小林 俊行著）を扱い、

まとめの作文において、現行の探究学習における

「問いの言語化」について考察させたところ、理

念ばかりではなく、具体的かつ実践的な改訂案を
執筆した生徒が複数居た。そのことから教材や題

材を通しての趣旨を活かして考察を記述させて
いくスタイルを繰り返し、適宜添削をして戻すと

いう循環は、生徒自身が自己を点検し思考を深め

る一助になったことが伺えた。しかし、
OUTCOME シートをみると、やはり生徒が評価

を基軸にしてモチベーションを保っていること

は伺え、今後は形成的評価の手法を検討していく

必要があると考えている。

批判的思考力について通年指導した結果、最終授

業のアンケートにおいて自分を客観視した気付

きを持った生徒が多く散見した。 

１については、例えば、「4 月時点の自分と最終授

業時を比較して気が付いたこと」という問いにお

いて、次のような生徒のコメントが出た。 

・「4 月は、よくわからないことが多く推論するの

に時間がかかったが、現時点では情報を効率よく

処理し、より深く推論を行うことができた。」 

・「文章能力が向上したと感じている。グループワ

ーク等で自分の意見を思うように伝えられるよ

うになった。」 

・「色々な目線で見ることの大切さを知ることが
できた」 

・「グループワークの面白さを知り、以前よりも、

意見を述べることが増えたと思います。」 

・「授業を通して人の考えの幅広さに触れること

ができ、自身の考えの視野も広がったと思う。」 

・「普段考えないようなことを考える力を鍛えら

れた（日頃から考える事を癖つける）」 

上記のような回答もある中ではあるが、
OUTCOME シートをみると、やはり生徒が評価

を基軸にしてモチベーションを保っていること
は伺え、今後は形成的評価の手法を検討していく

必要があると考えている。 

また、「理系現代文で学んだ内容に関連すること
で、自分には足りなかったからもっと学ぼう！と

考えたこと」というアンケート項目では、次のよ

うな生徒のコメントが出た。 

・「バイアスを取り除く力が足りなかったからこ

れから沢山の知見を得て学んでいきたい」 

・「自分たちの意見を人に伝える時に整理してわ
かりやすく伝える力。」 

・「モヤモヤすることを考えた時、たくさん思いつ
いたので、もっと学ぼうと思った。」 

・「抽象的なテーマに対する思考力を養う」 

・「全ての分野において、知識がたりないと感じた

ことと、興味の幅が広がったこと」 

・「作文でアイディアが浮かんでこないなと思う

度に、もっと知識を増やしたいと思った。」 

２について、教員側の意図である「創造」「アイデ

アの飛躍」という部分がクラスの進捗に合わせて

適正化されて実施できた。最終アンケートにおい
て、２については「発表のテーマについて、実施

のあと、どんなことが印象に残っていますか。考

えたことを教えてください。」という問いに対し

て、次のように回答があった。
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・「実現性があるものを制作できてよかったと思

います。スキルや建築する過程など自分たちで詳

細することができ、決定する力を身につけられた
と感じました。」 

・「授業中に先生が何度も言っていた、1+1=2 以

上の面白いものをつくることと、実現可能性を両

立することがどれも難しかったことが印象に残
っています。実際に企業で企画をしている方は、

より詳細な情報を求められると考えると、社会人

の凄さがわかりました。」 

・「グループワークは考え統一が 1 番難しかった」 

・「全く違ったものを組み合わせる難しさ」 

・「同じことでも違う考え方があると思った」 

・「考えが異なる人と一緒に活動することの大変

さと楽しさを感じた。」 

これらの回答を踏まえ、来年度は「創造」する過
程を重視したプランに微修正していくことを検
討したい。 

 2024 年度では、2023 年度の反省を踏まえ、後

期発表の評価方法を修正し、「個々のこだわりの
創造とその実現性の評価」に加えて、「グループで

融合することで新たに生まれた創造性とその実

現性の評価」も取り入れた。また、異分野混合チ

ーム編成に加え、「理系 2 クラス合同授業」を実

施し、より多様なメンバーとの協働を促した。授
業中には理科教諭が協働性の全体像を言語化し
て伝え、生徒に目的を明確に理解させた。さらに、

発表進行中にアンケートを実施し、教員が手分け

して生徒の様子を観察することで、学習効果の検
証を行った。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

対象：高校三年生 理系 

形態：学校設定科目として実施 ※詳細はシラバ

スを参照。
指導体制：国語科・理科の教員が協働して授業を

運営している。１クラスあたり教科より各１名ず

つで担当している。
 理系現代文は、論理的思考を深めるための協働

的な学びの場として、教室内でのグループディス
カッションや発表を中心に運営された。後期の発

表テーマは 2023 年度と変更せず、異分野の視点

を取り入れるため、異分野指向のメンバーを組み

合わせたチームを編成した。また、合同授業を導
入し、異なるクラスの生徒と協力しながら議論を

進める形式を採用した。教員はファシリテーター
として議論を支援し、生徒が自らの考えを整理し

ながら、協働を通じて学びを深められるよう指導

した。

[ d.評価手法・教科連携]

独自に作成したルーブリックによって「内容」「形

式」「言語」の三つの観点で採点、評価を行う。同

時に、期初めと期末に記入させる OUTCOME シ

ートと毎時間終わりに記入させる振り返りシー
トによっても評価し、生徒が生徒自身を俯瞰して

現況を把握できるように継続性を持って促して

いる。

 授業の評価には「OUTCOME シート」を WEB

上で年 3 回提出させる方法を採用し、生徒自身が

言語化しながら自分の目標に対する見通しを持
てるようにした。また、発表の評価基準を見直し、

個々の創造性とグループでの創造性を分けて評

価する手法を導入した。これにより、生徒が個別

の目標とグループの成果の両方を意識しながら
学びを進められるようになった。さらに、文系必

修科目である「論理国語」との連携を強化し、理

系現代文での実践を活かした教材読解やワーク
シートの展開を行った。

[e.既存の教科・科目との関連]

 理系現代文の取り組みは、文系科目である「論
理国語」にも波及し、読解指導や教材分析の手法

に応用された。特に、論理的思考力を養う点で、

文理の垣根を越えたアプローチが可能となった。
ワークシートの展開や議論の進め方においても、
理系の視点を取り入れることで、より多角的な学

びが実現した。

[ f.教師の指導力向上]
ドキュメントシート等を常に共有し、教師指導資

料を作成しながら授業を運営した。毎年なるべく

新しい担当者が関わることで「他分野で協力して

授業を創る」経験を積めるように工夫を継続して

いる。特に教材の扱いや生徒の反応を各年度ごと
に詳細に記録に残すことで、前年度の反省を活か
して授業に臨む体制を作ることができた。また、

合同授業の導入に伴い、異分野連携の指導方法に

ついても教員間で議論を重ね、成果の共有を行っ
た。授業の改善点を洗い出し、次年度以降の指導

に活かせるようにした。

[ g.その他] 

写真：教材の読解をし、解説のための板書を作成
する生徒の様子。 図１：生徒の OUTCOME シー

ト１ 図２：生徒の OUTCOME シート２
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❷-③-[b]サイエンスキャリア講座
【概要】 

国内外で活躍する科学者、研究者、起業家からの直接講義を通じ、生徒に科学技術への興味を喚起し、

キャリア形成と社会貢献への意識を高めることを目的としている。この講座は、生徒たちに多様な視点

からのインスピレーションを提供し、将来の職業に対してより幅広い視野を持つようになり、多様なキ
ャリアパスを考慮するきっかけを提供する。アンケートから得られたフィードバックは、講座が生徒の

キャリア意識、専門分野への理解、自己効力感の向上に寄与していることを示している。

[a.仮説］ 

講座は生徒が自己のキャリアパスを明確にし、
科学技術分野への興味と理解を深めることによ

り、自己効力感を高めることができるという仮説
に基づいている。講演者からの直接的な話を聞く

ことで、生徒たちは自分自身で行動を起こし、学
習意欲を向上させることが期待される。 

[ b.内容・方法・検証] 

実施された講座では、学生の興味を引く様々な
トピックが取り上げられている。例えば、起業や

苦手科目の克服、専門分野の突破などに関する話
は、生徒に多様な視点からのインスピレーション
を提供している。アンケートを通じた検証では、

生徒たちはこれらの話題に深い関心を示し、自身

の進路やキャリアについて積極的に考えるよう
になったことが明らかになっている。

[ c.対象・形態・運用・指導体制など]

この講座は中学 3 年生から高校 3 年生までを対

象に、多様な形式で開催されている。講演、交流
会、オンラインセッションなどを通じて、生徒一
人一人が自分に合った学びのスタイルを見つけ

られるようにしている。また、教師たちは講演者

の選定から準備、実施に至るまでの一連のプロセ

スに深く関与し、生徒の学習経験を最大化してい

る。
[ d.評価手法・教科連携]

生徒たちからのフィードバックとして、専門性
を高めるために必要な学習内容や、進路と講演内

容の関連性についての意見が寄せられている。こ
れらの情報を元に、講座の内容を教科学習と連携

させ、より実践的な学習体験を提供している。 

[ e.既存の教科・科目との関連] 
講座は、各教科の内容だけでなく、経済や社会

の仕組み、経済、リーダーシップなど、幅広い分
野と関連づけられている。これにより、生徒たち
は専門分野の知識を深めるだけでなく、社会で活

躍するために必要なスキルを総合的に学ぶ機会

を得ている。 

[ f.教師の指導力向上] 

アンケートから得られた生徒の興味や反応を

もとに、教師たちは指導方法や教育内容を見直し、

より効果的なキャリア教育を実施するための新
たなアプローチを模索している。このプロセスを
通じて、教師自身の専門性と指導力が向上し、生

徒の学習意欲や自己効力感を高めるための新し

い方法を探究している。 
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[ g.その他] 

本講座を通じて得られた学びと経験は、生徒たち

が将来、科学技術分野で活躍するための基盤とな
る。これらの活動は、生徒たちが社会で求められ

る様々なスキルを身につけ、未来の科学技術分野

のリーダーとしての役割を果たすための準備を

支援する。 

表 佐藤裕崇 氏(南洋理工大学 機械航空学科 准教授)のアンケートの一部 

サイエンスキャリア講座におけるスピーカー（吉田悠馬、佐藤裕崇、荒井碧、岡田眞銀、山田泰司）
から収集されたアンケート結果の分析に基づき、主要な発見をまとめた要約表が作成された。この表は、

生徒の興味があるテーマ、必要とされる専門知識、自信のレベルの変化、講義によって刺激されたキャ

リアへの興味、および内容が生徒の将来のビジョンとどのように関連しているかを示している。
この要約表はサイエンスキャリア講座の講義が学生に与えた影響を要約しており、これらの取り組み

がどのようにして学生を刺激し、専門分野に関する視野を広げ、特定の分野への自信と興味を高めたか

を示している。講座は、学生が専門的な目標に向かってより明確な道を見出す上で重要な役割を果たし
ており、学生のプロフェッショナルな目標に向けた明確な道筋を提供している。 

今回の内容で興味をもったことは何ですか。 今回の職業にはどのような専門性が必要だと思

いますか。また、その専門性を高めるためには

学校や大学でどのような勉強をする必要があり

ますか。

今回の職業に関する専門

分野について、あなたは

どのくらい理解できてい

ると思いますか。自信度

を選択してください。

現在、興味をもっている職業は何

ですか。（複数回答可）

自分の進路や将来のビジョンと今日の講演内容にはどの

ような関係があると思いますか。また、具体的にどんな

行動をしようと思いますか。

講演者への質問・メッセージがあればどうぞ！

最終的に必要なコスト、人員、1つあたりの作成にかか

る時間はどれくらい必要になるのかなど気になった、

→質問した結果人力の場合1つあたり作るのに30分かか

る、コストは工場を作る予定らしく2億円ほどかかるら

しい。

理工学、生物学、数学、

他校との関わりを積極的に保つ必要があると思

う、今回の虫をサイボーグ化するという研究は

普通の学校では到底試すことのできない内容だ

と思う、そのため自分の高校以外のSSH校と積

極的に取り組むことによって普段ならば見るこ

とや学ぶことのできない生物についての研究や

数学、更にはロボットの作りなどの理工学を学

ぶことができると思う。

4. やや自信がある 薬剤師

農業系の研究者もしくは食品系の

会社

生物の研究という点ではかなり共通点があると思う、さ

らに食品の生産、特に農業については虫とは大きなつな

がりがあると考られる。

これから調べることとして、取る事のできる作物という

のは生態系が大きく関係している場合が多い、そのため

生態系ピラミットの下に位置する虫特に微細な虫などそ

の生態や食べるものが生態系にどのような影響をもたら

し、またその地域の取れる作物や食料にどのような影響

や変化がもたらせられるのかなど調べる必要がある。

災害での被害を減らすために昆虫を使うという点で

す。

昆虫サイボーグと災害は私の中では結びつくことがな

かったので、その点が一番印象に残りました。

今回の職業は生物や機械やロボットについて

だったので、公園にもあった通り、生物、ロ

ボット、機械について、電子工学について勉強

する必要があるのかな、と思いました。

2. やや自信が無い ものに関わる職業（博物館だった

り、図書館などで働く職業）

人に教えたりする職業（教員だっ

たり、問題集を作ったりする職

業）

何かを作る職業（絵を描いたり、

ものを作ったりする職業）

私の目指している職業は、今回の公演内容と比べると少

し違うかと思いますが、小さいころからの積み重ねだっ

たり、長い年月を重ねながらも諦めないことは重要だと

思いました。

また、具体的に、まずは日頃の勉学に励むこと、そして

自分の興味があることを他人よりも抜きん出るほどその

学問を知ったり、学びたいと思いました。

講演をしていただきありがとうございました。

虫を使うことによって無限の可能性と今後の未来に非

常に役立っていくと思った。

虫を扱っていたので、昆虫の専門性であった

り、機械を昆虫につけることへのメリットデメ

リットが考えられるコンピュータの専門が必要

だと考えられた。もし、それらを高めるために

取り組んでいくべき授業はプログラミングの基

礎や玉川学園もやっているSSHを大事にしてい

くべきだと思った。

2. やや自信が無い 農業系や化粧品会社 自分の進路には程遠いことかと思うけれど、今回の講演

を聞いて世界の科学がより進歩していくのではないかと

思った。もし、自分が理系のような進路に進まなくても

様々な事柄でこれらが使われていくのではないかと思

う。具体的な行動は難しいがよりこの未来を近づかせ周

知にするには自分が少しでも理解し勉強する行動が大事

だと思う。

興味深い講演でした。これからも頑張ってくだ

さい！

ロボットではなく虫を使って災害救助をする理由がと

て納得出来て、実際の救助の場面では自動運転で行方

不明者を探す、という所に興味を持った。(私は虫が苦

手だが、素晴らしい研究に興味をもってもっと知りた

いと思った。)

生物、化学、物理などの理科の知識全てと、ロ

ボット工学などの理系の知識全般が必要だと

思った。

4. やや自信がある いつ実際に虫を使って災害救助が

出来るようになるのか気になって

いる。

虫だから土などに潜っても機能す

るのか興味を持った。

自分の進みたい進路とは真逆の分野だったが、災害とい

う面では全日本人が共通する意識すべきことだと思っ

た。

地震などは誰かが止めることも出来ないが、いざ起きた

時に誰かに捜索してもらうことを防ぐため、日頃気をつ

けたいと思った。

研究されている虫は飛ぶ、歩くの他に土などに

潜ることはできるのですか？

指サイズの小さいロボット（虫）で人を救うとしてい

ること。

私には思いつきもしなかったので、とても驚いた。

私も作ってみたいと、興味が出た。

生物学・化学・物理。

生物の仕組みや、ロボットについて学ぶ必要が

ある。

どのようにして生物は生きているのか。

どのようにしてロボットは動いているのか。

4. やや自信がある プログラマー

エンジニア

今回の公演で、情報系だけではなく、生物学・ロボット

系にも興味が湧いた。

素晴らしい公演だと思いました。笑いを入れる

ことで、集中して聞くことが出来ました。

自分では思いつきもしなかったし、興味がな

かったので、調べることもしませんでした。

今回の公演で、生物・ロボットにも興味が湧き

ました。

虫を使って救助をするという発想が面白いと思いまし

た。電気信号を送ってから反応するまで時間差はない

のかどうか気になります。

工学やロボットに関する知識が必要だと思いま

す。そのためには物理や工学を勉強する必要が

あると思います。

2. やや自信が無い 臨床心理士、カウンセラー、薬剤

師

もし将来研究者になるような道を選んだらこのように何

かを研究し、講話することもあるのかなと思いました。

本日はご講話していただきありがとうございま

した。とても興味深い内容で、発想も面白いな

と思いました。電気信号を送ってから反応する

までタイムラグがあるのかどうか気になりまし

た。貴重な体験、本当にありがとうございまし

た。

現在の技術では、電気信号で生物の動きをある程度制

御できることに驚いた。

生物分野では昆虫、生体信号について、今回の

実験の目的である災害に関する専門的な知識な

どが必要だと思った

4. やや自信がある 環境系の職業、都市系の職業、法

律関係の職業

生物の研究をする予定はなく、今のところ進路選択も物

理探究であるため、昆虫に関した知識よりは、それを制

御している小さな基盤、つまり情報工学に関連している

のではないかと思った。

今回は昆虫の動きを制御していましたが、魚の

筋肉の動きを制御して、魚のサイボーグを開発

し海中探査に役立てることはできますか？

生きた昆虫を使うのは斬新のアイディアだと感じた。 昆虫サイボーグ開発者には生物工学とロボティ

クスの専門知識が必要だと思った。

また、生物学、電子工学、機械工学も必要だと

感じた。センサー技術やプログラミングスキル

の勉強をする必要がある。

2. やや自信が無い 現時点では特定の職業に強い興味

を持ってないが、様々な分野を探

求し、経験を通して興味を見つけ

たい。

自分の進路や将来のビジョンと、興味を持った分野の経

験を積むことが重要だと思った。

具体的には、専門的な知識を深めつつ、実践的なスキル

を身につけるたい。

赤外線で人を感知しても生死がわからなければ効率が

悪いのでどう生死を区別するのか気になりました

プログラミングをどう組むのかが大事だと思う

ので情報及び物理の勉強が必要だと思いまし

た。

3. どちらともいえない 神職 プログラミングやコンピューターは今の世の中扱えるよ

うにならないといけないのでプログラミングを学ぼうと

思いました。

4.50年間できると言ってできないとたとえメ

リットが凄いあろうと協力者に負担がかかり続

けている気がするのですが今後も続けていくつ

もりなのか気になりました。

もうすでに虫の上下左右のコントロールが出来ていた

点

数学、物理、生物 3. どちらともいえない 人助けをする仕事 今回の講話されていた先生の目的は人助けをする事で、

僕とその目的は同じであった。しかし先生の方が目的に

対する熱度が高かったので今後参考にしていきたい。

正直に、僕自身虫に興味がなく、今回の講義は

どんな感じなのかと思っていたら、虫て人助け

をするというテーマで非常に興味深かったで

す。このような発想は僕にはなかったので今後

参考にしたいです。

虫によっての救助活動を目標にしていること 電気信号など、化学的な知識が必要であり、そ

れを高めるには、理系の道に進み、化学を選択

して勉強をする必要がある。

3. どちらともいえない ミュージカル系や声優、作曲など

の音楽関係

仮に作曲に進むとしたらだとしたら今回の昆虫サイボー

グの人命救助をテーマにした曲を制作するという行動を

しようと思う。

昆虫サイボーグという名前がインパクトがあ

り、強く記憶に残り、かっこいいと思いました

生物の電気信号を機械信号で真似して動かせるという

こと

特に生物と機械工学の知識が必要だと思った。 3. どちらともいえない 化学者、プログラマー 今は機械系や電気系、化学系などの進路を考えているの

ですが、系統に縛られず、自由に研究をしていきたいと

思います。

被災者の発見に機械学習を用いて発見すると

仰っていましたが、マイクロコンピュータでは

処理能力が足りないように思いますが、どうお

考えですか

昆虫を使うことで災害や被害に遭った人たちの被害情

報などが収得できるのならばすごい研究をして成功っ

ていうか可能性があることがすごいと感じました。

生物、工学など 4. やや自信がある 建築、工学 マイクロチップなど 昆虫などの人に嫌われている可能性が高い生物

を使うことで行方不明者の居所がわかったりす

る可能性が高くなるのは、すごい研究に成功し

たんだと感動しました。

昆虫を使って人を助けれるところ。 生物と機械の専門性が必要。だから高校で生物

より物理の方がいいのかなと思った。あと大学

では理工学などがいいとおもった。

2. やや自信が無い 宇宙技術士、機械系 機械の専門性を極めてるところ。機械に強くなるように

なろうと思った。

これがだめでもやろうというのが自分にはでき

なくてすごいと思いました。面白かったです。
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表 主要な発見をまとめた要約表 

スピーカー 興味のあるテ

ーマ 

必要とされる

専門知識 

自信のレベル

の変化 

キャリアへの

興味

将来のビジョ

ンとの関連

吉田悠馬 起業、学問の挑
戦の克服 

ビジネスセン
ス、リーダーシ
ップ

起業家として
の自信が増加 

起業家、ビジネ
スリーダー

起業家として
の目標と強い
関連 

佐藤裕崇 イノベーショ
ン、実世界への
応用

エンジニアリ
ングの原理、創
造性

エンジニアリ
ングにおける
自信が強化

エンジニア、革
新者

革新的な考え
方に触発され
る 

荒井碧 研究の課題、実
践的な洞察 

技術的スキル、
持続性 

研究に対する
自信が向上 

研究者、科学者 研究への関心
が強化される 

岡田眞銀 学問の道、成功

談 

科学的研究、献

身 

学問的な追求

に対する自信
が高まる 

学者、教育者 学問的な志向

が確認される 

山田泰司 企業研究、戦略

的計画 

市場分析、イノ

ベーション 

戦略的思考に

対する自信が
高まる 

企業戦略家、研

究者 

企業戦略の役

割が明確にな
る 

2024 年度実施 

5 月 27 日 高校 3 年生対象 臓器移植ネットワーク 富山大学 医学博士 種市尋宙 氏 
8 月 22 日 選択生徒対象  東京大学先端研究所 特任助教 森晶子 氏 

9 月 9 日 中学 1 年生対象 千葉工業大学工学部 修士 1 年 荒井碧 氏 

12 月 16 日 高校 2 年生対象 臓器移植ネットワーク 広報 栗原未紀 氏 

12 月 19 日 中 3～高 1 対象 シンガポール南洋理工大学 教授 佐藤裕崇 氏 

2 月 10 日 高校 1 年生対象 臓器移植ネットワーク 広報 栗原未紀 氏 

  種市氏 森氏 荒井氏  栗原氏 佐藤氏 

表 主要な発見をまとめた要約表 

スピーカー 興味のあるテ
ーマ 

必要とされる
専門知識 

自信のレベル
の変化 

キャリアへの
興味

将来のビジョ
ンとの関連

種市尋宙 臓器移植・提供

の実態・医療と
倫理の問題・医
療技術と搬送
の課題 

医療分野・心

理・社会的要素 

「どちらとも

いえない」また
は「自信がな
い」と回答した
生徒が多い。 

医療・福祉関連

(医師看護師・救
急救命士・薬剤
師・医療倫理・
心理カウンセ

ラー)、社会・国
際関係(国際機
関・メディア・

ビジネス)

臓器提供の意

思表示・医療現
場や社会貢献・
生と死に対す
る考え方の変

化 

栗原未紀 臓器移植・眼球
移植・臓器提
供・移植の難し

さ・提供者数の
少なさ・意思表
示・意思表示 

医療、医学、生
物学、法律、心
理学、社会学、

統計学、臓器保
存技術、解剖
学、 

「どちらとも
いえない」また
は「自信がな

い」と回答した
生徒が多い。 

医療系、教育
系、法律系、
軽 ・々商社、IT・

エンジニア、観
光・接客、

医療系との関
連、倫理や意思
決定、社会貢

献、知識の習
得、意識の向上 
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❷－③－[c]探究学習研究会・スタートアップポスターセッション
【概要】 
 2023 年 10 月 28 日に学内外の教育関係者を対象に探究学習研究会を実施した。学内で蓄積してきた

実践やそれに基づく知見を外部に公開することで、実践を改めて振り返り気づきを得るとともに、研究
会参加者からの意見や反応を得ることで、今後の取り組みの参考にすることを目的としたものであった。 

また 2024 年 8 月 22 日にスタートアップポスターセッションを実施した。探究学習における指導の

難しさは、課題と仮説の設定にあることは担当されている先生方の共通見解である。生徒は自分で設定
したテーマや仮説がこれでよいのか、不安な気持ちを抱いたまま探究を進めている。この不安を抱えた

状況は担当の教員にも該当する。そこで探究のスタートの時期に、ポスターセッションを開いて、自分

の探究のテーマ設定や仮説の設定や探究の方向性の妥当性に関して、多くの人から助言をいただくこと

を目的としたものであった。 

探究学習研究会 
[a.仮説］ 

研究会という外部に開かれた機会は、自らの取
り組みを振り返り整理することで気づきを得る

とともに、相互の情報交換によって、参加者とと

もに多くの学びを得ることができる。 

[ b.内容・方法・検証] 

 研究会の内容は、午前の部と午後の部に分けら

れる。午前は公開の生徒発表で約 250 名の生徒が

自らの探究の成果をポスター発表した。午後は教

員対象の研修会で、基調講演と分科会に分かれる。

基調講演は、上智大学総合人間科学部から奈須正
裕教授で「探究で深める生活の学びと教科の学び」
というタイトルで講演を実施し、その後 5 つの分

科会に分かれて実践報告やワークショップを実

施した。学内外の参加者は約 200 名であった。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

前年度から企画運営の組織を立ち上げ、幼小中
高の連携のもとに基調講演、分科会、生徒発表会

を計画し、実現に結びつけた。 

[ d.評価手法・教科連携] 

生徒発表会では、玉川大学の学部長、研究科長
の協力を得て学部長賞を創設し、専門家の評価の

観点を学べた。 

[ e 既存の教科、科目との関係] 

探究は、教科を越えてまたがる領域を対象とす

る取り組みである。各教科で得た知識をもとに、
それらをつないで知識を活性化する効果がある。

基調講演で、このことを確認できた。 

[ f.教師の指導力向上] 

研究会を学内の必須の研修と位置づけ、生徒発

表、基調講演、分科会に教員を参加させたので、

成果の共有を行うことができた。 

[ g.その他] 

分科会を一方的な実践報告会にせずに、他校の
参加者との情報交換の場にするという配慮を行

った。 

【生徒発表会の詳細】 

8：45 から 11：30 の時間帯で学外の教育関係

者と学内の教員を視聴者として生徒発表会を実
施した。学内の教員の中には大学の学部長も含ま
れる。発表した生徒は以下の通りである。 

・データサイエンス（Secondary 中学 2 年生）

・中学 3 年学びの技（Secondary 中学 3 年生）

・SSH 課題研究（Secondary 中学 2-高校 3 年生）

・自由研究（Secondary 高校 3 年生）

・IB パーソナル・プロジェクト（IB 高校 1 年生）

・探究型国際交流プログラム（RS 国際会議／
ace4Good）
この発表の特徴の一つとして、学部長・研究所長

賞の設定があった。この賞は、発表者たちに緊張

感とモチベーションを与え、玉川大学の教員との
相互理解を深める機会を提供した。審査は、事前

に完成したスライドを基に行われ、理解度、革新

性（独創性）、共感度、プレゼンテーションの 4 つ
の項目によって総合的に評価された。閉会式での

表彰は、玉川大学教員との交流を促進し、参加者

にとっても意義深い経験となった。各学部長・研
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究所長からのコメントは、発表の質の高さ、プレ

ゼンテーションのクオリティ、新しい視点やアイ

デアの提供、審査方法や表彰の形式の効果性に関
するものだった。これらのコメントは、生徒の学

びの質をさらに高め、教育プログラムの発展に寄

与するものと思われる。今回の経験は、探究心と

表現力を育む貴重な機会となった。 

研究会を終えての学部長、研究科長の感想 

全員共通 

・来年度も続けていきたい。

・研究内容等が非常に面白かった。
・大学生にも見せたいクオリティの発表であった。 

・来年度は各学科主任にも参加してもらうよう声

をかけたい。
・事前に伝えてもらえれば勤務の調整も可能であ

る。

工学部長 山崎先生 

・午後に希望生徒を募って工学部の STEAM ホー

ルを案内する企画を考えても良い。もっとたくさ
んの生徒の研究を見てみたかった。

学術研究所長 小野先生 

・審査の方法はスマートなやり方で良かったと思

う。審査の候補から漏れた生徒にもチャンスがあ

っても良いのではと感じた。

経営学部長 永井先生 
・いろいろな分野を経営学的な視点で審査できて
面白かった。

リベラルアーツ学部長 渡辺先生

・暗記した原稿をしゃべるのではなく、本人がど
う思っていて、どう考えているのか伝わる発表を

している生徒が多くて良かった。

量子情報科学研究所長 相馬先生 

・会場が見やすくて良かった。中学生部門、高校
生部門のように学齢ごとに賞を設定しても良い
と思った。

芸術学部長 中島先生 

・もっとたくさんの発表を見たかった。面白い発

想を持った生徒が沢山いてポスターを見て回っ

ただけでも面白かった。

文学部長 中田先生 
・自分の言葉で自分事として発表できている点に
感銘を受けた。自分の発表を見てほしいと声をか

けてくれる生徒もいてよかった。

教育学部長 佐久間先生 
色々な分野の生徒発表を見られてよかった。 

芸術学部長の中島先生とまわると自分と違った

観点で質問していて刺激があって面白かった。 

講演の要旨は以下の通りである。 

 これまでの自らの生活を自覚し、吟味し、単な

る「生存」を脱却して新しい「生活」を創造でき
る子ども達を育てることが大事で、そのためには、

キャリアやものづくりや生命などそれぞれの発

達段階に応じて園児・児童・生徒が興味関心を抱

いた課題を取り上げることが必要である。例えば、
ある中学校で「地域の自然環境とそこに起きてい

る環境問題」が設定され、自分たちで地域の川の

清掃活動に取り組んだ。継続していると、いくら
頑張っても川のゴミが減らず、問題が解決しない

ことに気づく。そこで「環境問題が解決されると

はどういうことか」「ボランティアとは何？」「旺
盛な経済活動がなくなれば自然環境は維持でき

る」「そうすると豊かな生活は維持できない」「豊

かな生活とは何？」と次々に疑問が湧いてくる。
そして、このような「答え」のない問題に粘り強
く取り組ませる。その過程で自分たちがこれまで

気にもとめていなかったことが問題として浮上

してくる。わかっていたことがわからなくなる。
それまでなんとなくこうではないかと考えてい

た素朴概念が壊れていき、新しい概念を作り上げ

ることができる。これまで自分の外側にあった問

題が、自分事として受け止められるようになる。

この過程は新しい生活を創造することにとどま
らず、よりよい自己実現に深く関わってくる。こ
れは「生活と学習の一体化」「園児・児童・生徒の

好奇心を大事にせよ」「素朴概念を壊し、新しい概

念を獲得せよ」「探究を通して自己実現へ」などと
まとめることができる。

 今回の基調講演はたいへん刺激的な内容で、探

究の重要性を再確認できた。玉川の探究の方向性
は間違っていなかったという感触も得ることが

できた。と同時に自由研究の方法論に関して再検
討する必要も感じることができた。 

【分科会】 
分科会①「小学生の探究活動」 
玉川学園の自然を生かした教科横断的な学習や 
思考ツールの活用事例が紹介された。 

分科会②「中学生の探究活動」 
中学 3 年生で取り組む「学びの技」が紹介され、

参加校の先生方との情報交換がなされた。 

分科会③「探究活動を支援する学校図書館」 
玉川学園 MMRC と活動計画をもとにした探究支
援の具体例を紹介した後、「探究学習支援の活動

計画を立てよう」というワークショップを実施し
た。 

分科会④「産学連携による小中高生の探究活動」 
サンゴ研究部の生徒による発表と小学 1 年生-高

校 3 年生、小学生、中学生、高校生それぞれの担

当指導教諭から、産学連携の現状と K-12 縦割り
の継続研究までの経緯などが紹介された。
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分科会⑤「高校生の探究活動」 
担当教諭から高校生が取り組んでいる自由研究 
の仕組みと進め方が紹介され、「経営学」「模擬国
連」「物理学」を研究している生徒からの発表があ
った。 

今回の分科会は玉川学園だけでなく他校の取り

組みに触れることができる有意義な分科会もあ

った。また、各校が抱えている課題の解決策の糸
口になることが多くあったように感じる。日本全

国から参加されている教員や教育関係者先生方

からは、玉川学園で実践している探究学習に触れ
て有意義な研究会であった、さっそく自校に持ち

帰って取り組んでみたいという声が多くあった。 

スタートアップポスターセッション
[a.仮説］

探究をはじめて間もない時期に、自分の探究の方

向性（テーマ、仮説設定）を公開することで、多

くの人からアドバイスをもらい、自信を持って探

究を進めることができる。

[ b.内容・方法・検証] 

 首都圏の高等学校 11 校から 84 人の発表があ

り、引率の教員 27 名と参観の大学教員、企業関

係者、保護者 15 名がアドバイスをした。発表時

間も 5 つに分け、発表した生徒からも感想をもら
った。生徒だけではなく、探究を指導する教員の
発表も５件あり、教員自身が自分の探究を客観的
に検証する機会ともなった。 

 これに先立ち、基調講演を東京大学先端科学技

術研究センターの森晶子特任助教にお願いした。 
内容は、AEO（Advanced Education Outreach lab）

の紹介をもとに、今後の研究のあり方であった。

単独の研究室ではなく、研究分野の横断・融合を

促し新研究分野の開拓を加速するため、文理融
合・分野横断的な教育プログラムを教育現場等と

共創することが求められるという内容であった。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

 株式会社 NOLTY プランナーズの協力のもと、
同社のネットワークを用い、参加を呼びかけ実施

に至った。対象は生徒のみならず、教員も発表に

参加したところに特色がある。 

[ d.評価手法・教科連携] 

 今年度は初めての試みであり、この企画の評価

手法は検討中である。次年度は、発表当日に生徒

にアンケート用紙を配布し、この発表会に参加し

たメリットを記入してもらう、また教員にも同様
にこの発表会に参加したことで得た指導の観点

や方法を記入してもらうことを考えている。 

[ f.教師の指導力向上] 

 2 つの点で教師の指導力向上に役立ったと思わ
れる。１つめは、不安を抱えて探究をスタートし
た生徒が、何をどう悩んでいるのかを知ることが

できた点。さらにそれを参観の生徒や教員や大学

の教員が分野を超えてアドバイスをし合う＜共

創＞が試みられた点。 

２つめは、指導する教員自身が発表者となった点。 

探究は、他の教科と異なり、多くの教員が中等教
育での経験がない。つまり、自身の経験をもとに

指導することができない。この点が現在の教育現
場で起こっている混乱の一因となっている。幸い
この発表会は、スタートアップと名付けられてい

るので、敷居が低い。この点でも貴重な発表会と
なった。 
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[発表の概要 生徒] 

・食べ物の組み合わせによって、風味や感じ方が
異なることが知られている。わさびに焦点を当て、

「辛さ」「わさび感(ツンとするか)」などを比較す
ることで要因を探る。

・子供はなぜ野菜が嫌いになっていくのか、味や

見た目で嫌いになっているのではないだろうか。
嫌いになっていく過程を探究したい。

・皿状構造という堆積構造を再現する為に必要な
条件を考察する。

・主に視力検査で使用されるランドルト環を用い

て、背景と文字それぞれの配色によって生じる見
えやすさや文字の読みやすさの違いを探究した。 

・レオナルドの橋を様々な条件で作成したときの

耐久性の違いを調べる。

・シロイヌナズナに薄いエタノールを投与すると
環境ストレスに対する耐性が生まれることを知
り、他の植物に対しても耐性が生まれるのではな

いかと考え、実験を行った。

・日常的に利用されている数学を実感できない人

の多くが数学に苦手意識を持っているようだ。身

近にある数学に意識を向ける問題を作成し、印象

の変化を検証したい。

・私は高校で行われる文理選択の必要性がわから

ず、高校生が損しないようなカリキュラムをつく
りたいと思いました。文理ではなく、「学問を分け

て学べる」、「複数の学問を繋げて学べる」ように

するにはどうすればいいのかを考えています。
・機械的に解く態度から主体的に考えて解く態度

になるためにはどんな中学入試問題や数学の問
題が必要なのか考えたい。

・五感の中でも嗅覚に焦点を当て、アートと融合

させるという取り組みをするに当たって、どんな

物を人々へ提供するのか、何が効果として生まれ

るのか、どんな課題があるのかを分析しました。 

・AI テキストマイニングを用いて過去 30 年間の

JPOP ヒット曲の歌詞を分析した結果、ネガティ
ブな感情を表現する曲や恋愛ソングがヒットす

る傾向が明らかになった。

・授業スタイルが数学の愛好に与える影響につい

て,小学生では「知識の関連づけ」,中学生では「考
えさせる機会」「生徒に寄り添う」が愛好を高める

ことが明らかになった.

[発表の概要 教員] 

・探究の涵養を目指した教師や大学生の育成につ
いての一考察 ―「探究」と「教科の学習」との関

連に着目して―

・子供の人間形成における社会共創プロジェクト
の役割~自律分散型コミュニティがつくる教育の

ミライ~

・本校における whole school Approach(機関包括

型アプローチ)を重視した SDGs プログラムの紹

介

・生涯をかけて成し遂げたい志の探究
・「法的なものの考え方」を活かした「探究」につ
いて。身近な「法」を通して、より良い社会につ
いて考えてみる。

[参加者からのアドバイス] 

・研究内容は面白く、発展性もあると思うためど

んどん実験をして成果を残してほしいです。

・発表内容はとても身近で興味深くて良いと思い
ました。アンケートの人数を増やして、正確性の

ある物に出来たらもっといいなと思いました。

また、アンケートをする時に年他事に分けたら面
白いことが起きるのではないかと思いました。

・人間の心理的な部分についても根拠として組み

込むことができれば、より良くなると思います。 

・原因を調べる中で複数の原因や理由を調べる中
で、現代の様々な自然問題につながる可能性が多

い議題だと感じた。
・普通だったら科学的に考える傾向にある内容も

視点を変えて民間の活動につなげて研究をして

いる点に考えの柔らかさを感じました。

・実験対象となる生物が他の生物ではどのような

ものが存在するのかをもっと調べるとよい。

[成果と課題] 

 探究の発表会は完成したものを公開するのが

常であるが、探究の初期の段階での発表に新規性

があると考える。独自な観点を持つ探究であれば

あるほど、この方向性でいいのかという不安を抱

きつつ探究を進めることになる。そのストレスを
軽減し、さらには様々な可能性もあることの示唆

を他者から受ける意味は大きい。そこに＜共創＞

のひとつの可能性もある。 

 今年度の経験を活かし、この発表会が生徒のそ
の後の探究の進め方にどう影響を与えたのか、さ

らに教員が受けた指導のあり方への示唆を検証

する仕組みを作りたい。 
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❷－③－[d] 国際教育プログラム あ
【概要】 

2023 年度に再開された国際教育プログラム（6-12 年）は、派遣数 12 カ国 22 校 263 名・受入数 9
カ国 18 校 190 名の実績となった。IBDP 留学をニュージーランドの Scots College、IB 中期研修をス
イスの ICS Zurich、そしてドイツの Schule Schloss Salem での研修など、多岐に渡るプログラムを実
施することができた。これらのプログラムで生徒たちは、語学研修のみならず、異文化への理解を深
める多様な活動に参加した。BEVI テスト(BEVI は米国心理学者グループにより開発された、海外留学
を含む多様な体験による自己の信念や世界観等の獲得・変化を測定する分析ツールである。)による事
前・事後の効果測定から、生徒の語学力とコミュニケーション能力の向上、価値観や世界観の変化が
明らかになり、国際教育プログラムが生徒の自己成長に与える影響の大きさが示された。これに加え
て 2024 年度にはシンガポール研修を新たに創設して、シンガポール国立南洋理工大学（NTU）で開
催された「Global Link Singapore 2024」に参加し、国際的な研究発表の機会を得た。この大会はアジ

ア各国の中高生が集い、研究発表と異文化交流を通じて学びを深める場である。生徒 8 名が参加し、
英語での研究発表および質疑応答に挑戦した。特に、奥真美の発表「Visualization of Pulmonary
Airflow and Analysis of Pathogen Adhesion: A Study Using 3D Printed Respiratory Models」が基礎科
学分野で代表 3 件の一つに選出され、第 2 位の成績を収めたことは、本校の研究活動が国際的に認め
られた証である。

[a.仮説］ 

生徒の語学力とコミュニケーション能力の向上
を目的として設計されたこれらの国際教育プログ
ラムは、BEVI テストの結果に基づき、異文化理
解の深化を通じた自己認識の向上と多様な価値観
への開放性の育成をもたらすと予測される。異な
る文化や価値観に触れ合うことで、生徒たちは固

定観念を超え、柔軟かつ批判的な思考能力を養う
ことが期待される。

NTU では、生物サイボーグや 3D プリンタ、
ナノテクなどの最先端技術に触れることがで
き、生徒たちにとって科学技術への関心を深め
る貴重な体験となった。さらに、他国の生徒と

の交流やフィードバックを通じて、探究活動へ
の新たな視点や学びを得る機会にもなった。こ
れらの成果を踏まえ、来年度も「Global Link
Singapore 2025」に参加することが決定した。来
年度は、参加人数を 30 名程度に拡大し、より多
くの生徒に国際的な発表経験や異文化交流の機

会を提供する計画である。また、NTU との連携
をさらに強化し、交流時間を延長することで、
生徒たちが研究活動に深く関わる場を設けるこ
とを目指している。

[b.内容・方法・検証] 
事前学習会では音楽や社会科など教科横断的なア

プローチを採用し、研修先の文化や言語に関する
基礎知識を生徒に提供した。BEVI テストを用い
た事前・事後の効果測定から、国際教育プログラ
ムが生徒にもたらした内面的変化を明らかにし、
特に自己確信や決定論的性向の肯定的な変化と、
基本的な開放性や世界との共鳴における否定的な

変化が観察された。
「Global Link Singapore 2025」の前後に玉川学園
独自のプログラムを追加し、旅程を拡充すること
で、さらなる学びの充実を図る。また、本校は現
在、インドネシアの学校との共同研究プログラム
を検討しており、これにより生徒たちが国際的な

協働の経験を積むことも視野に入れている。この
ような取り組みを通じて、生徒たちが科学技術へ
の理解を深めるとともに、国際社会で活躍するた

めの基盤を築くことを期待している。 

 [c.対象・形態・運用・指導体制など] 
表を参照 
今後も GLS2025 を本校の定例イベントとして

位置づけ、国際的な発表会への継続的な参加を通
じて、生徒たちの成長と教育活動の一層の充実を
図っていく。 

 [d.評価手法・教科連携] 
研修の報告は、12 月に行われた生徒発表会でポス
ター発表として行われ、研修を通じて得た学びや
経験を他の生徒や教員と共有する機会が提供され
た。また、事前学習では英語科のみならず、国歌
の学習や地理など他教科との連携を通じて、総合

的な国際理解の促進が図られた。
 [f.教師の指導力向上] 
引率教員は、現地スタッフや研修先の教員との積
極的なコミュニケーションを通じて、生徒たちの
語学力向上だけでなく、自らの国際理解も深める
機会を得た。これにより、異文化間の交流におけ

る教育的アプローチや、多様な文化背景を持つ生
徒への指導方法に関する知識が拡がり、教員の指
導力が全体的に向上した。なお、本年度の引率教
員は、英語科、社会科、体育科、技術家庭科など、
多様な専門分野から選ばれた。これは、国際教育
プログラムが教科の垣根を越え、教育全体に貢献

することの重要性を示している。引率教員たちは、
研修から得た経験を自身の教育実践に反映させる
ことで、学校における国際教育の質の向上に寄与
した。 

[g.その他] 
BEVI テストによる定量的な評価結果は、国際教

育プログラムが生徒の自己認識や世界観に及ぼす
影響を明らかにし、プログラムの肯定的な教育効
果を実証した。肯定的に変化した尺度と否定的に
変化した尺度を分析することで、今後のプログラ
ム改善に向けた貴重な示唆を得ることができた。
また、生徒たちの肯定的な変化は、異なる文化や

価値観に触れ、それを理解し受け入れることの重
要性を再認識させ、将来的に国際的な舞台で活躍
するための基盤を築くことに貢献した。
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シンガポール研修の予定

年月日 方 法 

令和 6 年 

12 月 19 日 

南洋理工大学（NTU）の佐藤教授を招き、9 年生および

10 年生を対象に SSH 特別講話を実施する。この講話で

は、GLS2025 および NTUの先端研究体験プログラムに

ついて紹介し、参加への意欲を高める。また、NTU の

最先端技術に触れられることを伝え、生徒の科学技術へ

の関心を喚起する。 

令和 7 年 

2 月まで 

GLS2025 への発表希望生徒を対象に第 1 次募集を実施

する。意欲的な生徒を選抜し、国際舞台での発表に向け

た準備を開始する。対象は課題研究で一定の成果を上げ

ている生徒とし、選考を通じて候補者を絞り込む。 

令和 7 年 

4 月 

発表希望の新入生および追加参加希望者を募集する。空

いている発表枠には見学希望者を受け入れ、GLS2025

への参加機会を広げる。募集説明会を通じて、国際的な

探究活動の意義や発表の機会について伝え、生徒の意識

を高める。 

令和 7 年 

6 月～7 月 

オンライン事前トレーニングプログラムを実施し、研究

発表に向けた準備を行う。発表内容のブラッシュアッ

プ、英語での質疑応答の練習、資料作成を進めること

で、コンテストでの入賞を目指す。生徒ごとの進捗確認

を行い、指導内容を個別に最適化する。 

令和 7 年 

7 月 25 日 

シンガポールに向けて出発し、GLS2025 参加に向けた

旅程を開始する。移動中も事前準備を継続し、最終確認

を行うことで、生徒たちの発表への自信を高める。 

令和 7 年 

7 月 26 日 

GLS2025 Day 1：オープニングセレモニー、ブースプレ

ゼンテーション、リサーチサマリーセッションを実施す

る。参加生徒は各自の研究を英語で発表し、他校の発表

を視聴することで新たな学びや視点を得る。また、ネッ

トワーキングディナーを通じて他国の生徒と交流し、異

文化理解を深める。 

令和 7 年 

7 月 27 日 

GLS2025 Day 2：ステージプレゼンテーションを実施

し、発表内容をさらに磨いた形で国際舞台に披露する。

質疑応答を通じてフィードバックを受け、研究内容のさ

らなる深化を目指す。フェアウェルディナーでは大会を

締めくくり、生徒間の交流を深める。 

令和 7 年 

7 月 28 日 

～ 

7 月 29 日 

NTU 先端研究体験プログラム：佐藤教授およびNTU研

究者のレクチャーを受講し、最先端研究プログラムに分

かれて実験や技術体験を行う。NTU との交流を通じ

て、科学技術への理解を深め、学びを進路選択にも活か

す。また、長期的な連携の構築を目指す。 

令和 7 年 

7 月 31 日 

シンガポール市内の文化・歴史施設を視察し、異文化理

解をさらに深める。探究活動以外にもシンガポールの社

会や文化に触れることで、生徒たちの国際的な視野を広

げる。視察後、帰国の途につく。 

令和 7 年 

9 月 

学校内で成果報告会を実施し、参加生徒が学んだ内容や

経験を全校で共有する。発表内容を探究活動の指導に活

かすためのフィードバックを行い、今後の指導方法や研

究内容の改善点を検討する。報告会を通じて、生徒のさ

らなる成長と学びの深化を図る。 

主な K-12 国際教育プログラム 

プログラム名 研修先／受入元 
対象 

学年 

時期 

派遣 受入 

交流校留学 
オーストラリア・ 

Rockhampton Grammar School 
高 2 4 月 - 

IBDP 留学 
ニュージーランド・ 

Scots College 
高 1 4 月 - 

IB 中期研修 

カナダ・Aspengrove School 高 2 - 5 月 

ドイツ・Schule Schloss Salem 高 1 6 月 4 月 

南アフリカ・ 

St. Cyprian's School 
高 1 7 月 10 月 

スイス・ICS Zurich 高 1 8 月 4 月 

南アフリカ・ 

Bridge House School 
高 1 8 月 10 月 

シンガポール・UWCSEA 高 1 9 月 
6•10

月 

Felsted 校 

サマー 

プログラム 

イギリス・Felsted School 
中 3-

高 2 
7 月 - 

カナダ研修 カナダ・ナナイモキャンパス 中 2 7 月 - 

短期訪問 

ブラジル・松柏大志万学院 
小 6-

中 1 
- 6 月 

オーストラリア・ 

Matthew Flinders Anglican College 

中 1-

高 3 
- 12 月 

オーストラリア・ 

Rockhampton Grammar School 

中 2-

高 2 
- 12 月 

3 週間 

交換研修 

プログラム 

オーストラリア・ 

International Grammar School(IGS) 

高 1-

高 3 
7•2 月 1 月 

オーストラリア・ 

Scotch College 

中 3-

高 2 
8•2 月 6 月 

オーストラリア・ 

St. Philip's College 

高 1-

高 3 
8•2 月 1 月 

オーストラリア・ 

Woodleigh School 

高 2-

高 3 
2 月 1 月 

IB 海外 

プログラム 

アメリカ・

Boston Global Conference 2023 

高 2-

高 3 
8 月 - 

IB カナダ 

研修 

カナダ・ナナイモキャンパス、

Aspengrove School 
中 2 10 月 - 

IB 受入 

プログラム 

カナダ・

Stratford Hall School 
中 2 - 11 月 

短期研修 

受入 
ブラジル・松柏・大志万学院 

高 1-

高 2 
- 1 月 

ラウンドスクエ

ア 

国際会議 

ケニア・Brookhouse Schools
高 1-

高 2 
10 月 - 

ハーカー校 

交換訪問研修 

アメリカ・カリフォルニア州・ 

The Harker School 
小 6 10 月 

5•11

月 

プナホウ校 

交換訪問研修 
アメリカ・Punahou School 

中 1-

中 2 
10 月 1 月 

稲江校 

オンキャンパス 

台湾・稲江校 

中 3-

高 3 
- 10 月 

稲江校研修 
中 3-

高 1 
12 月 - 

台湾嘉義市 

国際音楽祭 

（吹奏楽） 

嘉義市文雅小学校、 

嘉義市立北興国民中学、 

台北市立中山女子高級中学、 

台北市立麗山高級中学 

小 6-

高 3 
12 月 - 

ヨーロピアン 

スタディーズ 

ILO, IFRC, UNHCR, UNESCO, 

アウシュヴィッツ強制収容所 

中 3-

高 2 
1 月 - 

ゲーテ校 

交換訪問研修 

ドイツ・Goethe-Gymnasium 
中 3-

高 2 
- 10 月 

ドイツ・ 

Goethe-Gymnasium, 

フランス・

Ermitage International School 

中 3-

高 2 
3 月 - 
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❷－③－[e] 学びの技
【概要】 
 学びの技では、多様な発表機会を通じて、生徒たちが主体性や協働性を育みながら探究活動に前向き

に取り組む環境を整えている。探究は生徒の主体性が成果を大きく左右するが、その主体性は非認知能
力の領域に関わるため、生徒の感情の動きや心理的側面への配慮が不可欠である。これまで十分に考慮

されてこなかったこの点について、感情の起伏を考慮した適切な助言の在り方を模索し、新たな指導方

法の開発に取り組んだ。また、発表を通して異なる視点や他者からの意見を学ぶことで、質問への対応
力や発表技術の向上にもつながることが確認された。生徒が学びの技で主体的に活動することは、その

後の自由研究や校内外の発表機会においても活躍する土台となる。さらに、教師側も指導力向上に向け

た取り組みを継続し、チームティーチングや教材の見直しを行うことで、多様な視点から授業を支援で

きる体制を整えている。 

[a.仮説］ 

探究活動において、発表機会の提供や外部との

関わりを増やすことで、生徒は主体性や協働性を
育むことができる。また、生徒の感情の起伏に応

じた適切な助言を行うことで、モチベーションを

維持し、探究活動の継続率が高まると考えた。特
に、探究の各ステップにおいて、ポジティブな感

情を持つことが成果の向上につながるのではな
いかという仮説を立てた。 

発表の様子 

[ b.内容・方法・検証] 

発表機会を増やすことを目的に、学年やクラス

を超えた発表の場を多数提供した。また、発表に
対するフィードバックを蓄積することで、生徒の

主体性や協働性の向上を検証した。加えて、生徒

の感情の変化を評価するために、探究の各フェー
ズ（問いの設定、情報収集、情報整理、発表、論

文）ごとに、「楽しい」「満足」「苦しい」「不安」

といった感情を測定するアンケートを実施した。

このアンケート結果をもとに、成績上位・中位・

下位のグループごとに分析を行い、ポジティブな

感情が成果に与える影響を可視化した。また、大
学教員と連携し、学部長によるポスターセッショ

ン評価を実施し、優秀な生徒に賞を授与すること

で探究活動への意欲向上を図った。
[ c.対象・形態・運用・指導体制など]

学内における発表会については、学びの技実行
委員会が中心となって運営を行っている。学びの

技実行委員会は、中学 3 年生の 1 クラスにつき約
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5 名で構成され、各クラスに代表者を選出し、学

年代表が全体の統括を担う。発表会として、新た

に学年を超えた「学びの技合同発表会」を実施し、
中学 3 年生と中学 2 年生の全員が参加した。中学

3 年生は探究成果の中間発表の場として活用し、

中学 2年生には次年度への接続機会としての意義

を持たせた。また、発表会の運営や司会進行は学
びの技実行委員会の代表生徒が主体となり、準備

期間が短い中でも協力しながら臨機応変に対応

する能力を育成した。外部発表に関しても、全生
徒に呼びかけるとともに、個別に参加を促すこと

で多くの生徒が外部発表の機会を得られるよう

支援した。 

[ d.評価手法・教科連携] 

探究活動の評価手法として、学年末に実施した

感情評価アンケートを活用した。各フェーズでの
生徒の感情を測定し、活動に対するポジティブな
感情が成果に与える影響を検討した。また、チー

ムティーチングを導入し、司書教諭や情報科教諭

とともに指導を行い、探究活動を多角的に支援す
る体制を確立した。数学科のデータサイエンス分

野との連携も進められ、「Tableau」ガイダンスを

通じてデータ処理技術の習得を支援し、さらに

SAS による講演も予定している。

[ e.既存の教科・科目との関連]
探究活動は、教科学習とは異なり、テスト成績

や学年順位といった指標がないため、生徒のモチ

ベーションを維持・向上させる工夫が求められる。

そのため、学びの技では、感情の変化を可視化し、
適切な助言を行うことで探究活動の継続を支援

する体制を整えた。 

[ f.教師の指導力向上] 
感情評価アンケートの結果を分析し、教員間で

共有することで、生徒への適切な助言方法の指針
を作成した。さらに、玉川大学の国語教育学科と

連携し、学生インターンシップの受け入れを行い、

生徒の探究テーマの検討や進行補助を依頼した。
定期的な教員打ち合わせを実施し、教材の見直し

を行いながら、授業の質の向上を図った。 

[ g.その他] 

学びの技で活躍した生徒は、自由研究の探究活

動でも成果を上げている。例えば、M さんは中学

部学校説明会でプレゼンを行い、「中高生探究コ
ンテスト 2025」へ応募するなどの実績を残した。

また、K さんは小学部学校説明会でプレゼンを実
施し、SSH の代表生徒として全国 SSH 発表会に

も参加するなど、学びの技を通じた探究活動がさ

らなる成長につながっている。

次ページの表は生徒の感情の振り返りを分析

したもので、成績上位、中位、下位のグループに

分けられている。各グループは、「楽しかった」、

「まあまあ楽しかった」、「ふつう」、「少し苦しか

った」という 4 つの感情カテゴリで構成され、活

動の各フェーズ（問いの設定、情報収集、情報の

整理、発表、論文）における生徒の感情の分布が
示されている。各フェーズごとに点数が割り当て

られ、それに基づいた計算で、各感情カテゴリの

合計値が算出されている。 

成績上位のグループにおいては、「楽しかった」
が全体的に高いスコアを記録し、特に「問いの設

定」、「情報の整理」、「論文」のフェーズで高い興

味や楽しさを感じていることが分かる。一方、「少
し苦しかった」は全フェーズにわたって低いスコ

アを示し、このグループが活動を全般的にポジテ

ィブに受け止めていたことが伺える。
成績中位のグループでは、「まあまあ楽しかっ

た」が最も高いスコアを得ており、「楽しかった」

よりは少し控えめながらも、活動を楽しんでいる
様子が見て取れる。特に「情報収集」と「発表」
のフェーズでのスコアが高く、これらのフェーズ

で積極的に参加し、興味を持っていたことが示唆

される。 

成績下位のグループでは、「ふつう」が最も高い

スコアを得ており、このグループの生徒は活動に

対して特に強い感情を抱いていない可能性があ

る。「楽しかった」と「まあまあ楽しかった」はそ

れなりにスコアを得ているが、「情報の整理」と
「発表」のフェーズでの「ふつう」のスコアが特
に高く、これらのフェーズでの参加に対してやる

気が乏しかったかもしれない。

全体的に見ると、成績が高いグループほど活動
に対するポジティブな感情が強く、成績が低いグ

ループでは感情がより混在していることが分か

る。この分析から、生徒の学習活動への感情的な
反応が学習成果に影響を及ぼしている可能性が

示唆される。特に、活動の初期段階での興味や好
奇心が、その後の学習プロセスや成績にポジティ

ブな影響を与えていることが伺える。

発表風景 
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問いの設定 情報収集 情報の整理 発表 論文 計

楽しかった 9 6 9 4 7 35

まあまあ楽しかった 3 7 6 7 7 30

ふつう 4 2 2 4 1 13

少し苦しかった 1 2 0 2 1 6

とても苦しかった 0 0 0 0 1 1

コメント 自分が興味のあ

る分野で問いを

決めたから。ど

んな問いにした

ら自分が探求し

たい結論が出る

のかを考えるの

が楽しかったし

最終的に満足で

きたから。

自分が興味のあ

る問いに設定し

たことで、知ら

ない知識を知る

ことができたか

ら。

情報収集した中

から問いに適切

なのかを考える

ステップにおい

て自分の中では

必要だけど他の

人からみた時に

本当に必要な情

報なのか考える

のに少し苦労し

たけど、内容を

まとめてみると

抜粋した内容は

抜粋してよかっ

たなと感じられ

たから。

発表するのが苦

手な上に普段

だったら原稿を

みながら発表し

ているけど、学

びの技では発表

する内容を覚え

て視聴者が聞き

やすいかなど工

夫するのが難し

かった。

論文随筆は初め

て挑戦したが、

論文用探求マッ

プに内容をまと

めてから書いた

ことで、自分が

論文で言いたい

ことを本当にか

けているのかな

ど情報の整理が

できたので比較

的かきやすかっ

たです。

問いはスライド

の方がやりづら

買ったけど論文

の方の問いはス

ライドの時より

やりやすかっ

た。

関連する単語と

かをいっぱい調

べていろんなと

ころから調べ

た。

いっぱい集めた

情報をちゃんと

整理して使え

た。

ポスターセッ

ションでは暗記

しきれてなくて

うまく発表でき

なかった。

問いを変えてか

ら、調べやすく

なってよく進ん

だ。

楽しい問いをた

てられた

完璧な内容は集

められなかった

が、できる限り

の内容はできた

整理できずにい

ろんな種類に飛

び散っちゃって

大変だった

あんまり緊張し

ないタイプなの

で思っていた以

上楽しくできた

もっと内容をこ

れたりできたの

かなと思う

自分の経験を生

かした問い設定

をすることがで

きた。

色々な情報がた

くさんあったの

で、一つ一つ詳

しく調べること

ができた

逆論文を書かな

いで論文を書い

たときに、すご

く苦労したけ

ど、逆論文をか

くとすぐに内容

を理解できた。

なかなか原稿を

覚えることがで

きず、原稿を手

放せなかった。

根拠を3つも書

くことができ

た。

前から気になっ

ていたことにつ

いて調べること

ができてよかっ

た。

良いサイトがあ

まりなくて苦戦

した。雑誌や論

文がとても役に

立った。

まいれふに登録

するのが大変

だったけど、無

事登録できてよ

かった。

9月の発表とSSH

の発表が良い経

験になった。

反論の反論が少

し弱くなってし

まった。結論が

出てよかった。

自分は音楽に

よって起こる何

かについて調べ

たかったので今

回この問いでで

きてよかったで

す。

イヤホンやヘッ

ドホン関連の情

報や難聴や事故

事件などのたく

さんの情報を調

べたので種類は

充実していたと

思う

集めた情報の関

連性や違う点を

しっかり整理し

て情報を整理で

きたと思います

発表は声が小さ

くなってしまっ

たり原稿の内容

を忘れてしまっ

たりした時が

あったためペガ

サス祭ではそっ

子を改善できる

といいです。

論文は文法がう

まく使えていな

いところがあり

ましたが、内容

や図やグラフは

うまくできてい

たと思うので良

かったです。

自分が気になっ

たことについて

問いを設定でき

たのでよかっ

た。

情報が少なかっ

たので集めるの

が大変だった。

情報が少なかっ

たので整理する

のはそれほど大

変ではなかった

発表が苦手だと

いうこともあり

少し嫌だったけ

れどいいペース

で発表できたの

でよかった。

論文を書くため

にたくさん資料

を集めることが

大変だった。

好きなことを問

いに設定できた

ので全体的に楽

しく学びの技の

授業を受けれた

思っていたより

論文も本も資料

も見つからなく

て少し違う分野

のものもたくさ

ん探した

整理することは

かなり簡単だっ

た　基本知識が

多くなりすぎた

時があった

原稿をしっかり

覚えられなかっ

たのでつらかっ

た　もともと発

表が苦手なので

つらかったが成

長できた

文字数が足りな

くてつらかった

資料集めもっと

やっておけばよ

かった

テーマ設定はた

んたんと進んで

いって綺麗にま

とまった

あまり、ネット

に色覚特性の論

文があまりな

かったため、少

し収集が難し

かった

情報の整理は、

結構つめつめに

なってしまった

ため、このよう

な自己評価

文学部部長賞を

貰えた光栄と自

分でもかなりス

ムーズに行えた

ため

かなり、まとめ

にくかったし、

難しい単語が多

くなってしまっ

たかもしれな

い。

最初に自分の想

像していたタイ

トルと違うもの

になったが、最

終的にはそれが

いいほうに転

がった。

細かいところや

自分が知らな

かったところ、

新しく学べたこ

とがありやりが

いがあった。

マイレフや探究

マップをうまく

利用し、必要な

ものを調べるこ

とができた。

声はもともとで

かいのではっき

りとしゃべるこ

とができた。し

かし相手とのア

イコンタクトが

少なかったので

これからはそれ

を意識したい

普段自分が使わ

ない言葉などを

使いどの様に文

章を作り上げる

か困ったが、提

出の時にはいい

結果になった。

問いの設定が自

由なため、自分

が一番興味があ

る問題を見つけ

出すのがむずか

しかった。

問の設定さえ決

まればあとはそ

の問題に沿った

文献を探せばい

いだけなので個

人的になった簡

単。

情報の整理は個

人的にはとても

楽しかった。例

えるなら部屋の

整理のような感

じだった。

自分の文に自身

がないとき、緊

張で発表がど

もってしまった

りすることがあ

る。

論文は情報の整

理見たく収集し

た情報をまとめ

るだけなので、

個人的に簡単

だった。

自分がもともと

興味あることに

ついて調べ、深

くまで考えるこ

とができた

チャットGPTに

ついての情報が

まだ少なかった

満足するところ

まで調べること

はできなかった

けれど、ある情

報の中で深くま

で追求できた

エビデンスやス

ライドの文字を

少なくして、い

かにみやすく、

わかりやすくす

ることが楽し

かった

いろいろな人が

発表をききにき

てくれてすごく

緊張してうまく

話せていない部

分もあったとは

思うけれど、た

くさんの質問を

受けて、改善点

やもっと深める

ところも見つ

かったし、たく

さんの人が聞き

にきてくれて嬉

しかった

発表原稿をブ

ラッシュアップ

してから論文を

書いたのでより

良い文章がかけ

た

興味のあるテー

マにすることが

できた為楽しみ

だった

様々なデータが

世界中でとられ

ていて、自分と

思っていたデー

タを集めてくれ

ているためとて

も良かった

pc作業が好きな

ため、苦ではな

くて単純にpc作

業が出来て良

かった

あまり発表が得

意じゃなく不安

であったけれど

自分の作り上げ

たものが発表す

ることが出来て

良かった

タイピングする

ことが趣味のた

め趣味をしなが

ら興味のある

テーマを研究で

きて良かった

振り返ると、他

にも研究したい

テーマがあり、

選択ミスだった

ような気がして

います。

最初のころは、

論文という最終

地点が見えてい

なかったことも

あり、よい情報

の収集が出来て

いませんでし

た。

情報の収集は上

手くいかなかっ

た、部分もあり

ましたが、その

中でも自分の問

いと密接の関係

がある、情報を

手に入れられた

気がします。

10分間の原稿を

丸暗記して読む

という機会がな

く、初めての経

験だったのでも

のすごく緊張し

たのを覚えてい

ます。

学びの技に携わ

れていない期間

があり、論文だ

けでも良い結果

を残そうという

気持ちで、精一

杯、長文を書き

上げました。

自分が興味の

あったこととあ

い、かつYES、

NOで答えられる

問いをさうせい

で来たので楽し

かった

どっちつかずな

意見や曖昧な意

見が多く、”だ

と考えられてい

る”といったよ

うな情報が多く

難しかった

宇宙が関係して

いたため、広大

になってしま

い、またエビデ

ンスもちゃんと

整理出来ていな

かったので、ど

の根拠に使うか

ぐちゃぐちゃに

なってしまった

緊張して声が小

さくなってし

まったり、速く

なってしまった

ので聞いてる側

は聞き取りにく

かったかなと思

います

最初の情報収集

で集めたけど、

スライドで省い

た知識を織り交

ぜるのが難し

かったが、まと

まったのでよ

かった

興味があって

テーマにできる

ような問いを探

すのが大変でし

た。

なかなか良い

データが出てこ

なかったり、情

報が少なかった

りして難しかっ

たです。

情報を整理し、

まとめていくの

は少し楽しかっ

たです。

いろんな人に自

分の学びの発表

を聞いて意見を

いただいたりし

て、とても濃い

経験になりまし

た。

これまでのこと

を一つの論文に

まとめるのはと

ても難しいし大

変だったけど、

それ以上に文章

を書くのが楽し

かった。

特に好きなこと

や趣味がなく研

究テーマが決ま

りにくくて大変

だった。これに

決めた！と思っ

ても資料が少な

いと後々辛くな

るので問いの設

定は重要だと感

じた。

私のテーマの場

合は専門的すぎ

て調べなくては

いけない事が多

かったので調べ

るたびに理解に

繋がり楽しかっ

たです。

まいれふを溜め

すぎたりエビデ

ンスブックにま

とめきれない場

合があったため

少し大変だっ

た。でも混乱し

ていた情報が綺

麗に整理できる

ので楽しかった

とても専門的な

内容のためどれ

だけわかりやす

く伝えられるか

に頭を悩まされ

ました。先生や

友達からのアド

バイスのおかげ

で学びの技以外

の発表にも活か

すことができま

した。

内容を要約する

ことや図式化は

得意ですが文章

を書くのが苦手

なので論文の執

筆が本当に大変

でした。文章が

できても読み返

して納得がいか

なかったらやり

直しての繰り返

しで全く進まな

かったのも思い

出です。

成績上位
問いの設定 情報収集 情報の整理 発表 論文 計

楽しかった 6 5 3 3 4 21

まあまあ楽しかった 7 5 7 7 6 32

ふつう 2 7 4 3 4 20

少し苦しかった 1 0 3 3 2 9

とても苦しかった 1 0 0 1 1 3

コメント もう少し慎重に

決めるべきだと

思った

信頼できる情報

や信頼できない

情報を見分ける

のが大変だっ

た。

まとめるのは上

手くできた。

声をもう少しあ

げられればよ

かった。

自分的には完璧

だと思う

自分が興味のあ

る問いにできた

と思いました。

客観的にみてど

の分野に興味を

持ってくれるか

を考えました。

先生などに教え

てもらったお陰

でうまく整理で

きたと感じまし

た

聞いてくれる側

に以下に伝わる

か考えた声の大

きさや手の動作

などを意識しま

した

重要なところを

うまく引用して

まとめることが

できたと思いま

す。

難しかったがや

りがいがあった

問いが難しかっ

たこともあった

のでどうやって

調べればいいの

かわからなかっ

た

まとめやすいよ

うにスライドを

頑張った

緊張して声が出

なかった

先生にたすけて

もらった

問が少しやりに

くかったためも

う少しやりやす

い内容にすれば

よかった。

情報は自分の力

を存分に使って

調べたため満足

あまり整理でき

ずにプレゼン、

論文に入ってし

まったため後悔

発表は元々得意

で好きなため割

とどうにかなっ

た。

内容が意外と

薄っぺらくなっ

てしまったため

少し後悔

本当に別のもの

にすれば良かっ

たと思っている

けど完走できて

本当に良かった

…

収集力は伸びた

と思う

整理は好きだけ

ど数が多すぎて

大変だった

めっちゃ楽し

かった。

ほんとに大変

だった。めっ

ちゃ。でも完成

したら達成感は

ある。

自分のやりたい

問いにすること

ができた

好きなことの情

報収集はとても

楽しかった

たくさんの情報

の中から整理す

るのは大変だっ

たがやりがいが

あった

たくさんの人の

前で発表するの

は緊張した

スライドを文章

に直すのに苦戦

した。

自分の興味ある

ことを初めて知

れたりと、新た

な発見ができ

た。

同じような情報

が多くて面倒

だった。

反対の立場の意

見を調べたこと

が新しい感覚に

なれた。

慣れていなくて

難しかった。

まとめるのが大

変だった。

一度、問いを変

えたが、結果的

に良い問いにす

ることができ

た。

自分の興味のあ

る問いにできた

ので、調べてい

て楽しかった。

集めた情報を吟

味し、スライド

にまとめた。ま

とめ終わったと

きに達成感が

あった。

最初は緊張して

いたけど、振り

返ってみるとい

い経験だった

今まで調べてき

た情報をより簡

潔にわかりやす

くま取るのが大

変だった

問いが思いつか

なくてすごく悩

んだ

欲しい情報をす

べて手に入れる

事ができなかっ

た

情報をグラフに

したりするのが

大変だった

原稿を覚えられ

なかった

3000文字いくの

が大変だった

もう少しデータ

が多そうな問い

にすれば良かっ

たと感じたが概

ね満足出来た

論文、ウェブサ

イトなどから問

いに合った情報

を収集できた

収集できた情報

を自分なりに上

手く論文にまと

められた

収集できた情報

を自分なりに上

手く論文にまと

められた

集めた情報をま

とめることはで

きたが文字数が

少し少なくなっ

てしまった

問う範囲が広く

て結論があやふ

やになってし

まった

いる情報といら

ない情報を効率

よく区別できた

様々な分野から

考察できたこと

はいいことだけ

ど、その分情報

量が増えて大変

だった

何十人も同じ場

所で発表してい

るので授業のプ

レゼンなどの声

の大きさで話し

ても聞こえづら

い

説明しているグ

ラフの統一性が

なくて話が入っ

てきづらい

自分で全くテー

マに縛られずに

研究内容を決め

られたのは新鮮

だった。

あまり知識がな

い中調べていく

ことが楽しかっ

た。

情報が足りなく

て整理という工

程があまりな

かった。

発表は得意な方

だが暗記して発

表するのは難し

かった。

思っていたより

書くことがすく

なく、字数もギ

リギリだった。

情報がある程度

集められる問を

設定しなければ

ならず、問を１

度変えた

問を変えたあと

はネット記事や

本などを使って

うまく自分がほ

しい情報を集め

られた

確かな情報をス

ライドにするた

めにいくつかの

記事を使って慎

重に情報を整理

した

スライドの完成

度はそこそこ

だったが、発表

原稿をうまくま

とめきれず、少

しグダグダな発

表になってし

まった

発表時よりも、

さらに詳しく情

報を調べ、一つ

一つの根拠の説

明を深めること

ができた

自分の興味があ

る問いに変える

ことができたの

で良かった。

最初に決めてい

た問いではなく

なったので収集

が大変だった。

あまり情報を集

められなかっ

た。

情報を整理しつ

つ、足してスラ

イドを作ったの

で、自分の中で

満足できるスラ

イドが作れな

かった。

スライドの説明

が足りていなく

て、相手に分か

りづらい発表に

なってしまっ

た。自分の想定

外の質問をされ

てしまって、あ

まり答えられな

かった。

発表を踏まえて

また情報を足し

ながら論文を作

ることができ

た。期限以内に

作り終えること

ができなかった

ので、後悔して

いる。自分の納

得する論文が作

れて良かった。

今までを通し

て、将来学歴が

必要かなどの興

味を用いたこと

から満足した。

情報の収集をし

ている過程で

は、結論は最終

的にどうなるか

と気になってい

た。

収集をしている

間に同じ分野の

は一括りにして

他の人から見や

すいようにし

た。

発表前では緊張

もあったが、終

わったら達成感

が得られた。

発表を踏まえ

て、改善点も見

つけ、修復する

ようにした。

自分の好きな分

野をテーマにで

きるから楽し

かった

情報の収集はさ

まざまな情報を

集めたほうが後

で楽だと感じた

１つ１つメモして

いかないとデー

タをもう一回探

さなきゃいけな

いので大変だっ

た

意識することが

多かった。人か

らの意見が聞け

て活かしやす

かった

もう少し論題に

具体性があった

ほうが良かった

今後の自分に生

かせるような

テーマに決めら

れたと思う

情報が中々な

く、内容が薄い

ものになってし

まった。

エビデンスブッ

クや、まいれふ

にまとめるのを

めんどくさがっ

てしまい後々大

変なことになっ

てしまった

大きな声ではっ

きりと喋れたと

思う。もう少し原

稿を暗記すれば

よかった

自分の言葉でま

とめられたと思

う

成績中位

問いの設定 情報収集 情報の整理 発表 論文 計

楽しかった 6 4 1 5 2 18

まあまあ楽しかった 3 3 4 6 7 23

ふつう 4 8 9 5 7 33

少し苦しかった 3 1 3 0 1 8

とても苦しかった 1 1 0 1 0 3

コメント 問いの候補を考

えたり決めるの

が楽しかった

最終的にそれな

りに情報を集め

れた

見やすくスライ

ドの文字が多く

なりすぎないよ

うにできた

自信があまりな

くて声が小さく

なってしまった

きれいに情報を

整理できたと思

う

あまり自分が興

味のある問いを

設定することが

出来なかった。

比較的最近の話

題で情報が多

かったので収集

しやすかった。

記事が多かった

のでどこを抜粋

するのか難し

かった。

あまり台本を覚

えることが出来

ず説明できな

かった箇所も

あった。

参考文献が少な

く情報不足だっ

たと思う。図や

表などが少な

かった。

自分の気になっ

た事だったので

満足です

情報を集めて理

解できて楽し

かったです

集めるのは楽し

かったけど整理

するのは大変

だった

自分の研究して

きて事を発表で

きてちょっと嬉

しかったです

3000文字行くの

大変だった

最初の問いから

変化したが、一

番調べやすく発

表しやすい問に

なったと思う。

たくさんの情報

を調べられた。

だが、情報の大

半が文部科学省

のものだったの

で、たくさんの

サイトから引用

したほうが良

かったのかなと

思う。

情報をまとめる

のは難しかっ

た。探求マップ

は一年を通して

一番大変だっ

た。

自分で学びたい

と思えるテーマ

を設定できたし

楽しかった。

研究している人

が限られてい

て、いろいろな

ところから情報

を集めるのが難

しかった。

まいれふの登録

がこまめにでき

ていなかった。

声大きく、読む

速さも意識して

発表できた。外

部の人ともテー

マに関して会話

できてよかっ

た。

字数が少なかっ

たけど濃い内容

でできたと思

う。反論の反論

がなかった。

野球はデータが

少なかったから

やめたほうが良

かった

データがなくて

困った

大変面倒くさ

かった

原稿を覚えるの

が大変だった

文字を稼ぐのが

大変だった

もっと研究しや

すいテーマを選

んだほうが良

かった。

良い情報が集ま

らなくて苦労し

た。

集めていくうち

に、自分の言い

たいことが分か

らなくなってき

た。

何度も練習した

ので、良い発表

ができたと思

う。

書くのに時間が

かかった。

問いの設定は今

後の研究で苦し

くならないよう

に設定した

調べるとどちら

の意見も出てき

て分かりづらい

のでしっかりと

した記事を見る

どの情報を使え

ばいいのかわか

らなくて手こず

ることがあった

原稿を覚えるの

が難しかった

3000字以上と決

められていて情

報がたりなこと

があった

問いが反論など

が見つけにくい

ものだったから

難しいものだっ

た

問いを決定づけ

るものが多かっ

たが反論が全然

見つからなかっ

た。

自分的には結構

うまく整理でき

ていて見やす

かったとおも

う。

緊張してしまい

根拠の説明がう

まくできなかっ

た。

論文なのに箇条

書きにしてし

まったがそれ以

外は順調に進め

られた。

気になることに

した

うまく行った 下手だった スピーカーノー

ト無しで発表を

した

期限に間に合わ

なかった

自分の興味のあ

る分野で調べら

れたのでよかっ

た

いい感じのは

あったけどもっ

と集められたと

思う

まとめるのが下

手くそだった

最初は緊張した

けどいい感じ！

自分の言葉で伝

えられた

文章を構成する

のが下手だった

自分の体験から

作ったテーマ

だったので進め

ていて楽しかっ

た

様々な公的資料

から情報収集で

きたと思う、も

う少し本や紙

ベースのものか

らも情報収集を

したほうがいい

なと思った

まいれふの登録

を忘れずに検索

したり読んだ本

の資料をなるべ

く早めに登録し

たほうがいいと

思った

はきはき喋れ

て、質問にも

しっかりとこた

えることができ

たと思った

反論に対する反

論など深く書く

ことができな

かったことに対

してもう少し深

堀できたとお

もった

自分にあった

テーマを見つけ

るのがとても難

しかった

集めた情報がが

根拠の裏付けと

なるデータとい

うより、基本知

識のような情報

が多かった

たくさんの情報

からまとめるこ

とがうまくでき

た

原稿があまりか

けていなかった

が研究の中で得

た知識のおかげ

でスムーズに発

表できた

データの数が少

なく根拠の裏ず

けとなる説明の

信用性も薄く

なってしまっ

た。

もう少し真剣に

かんがえればよ

かった

いい感じのサイ

トが多くあった

あんまり得意

じゃない

もう少しわかり

やすくしたかっ

た

微妙、情報量が

すくないからか

きずらい

成績下位
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❷－③－[f] 自由研究
【概要】 

玉川学園では、高校 1 年生から高校 3 年生までの全生徒が自由研究に取り組む。このプログラムは、

学問的研究に至るまでの疑問の掘り下げと、学際的な探究を促進することを目的としている。自由研究
は、生徒が自らテーマを選び、研究を主体的に進行させることで、研究成果の発表に至る全過程を経験

する。この授業は、「自学自律」の精神を育み、生徒が将来の高等教育や社会で役立つ知識や技能を習得

することを目指している。また、令和 6 年度からは総合的な探究の時間として自由研究Ⅰを実施し、学
びの技での取り組みをさらに深化させる予定である。このプログラムを通じて、生徒たちは失敗を経験

しても粘り強く試行錯誤を続ける力を養い、異なる分野の研究を統合できる知識と技能を身につける。

高大連携や産業界との連携を通じた交流や、科学技術・理数系コンテストへの参加により、生徒たちの

主体性が向上し、国際的な取り組みへの参加が促進されることが期待される。 

[a.仮説］ 

自由研究を通じて、生徒たちは自身の興味や関
心に基づく研究テーマに取り組むことで、問題解

決能力や批判的思考力を高めることができる。ま

た、教科を横断する学際的な研究により、知識の

統合能力も養われると考えられる。また、令和 6

年度から年次進行で実施される自由研究Ⅰ～Ⅲ

では、生徒が自ら設定した目的や仮説との関係性

を深め、期待される成果に対する自己の貢献度を
意識することで、さらに主体的な学びへと進化す
ることが期待される。仮説の設定から研究成果の

発表に至るプロセスを通じて、生徒たちは自己効

力感を高め、将来にわたって継続的に学び、成長
していく基盤を築く。 

[ b.内容・方法・検証] 

自由研究では、生徒が自らテーマを設定し、計

画に基づいて研究を進める。研究プロセスには、

資料収集、実験、論文作成が含まれる。成果は、
玉川学園展や学校行事、外部の大会やコンテスト

で発表される。生徒の学びは、研究の進捗、中間
報告、最終発表を通じて検証される。また、自由

研究Ⅰ～Ⅲでは、高校 1 年生から始まる 2 年半の

研究プロセスを通じて、生徒が研究テーマに関し

て深い理解と関心を持つように指導される。中間
発表やトピック内発表会を経て、研究成果を A4

用紙 10 枚以上の卒業論文にまとめることで、生

徒の研究プロセスと成果が検証される。これによ

り、生徒が研究における批判的思考や問題解決能

力を実際に発揮し、学際的な視野を持って取り組

むことが期待される。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

自由研究は高校 1 年生から高校 3 年生の全生徒
が対象で、毎週金曜日の 7・8 時目に実施される。

人文科学、社会科学、自然科学、健康・生活、芸

術の 5 つのカテゴリーから、生徒は自分のテーマ

を選び研究に取り組む。基本的には個別研究であ

り、2.5 年間継続して行われる。また、自由研究の

運用では、全教員が学際的な研究テーマに対応し、

教科を超えた連携を強化する。このアプローチに
より、生徒は異なる分野の知識を統合し、より包
括的な視野で研究に取り組むことができる。特に、

令和 6年度入生徒から適用される自由研究Ⅰ～Ⅲ

では、生徒がさまざまな学問分野に触れる機会が
増え、学際的な学びが一層促進される。 

図 自由研究のカテゴリーとトピック 

[ d.評価手法・教科連携] 

評価は、テーマの適正、根拠と構成の適正、言

語表現と参考文献の記述、研究に取り組む姿勢な

どを基に行われる。また、全教員が関わることで

教科連携を強化し、教科を横断する研究テーマに

も対応している。また、自由研究の評価において

は、新たに作成された協働性を測る指標に基づい
て、生徒が分野をまたいだ協働的な学びを通じて
知の統合ができているかを評価する。この検証評
価方法により、生徒の学びの質が向上し、研究テ

ーマに対する深い理解と総合的な視野を持った

アプローチが促進される。
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[ e.既存の教科・科目との関連] 

自由研究は、学校の教科学習を超え、生徒が自

ら選んだテーマに深く没頭できる機会を提供す
る。これにより、教科学習における疑問が深まり、

学際的な探究心が育成される。また、自由研究は、

既存の教科学習との関連を深めながら、生徒が主

体的に学ぶ意欲を促す。令和 5 年度からの自由研
究Ⅰ～Ⅲでは、学びの技での取り組みを昇華させ、

より高度な探究活動が可能になる。これにより、

生徒は教科の枠を超えた知識を活用し、より複雑
な問題に対して自ら判的思考力、コミュニケーシ

ョン能力がバランスよく身につくことを通じて、

生徒の自己効力感の向上を目指している。また、
併設された玉川大学を中心とした高大連携を強

化し、大学や研究機関・産業界との連携を推進す

ること、発表会における交流を通じて近隣の小中
学校や高等学校との連携を促進すること、世界大
会や国際シンポジウムへの参加を通じて国際的

な取り組みを推進することで、科学技術・理数系

コンテスト等への参加数の向上が期待される。

表 年間の流れ 

[ f.教師の指導力向上] 

自由研究の指導を通じて、教員は学際的な指導
法や生徒の自律的な学びへのサポート方法に関

するスキルを向上させる。また、探究学習研究会

への参加や他校の先生方との情報交換を通じて、

探究学習やカリキュラムに関する知識を深める。

また、自由研究の指導を通じて、教員は生徒の自

律的な学びをサポートするための学際的な指導

法や新しい評価方法に関するスキルを向上させ
ている。年度当初に実施される自由研究の指導者
向け研修会や年度末の振り返り会を通じて、教員

同士の経験や知見の共有が行われ、教科を横断す

る研究テーマへの対応力が高まっている。また、

探究学習研究会への参加や他校の教員との情報

交換を通じて、より効果的な探究学習やカリキュ
ラム開発に関する知識を深め、探究学習の質の向

上に努めている。

[ g.その他] 

自由研究では、生徒たちは年度末にスライド作

成・発表を行い、玉川学園展やペガサス祭でのポ
スター発表などを通じて、自らの研究成果を広く

社会に発信する機会を持つ。このプロセスは、生

徒たちのコミュニケーション能力やプレゼンテ

ーションスキルを高め、将来的に社会で活躍する
ための重要な経験となる。また、自由研究のテー

マが生涯学習の一環として、卒業後も継続的に追

究されるケースも見られ、生徒の学びへの熱意や
探究心を示している。

表 高校 3 年生受賞生徒のテーマ一覧 

月 自由研究　2023年度年間予定

4/7　自由研究担当者会議（講師の先生方対象）自由研究なし

4/14　第１回自由研究　　登録日（７時間目のみ）　16：15～終会あり　

新10年生が各教室を回り、仮登録を行います。

4/21　第2回自由研究　　登録日（７時間目のみ）　16：15～終会あり

新10年生の仮登録締め切り（新10年生の仮所属が決定）。

新11年・新12年のメンバーの確認、研究計画の確認

仮テーマ決定

10年生本登録（仮登録から変更の生徒のみ変更手続き）カテゴリー、トピックの変更は5月末まで

自由研究テーマ設定講座（主に10年生希望者を対象にMMRCで開催）

6 12年　卒業研究提出（A4　10枚以上）　提出期間6/9（金）～6/16」（金）

7 12年生　卒業研究賞推薦

9 トピックごとに中間発表

スライド作成講座（主に希望者を対象にMMRCで開催）　Googleスライドを使用

K-12探究学習研究会　12年生金賞生徒スライド発表

11 スライド作成

12 スライド作成仕上げ

10・11年　スライド提出（10枚）　提出期間1/12（金）～1/19（金）

トピック別発表会

トピック別発表会

各トピック代表者選出

2/29、3/1　玉川学園展・ペガサス祭　

10・11年生全員動画によるスライド発表

各トピック代表者のポスターセッション発表または口頭発表

10・11年生奨励賞推薦

4

5

10

1

2

3
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「経営学」で、第 13 回 TWICE AWARD に参加（主催団体：トゥワイスプラン）。 

高校 1 年生３名のグループが、企業賞、江崎グリコ賞、全体準グランプリを受賞。 

「栄養学」で、第１回高校生レシピコンテスト（主催団体：新潟医療福祉大学）。 

高校 2 年生の生徒が、新潟食料農業大学賞を受賞。 

制限食によるストレスとその解決法というテーマで、研究し、作品「母に贈る 夏の恵みの減塩カレー」

を制作。制限食という自身の研究テーマの中、「塩分制限食」のレシピを作成して挑んだ。 

同じく「栄養学」で、第 22 回 生活創造コンクール（主催団体：東京家政大学生活科学研究所）。 

高校 3 年生の生徒が、努力賞を受賞。 

研究テーマは「米粉と大豆ミートの可能性」 

分野を融合した取り組み例 
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❷－③－[g] 科学系クラブ活動(サイエンスクラブ)

【概要】 

サイエンスクラブでは、生徒一人ひとりが理科・情報分野における興味関心に基づいてテーマを設
定し、主体的に課題研究に取り組んでいる。基本は個人研究を中心とするが、上級生が下級生を指導

したり、異なる分野の生徒同士が互いにアドバイスを交わすことで、多様な視点を取り入れた協働的
な学びを実現している。生徒は、研究成果を論文コンテストや学会のジュニアセッション、SSH 発表
会などで発表し、知の統合を目指した活動を展開している。また、近年では学年や専門分野を超えた

チームを形成し、コンクールやコンテストへの挑戦を通じて実践的な探究力を高める取り組みも進め

ている。

[a.仮説］

サイエンスクラブにおける主体的な課題研究

や協働的な学びを通じ、生徒は多様な視点から

問題を探究し、知識を統合する力を養うことが
できると考えられる。個別研究を行うだけでな

く、部内での発表会や異分野の生徒との協働に
よって、研究内容を深め、論理的思考やコミュ

ニケーション能力の向上が期待される。また、

外部発表の機会を増やし、他者からのフィード

バックを受けることで、自らの研究を客観的に

見直し、さらなる成長へとつなげることができ
る。
[b.内容・方法・検証]

 昨年度は、化学に関するテーマで１名、情報

分野に関するテーマで７名が課題研究に取り組
んだ。 情報分野は小学生から高校生までいる

ため、後輩に指導したり、お互いに意見を出し
合ったりしながら研究に取り組んだ。普段は違

う研究テーマに取り組んでいるが、高校生３名

がチームを組んで参加した数理科学コンクール

では、その場で出された課題に協力して取り組
み、各自の得意分野を活かして「学長賞」を受

賞した。また、下級生にやる気を持たせるため
に、上級生が「部内ロボット大会」を企画した。

各学年に応じた難易度のルールを設定し、プロ
グラミングについて楽しく学べるように工夫し

た。 化学分野では「化学発光」について研究

をした。発光時間や発光強度の測定（数値化）
が課題となったが、反応の様子を撮影した動画

を Python の OpenCV を使って１秒ごとに画像化
し、各画像から発光強度をグラフ化するプログ

ラムを、情報部門の生徒達がアドバイスして、

数値化することに成功した（下図）。
 このように、学年・分野を超えて、協働的な
学びを実現している。 

図 化学発光の実験結果（試薬の濃度検討） 

 反応時間と発光強度の関係を表したもの今年

度は、化学・物理・情報分野で計 13 名が課題研

究に取り組んだ。化学分野では「化学発光」を
テーマに、情報分野の生徒の協力を得て Python

を活用して発光強度の数値化に成功した。また、
新入部員は先輩の研究内容に触発され、生分解

性プラスチックや再生野菜など環境問題をテー

マに選ぶなど、多様な視点での探究が広がって

いる。情報分野では、専門の顧問教師が不在な

がらも、上級生や卒業生が技術指導を行い、研
究の進展を支援した。一方で、異なる分野の生
徒や顧問との質疑応答を繰り返すことで、論理

的な研究の進展を図った。このように、学年や

分野を超えて互いに刺激を与え合いながら、協
働的な学びを深める活動を意識した。また、全

部員は、研究成果を学外の論文コンテスト、
SSH の発表会、学会のジュニアセッションで発

表した。これにより、生徒の主体性や社会的責

任感を育むことができると考えており、他者か

らのフィードバックを受けて探究を深化させて
いくかどうかを検証している。

[c.対象・形態・運用・指導体制など] 

 高校 3 年１名、高校 2 年 1 名、高校 1 年５名、
中学 2 年２名、中学 1 年４名。 

8~10月頃に論文コンテスト、10~3月頃に発表系

コンテストに参加している。"

[d.評価手法・教科連携] 

 主体性アンケートの他、研究の成果を応募し

たコンテストや発表会の実績でも評価する。 

[f.教師の指導力向上] 

 生徒を引率して発表会などに参加する際、他

校の取り組みなどについても情報収集している。 

[成果] 

2023 年度 

・第 67 回日本学生科学賞 中央最終審査 入選 2 等

・第 14 回坊ちゃん科学賞・研究論文コンテスト

優良入賞、奨励賞
・第 22 回神奈川大学全国高校生理科・科学論文

大賞 努力賞

・第 26 回数理科学コンクール(人工知能の部)

学長賞
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・第 6 回中高生情報学研究コンテスト

関東ブロック通過、全国大会出場

・第 23 回日本情報オリンピック
優秀賞（予選 A ランク）

2024 年度 

・第 68 回 日本学生科学賞 中央最終審査 入
選２等（中学）、学校賞（中学）

・第 68 回 日本学生科学賞 東京都大会 優秀

賞（中学）
・JSEC2024（第 22 回高校生・高専生科学技術チ

ャレンジ）入選

・第 23 回 神奈川大学全国高校生理科・科学論
文大賞 優秀賞

・第 15 回 坊っちゃん科学賞研究論文コンテス

ト（高校部門）佳作
・第 7回中高生情報学研究コンテスト関東ブロッ
ク通過、全国大会出場

・日本分析化学会 令和６年度分析イノベーシ

ョン交流会 最優秀ポスター賞

今年度は、学外コンテストにおいて、以下の賞

を受賞した。特に、読売新聞社主催「日本学生

科学賞」での「学校賞」は、SSHⅠ期目から応

募し続けてきた成果が認められたものである。 

（日本学生科学賞 入選２等の高校 3 年生） 

（中高生情報学研究コンテスト応募ポスター） 

『AERA』掲載 https://dot.asahi.com/articles/-/251811 
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❷－③－[g] 科学系クラブ活動(サンゴ研究部)
【概要】2011 年に小学校 6 年生の理科の授業において、環境学習のテーマとして「サンゴ礁の白化」

を扱ったところ、生徒から「現地に行って見てみたい！」という声があがり、「石西礁湖でのフィー

ルドワーク」、「現地校との交流発表」を企画し、実施した。現地でサンゴ礁の白化を目の当たりに

した生徒達は、サンゴを守ろうという決意を固め、行動を起こした。13 年経った現在、玉川学園サン

ゴ研究部として、「研究班」「移植班」「広報班」の３つのチームを構成し、活動を行っている。今

年も企業、地域の方、テレビで活動を見た方など多くの方々に支えられつつ、学園で育成したサンゴ

を生徒自ら伊江島へ運搬、移植に挑戦した。

 2024 年度には、沖縄県伊江島での活動に加え、新たに東京湾でのサンゴモニタリングプロジェクト

がスタートした。このプロジェクトでは、都市部の水域におけるサンゴの生態系を調査し、環境要因

との関連を分析することで、サンゴ保護の新たな可能性を探ることを目的としている。また、サンゴ

研究部の活動は、持続可能な開発目標（SDGs）の達成にも貢献している。特に「目標 14：海の豊かさ

を守ろう」に関連し、サンゴ礁の保護・再生を通じた海洋環境の保全活動を実施している。さらに、

「目標 17：パートナーシップで目標を達成しよう」に基づき、企業・大学・自治体との連携を強化し、

環境保護活動を拡大している。これらの活動を通じて、生徒たちは科学的な視点を持ちながら探究的

な学習を実践し、自らの発見を社会に還元する力を養っている。 

[a.仮説］ 

“TAMAGAWA ACADEMY SANGO PROJECT” 

では、サンゴに着目し、多くの方々と連携して

飼育・養殖・観察・研修・移植・発表に取り組

んでいる。サンゴやサンゴを取り巻く環境の研

究、より広い環境問題についての研究も行って

いる。活動の中で、生徒一人ひとりが自分自身

で感じ、考え、答えを探し、見つけていく。他

者との協働を通し、将来に役立つ“自分の力”

を発見し、行動を起こすことのできる実行力が

向上すると仮説を設定した。 

[ b.内容・方法・検証] 

部員の増加に伴い、「移植班」「研究班」

「広報班」に活動を分割し、生徒の役割を明確

化した。自分が適した場所でやってみればでき

そうだと思うところで挑戦し、やればできると

いう自信をつけ、さらなる挑戦に挑んでいく主

体性、自己効力感の上昇を検討する。 

また、各班に代表生徒を設け、情報伝達を円

滑に行い、企業や地域と連携することでサンゴ

移植プロジェクト、モニタリングプロジェクト

を実施している。また、SSH をはじめ、企業や大

学等の協力を得て、水槽環境整備や研究活動、

広報活動を推進している。生徒は自分の特性を

活かし、主体性や自己効力感を高める挑戦を続

けている。 

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

生徒数 41 名（小学 6年～高校 3年） 

中学顧問１(社会)，高校顧問２(化学/生物) 

・大会発表

・講演会

・地域連携

・企業連携

・大学連携

【研修】 

・7月沖縄県伊江島研修

・9月静岡県沼津研修

玉川学園サンゴ研究部の 1 年は、「移植班」

「研究班」「広報班」に分かれ、前半は各班ご

とに専門知識や水槽管理を学び、実験や観察を

行う。中盤からは企業や地域との連携を強化し、

具体的なプロジェクトや移植活動に取り組む。

後半には成果発表、広報活動を中心に実施する。

また、SNS や HP では、活動報告や研究成果を発

信し、広く情報を共有している。各班の代表生

徒が情報共有や調整を行い、一年間を通じて自

主的に活動を進めている。 

[ d.評価手法・教科連携] 

・YDシートの使用

・主体性アンケート

教科連携と評価手法に特に力を入れている。

例えば、理科の授業（自由研究）でサンゴ礁の

白化現象を学び、その知識を基に実際のサンゴ

飼育や移植活動を行っている。また、生徒は定

期的に学会や発表会に参加し、自分たちの研究

成果を発信する機会を持っている。評価手法と

しては、各生徒の貢献度や成長度を定量的に評

価するだけでなく、YD シートを作成し、自己評

価や他者評価も取り入れている。これにより、

生徒は自分の成果や行動基準の価値観を振り返

り、さらなる向上を目指すことができる。 

[ e.既存の教科・科目との関連] 

 玉川学園サンゴ研究部の活動は、SDGs（持続

可能な開発目標）と深く関連している。特に以

下の目標との関連が顕著である。【目標 14】: 

海の豊かさを守ろう：サンゴ礁の保護と再生は、

海洋生態系の維持に直接貢献する。【目標 17】: 

パートナーシップで目標を達成しよう：産学連

携や地域連携を通じて、企業や研究者と協力し

ながら活動を進めている。 

63



また、サンゴ研究部の活動は、学校の教科や科

目とも密接に連携している。【理科】：サンゴ

の生態や白化現象を学び、実験や観察を行う。

【地理】：サンゴ礁の分布や環境問題について

学び、フィールドワークを通じて理解を深める。

【社会】：環境保護の意義や地域社会との連携

の重要性を学ぶ。【情報】：活動報告や研究成

果を SNSやネットで発信し、情報リテラシーを高

める。このように、玉川学園サンゴ研究部の活

動は SDGs の目標と学校の教科・科目と密接に関

連しており、生徒たちの学びと成長をサポート

している。 

[ f.教師の指導力向上] 

サンゴ研究を始める際は、全員が研究に取り

組むことからスタートし、学会での発表を目指

していた。しかし、活動を進める中で、それぞ

れの生徒が持つ特性に応じた役割分担をするこ

とで、より効果的な学びと成長が可能であるこ

とが分かった。当初は専門家や企業との連携に

も多くの困難があったが、生徒の適性を活かす

形で「移植班」「研究班」「広報班」に分け、

それぞれに適した挑戦を促したことで、生徒一

人ひとりが自分の力を最大限に発揮できるよう

になった。 

具体的には、自らの頭の中で思考し、分析を

深めることが得意な生徒は研究班としてサンゴ

の生態や環境条件の研究に従事し、実験やデー

タ解析を担当する。体を動かし、実践を通して

学ぶことに適性を持つ生徒は移植班として、実

際のサンゴ移植作業や環境整備に携わり、現場

での適応力を養っている。そして、人とコミュ

ニケーションをとりながら自己発見していく生

徒は広報班として、SNS やメディアを活用した情

報発信、企業・地域との連携を担当し、サンゴ

保護の意義を社会に広める役割を果たしている。

この３つの班の多様性によって、専門家や企

業、地域の方々との連携がより広がり、それぞ

れの強みを生かした協力が可能となった。教員

は、各班の活動方針にできる限り口を出さず、

常にフォローする姿勢を心がけることで、生徒

たちの主体性を尊重している。このプロセスを

通じて、生徒たちは自己効力感を高めるととも

に、企業や地域との実践的な連携を深め、より

自発的に環境問題へのアプローチを試みるよう

になった。 

 [ g.その他] 

当初、玉川学園サンゴ研究部では、全員が研

究に特化して取り組んでいたが、特性に応じた

役割分担がなく、自分の力を発揮できない生徒

が多くみられた。これを解決するため、生徒の

特性に応じて「移植班」「研究班」「広報班」

に分けることで、各自が持つ力を最大限に活か

すことができた。この班分けにより、生徒は自

信を持って活動に取り組み、より多くの成果を

収めるようになった。研究大会、活動大会、地

域や企業での環境活動講演と多様なグループの

連携が広がり、活動成果も向上している。 

【受賞大会・発表大会】 

・日本サンゴ礁学会、日本生態学会、日本水産

学会、日本生物教育学会、等

・「GLOBAL LINK Queensland (GLQ)2023」ブロン

ズアワード受賞(第 3 位/7 か国 10 チー

ム 参加)

・「第 9 回全国ユース環境活動大会関東大会」

主催:環境省/独立行政法人環境再生保全機

構/国連大学サステイナビリティ高等研究所(結

果)13校中第 2位→全国大会出場決定(各

地方大会第 2 位まで計 16 校が 2 月全国大会進

出)

・「第 13 回毎日地球未来賞」主催:毎日新聞社

(結果)クボタ賞(準大賞 :全国第 2 位)

→毎日新聞掲載(1 月 11 日朝刊)

・「第 9 回全国ユース環境活動大会全国大会」

主催:環境省、独立行政法人「環境再生保全

機構」、国連大学サステイナビリティ高等研究

所、後援:読売新聞社(結果)第 5 位(16 校中第 5

位)

・「第 14 回高校生バイオサミット」(環境大臣

賞)

・「第 26回日本水大賞」(大賞：グランプリ)

【企業・団体へのセミナー】 

・西松建設「2023 環境セミナー」(2023.11.15)

会場:西松建設本社 第 1 部 お茶の水女子大学

服田教授 第 2 部 サンゴ研究部

・東京町田ロータリークラブ(全 4 回)中学生、

高校生、小学生、総合

【雑誌掲載】 

・「日経サイエンス」(2023.4.25) 玉川学園小

学部 教室の海水水槽から広がる興味!

・「子供の科学(1 月特大号) 」12.10 発売 好

きを深める学校を直撃!教えてセンパイ!

誠文堂新光社(発行部数 9 万部)

【web 掲載】 

・Sony Music「cocotama」(2023.9.20)VTuber・

九条林檎×玉川学園 サンゴ研究部― 地球の未来

を考えてみる座談会 前編/後編

・「子供の科学」 深ボリ講座(2023.12.11)玉川

学園高等部サンゴ研究部部員はどんな研究を進

めてる?

・「玉川学園 HP」(2023.11.17)GLOBAL LINK

Queensland (GLQ)2023

・「玉川学園 HP」(2023.12.13)企業講演会、学

会発表について

・「読売新聞オンライン」(2023.11.28)サンゴ
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研究部の高 3、豪州での環境コンテストで受賞 

・「玉川学園 HP」(2024.03.07)現代アートの国

際展「横浜トリエンナーレ」

・「横浜市 HP」(2024.3.5)

・「クボタプレス：クボタが応援する若い力 第

3回」沖縄と東京がつなぐ、サンゴの奇跡

【作品展示・ワークショップ】 

・光の海からのアラーム~海の環境問題をアー

ト・デザインで翻訳し、未来へつなぐ~

・第 43 回横浜開港祭にてサンゴコーヒー販売

【新聞掲載】 

・「日本経済新聞」(2023.8.28)海に森を建てる

(西松建設(株)による広告掲載)

・「町田タウンニュース」(2023.11.23)高校生

を招いて行われた町田 RC の勉強会

・「町田タウンニュース」(2023.12.21)サンゴ

研究に国際評価

【連携団体】 

・伊江島海の会(伊江漁協共同組合)

・西松建設(株)

・国際航業(株)

・環境技術センター(株)

・町田焙煎珈琲株式会社(珈琲作成)

・富士フィルムビジネスイノベーション株式会

社(HP 制作)

・株式会社 mic21

・株式会社ソニーミュージックエンタテインメ

ント

・かっちゃまダイビングサービス

【公表】 

・環境省_「第 9 回全国ユース環境活動発表大会

(全国大会)」 の審査結果について

https://www.env.go.jp/press/press_02160.htm

l

・タウンニュースサンゴ通じ、環境学ぶ 玉川学

園研究部招き、勉強会

https://www.townnews.co.jp/0304/2023/08/31/

694681.html

・Globla Link 2023 開催報告

https://www.edunet.or.jp/gl/vc-

files/queensland/pdf/report.pdf

・読売新聞オンライン

https://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/support/in

formation/CO036488/20231128-OYT8T50011/

・タウンニュース

https://www.townnews.co.jp/0304/2023/12/21/

711708.html

・goo ニュース

https://news.goo.ne.jp/article/townnews/reg

ion/townnews-711708.html

・毎日新聞社_「第 13 回毎日地球未来賞」受賞

12 団体決まる 

https://www.mainichi.co.jp/event/aw/chikyum

irai/13-2.html 

・毎日地球未来賞の報告会の視聴

https://youtube.com/live/trZmZCBmN54

・株式会社ソニーミュージックエンタテインメ

ント VTuber・九条林檎×玉川学園 サンゴ研究部

――地球の未来を考えてみる座談会

https://cocotame.jp/series/044844/

画像：第９回全国ユース環境活動発表大会（全

国大会）での登壇の様子 

画像：第 13回毎日地球未来賞での登壇の様子 
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❷－③－[g] 科学系クラブ活動(ロボット部)
【概要】 
 本クラブは小学 6〜高校 3 年生を対象とし、平日 3 日と土曜日に活動を行っている。活動の主な目標

は、夏季に開催されるWRO大会（World Robot Olympiad）と、冬季のFLL大会（FIRST LEGO League）
への参加であり、新入生は個人ごとのトレーニングを受けた後、大会参加希望者はチームを組み、数ヶ

月をかけてロボットの開発やプログラミングに取り組む。また、中高の学校説明会や玉川学園展での発

表を通じて、初対面の人に対して活動の様子を説明する機会も多い。2024 年度は、WRO JAPAN にお
いて浜松予選会のジュニア部門ミドル競技で中学 2 年生 2 名のチームが優勝し、シニア部門エキスパー

ト競技では高校 1 年生 3 名のチームが第 2 位となった。東京予選会では、ジュニア部門エキスパート競

技に中学 3 年生 2 名のチームが出場し、ジュニア部門ミドル競技では中学 2 年生 2 名のチームが全国大

会に出場するなど、成果を上げた。さらに、FLL 東京予選会では高校 1 年生 3 名がボランティア活動に
参加し、学園展での部発表や学校説明会での実演・説明を通じて、クラブの活動内容を広く発信した。 

[a.仮説］ 

生徒に与えられる課題は、いずれもゴール、あ

るいは大会ルールのみであり、この目標を達成す

るための本体の設計、プログラミングは自分で工

夫することが求められる。また、ロボットが予定

通りの動作をしない場合、本体の設計とプログラ

ムの両面に改良点を見出すことを学ぶ。こうした

ことから分析的な思考力、主体的に開発する自立
性を身につけることができ、実生活や学習にも生
かすことができる。

[ b.内容・方法・検証] 

 新入生のトレーニング期間中は、ロボットが想
定通りに動作しないという相談を受けることが

多いが、指導者はすぐに改良箇所を指摘するので
はなく、生徒とともに原因を切り分けながら探る

姿勢を示すことを重視している。また、上級生の

技術を見せる機会を設けることで、技術の継承や
モチベーションの向上を図っている。大会参加を

目指す生徒には、「もっとこのような動きができ
るようにならないか？」と次の目標を提示するが、

解決方法には触れず、自ら考えさせるように指導

している。FLL 大会では「イノベーションプロジ

ェクト」部門が必須であり、生徒たちは専門家の
意見を求めたり、実際に体験できる場を探したり

することが求められる。数ヶ月かけて計画を立て

るなかで、指導者はオプションを複数示しながら

も、生徒自身が方向性を決定できるようにサポー

トしている。2024 年度は、高校 1 年生が Python

を用いた PID 制御に取り組み、ロボットの精密な

制御技術を習得することを目指した。具体的には、

車輪 2つで倒立するロボットの制御やライントレ
ースの精度向上に活かす取り組みを進めた。これ
により、アルゴリズムを活用した制御技術の習得

と実践的なロボット開発の経験を積むことがで

きた。

[ c.対象・形態・運用・指導体制など] 

新入生の入部は、その後のトレーニング期間が
必要なことから、前期中間テストまでとしている。

WROのルールは1月中旬に英語版のみ発表され、

7 月下旬から 8 月上旬の地区予選に向けてロボッ

トの開発を進める。FLL 大会では、5 月に年度の

テーマが発表され、それに基づいた「イノベーシ

ョンプロジェクト」への取り組みが始まる。ロボ
ット競技のルールは 9 月に発表され、12 月の地

区大会、2 月の全国大会と続くため、大会に向け

た準備には半年以上の時間を要する。こうした長

期的な取り組みを通じて、生徒たちは計画的にプ

ロジェクトを進める力を養い、問題解決能力を高

めていく。プログラミングには、SSH 予算で購入

したパソコンと生徒が持参する BYOD パソコン
を併用し、競技の実践環境を整備している。資金
はクラブ予算のみで運営されており、競技コート

の購入に大半の予算が割かれるため、資金管理の

工夫も求められる。活動には小学 6 年生から高校
3 年生までの生徒が参加しており、それぞれの学

年の生徒が自身のスキルレベルに応じた活動を

行いながら、新入生への指導や上級生による技術
継承を意識し、長期的な成長を見据えた運営がな

されている。2024 年度は特に、高校 1 年生が

Python を活用した高度なプログラミングに挑戦
し、PID 制御を用いたロボットの開発を進めるな
ど、技術的な発展が見られた。

[ e.既存の教科・科目との関連] 

FLL 大会は毎年テーマが異なる。そのため「イ

ノベーションプロジェクト」部門研究のために、
数年間の大会経験を通して、多岐にわたる教科に

興味が広がる。大学教員を含め専門家の意見を聞

く機会も奨励されていることから、学齢以上の知

識や発想力、大人に対する礼儀など、学ぶことは

多い。今年度はアート、昨年度はエネルギー問題

がテーマであった。

[ f.教師の指導力向上] 

後継者を毎年要望しているが、クラブ顧問不足
から実現していない。私自身はレゴエデュケーシ

ョンセミナーに参加、最新のロボット教育事情と、

ロボット教材指導法をハンズオンで学んだ。ロボ
ット大会で他チームの指導者と意見交換を行い、

改善の工夫を見出している。

[ g.その他] 

FLL 大会では 2022 年度と 2023 年度の 2 年連

続で全国大会に出場を果たし、「イノベーション
プロジェクト」部門において予選会で 2 位、全国
大会では 7 位の成績を収めた。ロボット技術の面
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でも着実な向上が見られ、ジャイロセンサーとモ

ーター出力を連動させたプログラムを開発し、狙

った通りの位置に進む精度を 96%まで向上させ
た。また、WRO 予選会では第 3 位の成績を収め

るなど、競技面での成果も上がっている。 

2024 年度には、ロボット活動が発足から 25 年

を迎え、これを機に卒業生が集まり、現役の部員
に自身の経験を共有する機会が設けられた。卒業

生の多くがモノづくり分野の学生や社会人とし

て活躍しており、実際にどのような形でロボット
技術や問題解決能力が社会で活かされているの

かを、後輩たちに伝える場となった。9 月 23 日に

行われた同窓会では、卒業生から「問題解決を自
ら見出す力が、卒業後に大いに役立った」という

声が寄せられ、ロボット活動の教育的意義が改め

て確認された。 

以下は1999年〜2023年度までの卒業生からの
メッセージを抜粋したものである。

ロボット部の卒業生たちは、それぞれの分野で

活躍を続けている。仏教学を学び、福井県の永平
寺での修行を経て、現在は伊勢原の勝興寺で副住

職を務めている者もいれば、高周波マイクロ波回

路の設計を手がけ、宇宙衛星通信や量子コンピュ

ータ制御の基礎研究に携わる研究員もいる。もと

もと数学の博士課程を目指していたが、ものづく
りへの情熱を思い出し、三菱電機で実用化技術の
開発に従事する道を選んだ卒業生もいる。それぞ

れが自らの進路を切り開き、新たな挑戦を続けて

いる。 

東京大学大学院の博士課程で研究を続けなが

ら、ドイツ・ポツダムでの研究滞在を経験し、家

族とともに新たな生活を送る者もいる。AWS

（Amazon Web Services）では、年商 8000 億〜

3 兆円規模の大企業を担当するエンタープライズ
営業として、日々挑戦を続ける卒業生もいる。テ

クノロジーの発展を支える立場から、ロボット部

の後輩たちにエールを送っている。
また、日本大学大学院で理科教材の開発に関す

る研究を行いながら、高校・中学で物理の非常勤
講師を務める者もいる。自身が教員として生徒を

指導する立場となり、ロボット部での経験が現在

の指導にも生きていると語る。昨年度卒業したば

かりの卒業生は、大学で情報理工学を学びながら
映像制作の仕事に携わり、NPO 法人設立に向け

た活動にも取り組んでいる。玉川学園には自由研
究の TA として訪れることもあり、ロボット部で

のプレゼンテーション経験が幅広い活動の基盤

になったと振り返る。 

ロボット部で培った問題解決力や探究心、もの

づくりへの情熱が、それぞれの進路で生かされて

いる。卒業生たちは多方面で活躍を続けており、

彼らが異なるフィールドで得た経験が、次世代の

ロボット部員たちにとって新たな刺激となるこ
とを期待している。

図 大会と表彰の様子 
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❷－④ 実施の効果とその評価
【概要】 
 現状、協働性、リーダーシップ、協調性には課題が見られる。系列大学との連携、中学段階からの取

り組み、講演会の実施、課題研究の実施、学外者の招聘などが他校と比較して多いものの、他教科との
連携、理数系以外の教員の関わり、学校設定科目数に課題がある。これらの分析を踏まえ、生徒の現状

を正確に把握し、教師の指導に対する意識の変化、生徒と教師、学校が成果の普及に向けて変容するた

めの具体的な改善策を模索することが求められている。 

[客観的データに基づく成果の検証］ 

連携の充実、雑誌等への掲載や各メディアへの

出演、コンテストの参加数と入賞件数の増加、生

徒の海外派遣などの成果を通じて英語で表現す
る学習の機会の増加がある。2023 年度に再開さ

れた国際教育プログラムは、12 カ国 22 校に 263

名を派遣し、9 カ国 18 校から 190 名を受け入れ
た。このプログラムを通じ、生徒たちは語学研修

だけでなく、異文化理解を深める多様な活動に参

加した。BEVI テストによる分析から、生徒の語

学力、コミュニケーション能力の向上、価値観や

世界観の変化が明らかになった。これらの結果は、

国際教育プログラムが生徒の自己成長に大きな
影響を与えていることを示している。 

表 今年度連携した企業等の一覧 

株式会社 NOLTY プランナーズ 

株式会社 CURIO SCHOOL 

発明推進協会 

WIPO（ワイポ）（世界知的所有権機関） 

町田新産業創造センター 

GOB Incubation Partners 株式会社 

臓器移植ネットワーク 

独立行政法人 INPIT（インピット） 

日本弁理士会 

株式会社 steAm 

花王 

伊江島海の会（伊江漁協共同組合） 

西松建設(株) 

国際航業(株) 

環境技術センター(株) 

町田焙煎珈琲株式会社（珈琲作成） 

富士フィルムビジネスイノベーション株式会社 

図 大会コンテスト等の参加・受賞数の推移 

 過去5年間コンテストと比較すると応募総数に

大きな変化がないが全国規模のコンテストへの

参加数が大幅に増加した。第Ⅳ期となり課題研究

の質が向上したことがうかがえる。 

表 掲載一覧 

種類 掲載媒体 詳細 日付 

雑誌

掲載 

「子供の科学(1月特大

号)」、 「日経サイエン

ス」 

好きを深める学校を直撃！教

えてセンパイ！ ; 教室の海水

水槽から広がる興味

2023.12.10、

2023.4.25 

Web

掲載 

「子供の科学」深ボリ

講座、  「 玉川学園

HP」、 「読売新聞オン

ラ イ ン 」 、  「 Sony

Music「cocotama」」、 

「横浜市 HP」 

サンゴ研究部部員はどんな研

究を進めてる？ ; GLQ 2023, 

企業講演会、学会発表につい

て; 豪州での環境コンテストで

受賞; 地球の未来を考える座

談会 ; 光の海からのアラーム

〜海の環境問題をアート・デザ

インで翻訳し、未来へつなぐ

2023.12.11、

2023.11.17、

2023.12.13、

2023.11.28、

2023.9.20 、

2024.3.5 

新聞

掲載 

「 日本経済新聞」 、 

「町田タウンニュース」 

海に森を建てる ; 高校生を招

いての勉強会; サンゴ研究に

国際評価 

2023.8.28 、

2023.11.23、

2023.12.21 

[評価方法] 

本年度の評価作成にあたり、クロスオーバー型

科学技術人材を評価する新たな尺度の模索が行

われた。主体性評価尺度では、バンデューラの理
論に基づく自校独自のアンケートを採用し、境遇

活用スキルには Planned Happenstance 理論に
基づく評価尺度を開発している。さらに、チーム
アプローチ評価尺度では、学際的チームにおける

チームアプローチに関する個人の評価尺度を参
考に作成を進めている。

第 I～II 期には、科学技術への興味を高めるた
め、科学博物館や大学研究施設訪問の研修会が実

施された。第 III 期では、社会的責任を視野に入

れた研究活動ができる人材育成を目指し、バンデ

ューラの理論に基づく因果モデルを用いて主体

性の育成手法が確立された。結果として、学外コ
ンテストへの参加者数の増加や入賞実績の向上

が確認されたが、チームワークやリーダーシップ
の発揮には課題が残った。

これらの結果を踏まえ、研究開発の内容のテー

マ[a]～[g]に基づき、教育内容の最適化を目指す
評価検証が行われた。自由研究は、第 III 期の成

果に基づき、高校 1 年生から自由研究Ⅰ～Ⅲとし

て段階的に実施される予定であり、探究学習シス

テムを効率良く運用し、科学技術・理数系コンテ

ストへの参加を促進することが期待されている。 

[評価の詳細情報] 

 今年度は評価の開発を行ったため昨年度の量

的な研究に対して主体性を発揮した生徒の質的
な分析を実施した。 

 本事業において生徒が主体的に探究活動に取

り組むことが期待されている中、生徒の探究活動
への取り組みに影響を与える要因に関する研究
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結果をまとめたものである。中学 3 年生と高校生

合計 714 名を対象とした質問紙調査の分析に基

づき、「他者からの受容」「達成経験」「自己効力感」
の 3つが探究活動に影響を与える要因として特定

された。この研究は、生徒が SSH で主体的に学

ぶ過程で、受容的な他者の支援や成功体験が自己

効力感を高め、結果として主体的な探究活動へと
つながるプロセスを明らかにしている。 

図 本校の主体性の因果モデル 

さらに、研究では生徒 A（現高 2）と生徒 B（現

高 3）、そして活躍した卒業生の具体的な変容過程

に着目されている。生徒 A と B の例からは、学年
が上がるにつれて受容の仕方、達成経験、自己効
力感がどのように変化していくかが示されてお

り、放課後の時間や長期休暇を活用した活動、学

外コンテストへの応募、自由研究代表生徒として
の活動などが主体的な探究活動の発展に寄与し

ていることが示されている。 

図 主体性を発揮した生徒の具体的な要因 

また、卒業生の回答からは、実験を通じて自身

の考えを形にし、それが認められる経験（受賞や
成功した発表）が、自己効力感の向上やさらなる

学問への取り組みに大きく貢献していることが

わかる。この分析は、生徒の自己成長に与える影

響の具体例を示しており、生徒個々の興味や目標
に合わせた支援が、主体的な学びへのモチベーシ

ョンを高める重要な要因であることを示唆して

いる。 

[卒業後の追跡調査結果] 

本校独自に作成した卒業生のアンケートを実
施した。「現在の所属、SSH の課題研究がなかっ

た場合の影響、一度高校 1 年生から SSH の課題
に取り組めるとしたら、SSH 活動の現在への影響、
SSH 活動への関わり方、後輩や先生方へのメッセ

ージ」について Google Forms を活用してアンケ

ートを実施した。34 件の回答を基に分析結果を以
下に述べる。 

現在の所属については、回答者の多くが理系の
高度な学問領域に進んでいる。具体的には、「早稲

田大学大学院 創造理工学研究科 建設工学専攻」

や「東京大学 大学院新領域創成科学研究科 先端
生命科学専攻」など、高いレベルの研究機関に在

籍している事例が挙げられる。SSH 活動の影響に

関しては、多くの卒業生が SSH 活動がなければ

理系を選択していなかった可能性があると述べ、
SSH がキャリア選択に大きな影響を与えたこと

を示している。また、プレゼンテーション能力や

研究方法への理解の向上など、学術的なスキルの

発展にも寄与していることが確認される。SSH 活
動を通じて得られたスキルには、特にプレゼンテ

ーション能力の向上や実験設計の経験が強調さ

れ、これらは大学レベルでの学術的成功に直結し
ている。SSH プログラムが生徒にとって重要な足

掛かりであることが明らかである。 

SSH プログラムの卒業生追跡調査結果は、この
プログラムが理数系の高等教育機関への進学率

の向上や科学技術関連の職業選択に顕著な影響

を与えていることを示している。卒業生は、生徒
時代に獲得した知識とスキルを社会に還元して
おり、特に国際的な舞台での活躍が見られる。こ

れらの成果は SSH プログラムの持続可能性と発

展性を示唆しているが、協働性やリーダーシップ
の向上、異分野間連携の強化が今後の課題である。

提言として、他教科との連携強化、リーダーシッ

プと協働性育成のためのプロジェクトベース学

習の拡大、定期的な評価とフィードバックシステ

ムの導入が挙げられる。これらの取り組みは、生
徒を多角的な視点で物事を考え、次世代のリーダ
ーとして育成するために不可欠である。

[副次的効果] 

この副次的効果として、「プランド ハプンスタ

ンス」ワークショップの内容の開発が挙げられる。

このワークショップは、キャリア形成における偶
発性の重要性を学び、それを積極的に活用するた
めのスキルを身につけることを目的としている。
卒業生アンケートと SSH の OB・OG 会を開催し

たことにより、卒業生のキャリア形成のストーリ

ーを題材としたワークショップの資料を作成予

定である。生徒や教師が卒業生のキャリア形成か

ら学び、自己のキャリア展開において偶発性がい
かに重要かを理解する。また、好奇心、持続性、

楽観性、柔軟性、冒険心というキャリア形成にお
いて重要な 5 つのスキルに焦点を当て、これらが
実生活でどのように活かされているかの具体例

を通じて参加者にとって身近な例を示した。この

経験は、参加者が将来のキャリア形成において積

極的に行動し、偶然の機会を最大限に活用するた

めの基盤とる。これらの取り組みは、第 IV 期の
目標である生徒の自立したキャリア形成能力の

育成に向けて、極めて重要である。卒業生アンケ

ートと SSH の OB・OG 会から得られた貴重なフ
ィードバックは、現役生徒への具体的なキャリア
形成支援の手がかりとなり、生徒たちが自身のキ

ャリアパスを構築する上でより広い視野を持ち、
新しい挑戦に対する自信を植え付ける効果があ

った。したがって、これらの活動の実施は、教育

課程の改善と生徒支援の充実において、学校にと

って大きな前進であった。
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[副境遇活用スキルの実施と効果] 

キャリア形成には、自身のキャリア計画に基づ
き努力する姿勢のみならず、予期せぬ偶然をチャ

ンスと捉え、積極的に活用する姿勢も大事である。

この偶然を活用する姿勢には好奇心、持続性、楽

観性、柔軟性、冒険心という 5 つのスキル（境遇

活用スキル）が必要で、それをはかる尺度を

Planned Happenstance 理論に基づいて開発した。 

このスキルを育成するメリットは、2 つある。
１つめは、協働性の育成である。本校の探究活

動は、基本的に個人の活動である。教科学習では、

多くのグループ学習が取り入れられているが、探
究では個人の活動とすることで自分の興味関心

を純粋に満たし、独自性を育成する狙いがあり、

一定の成果も得られている。 

 逆に、それゆえ協働性を育てることが課題とし

て浮上してきた。この課題の解決のために、個人

の研究成果をベースとしつつ、あるコンテストな

どに多分野から興味を持った個人がチームを構
成して挑戦するという試みを始めている。 

しかし、ここで問題となるのが、こういうコン

テストに挑戦しようというモチベーションであ

る。個人の研究成果を試すコンテストは数多く存
在し、あえてチーム戦で戦う必要はないと生徒が

考えても仕方がない。そこで、こういうコンテス

トを予期せぬ偶然の機会ととらえさせ、そこに挑
戦することで自分の成長、およびキャリア形成に

つながることを示すことが必要であると考えた。
個人が自分の研究成果を持ちつつチーム戦に参

加し、自分の役割に応じて協働することで成果を

残すことができたら、協働性の育成は極めて実践
的な形で実施することができる。

 2 つ目は、境遇活用スキルを育成することが、

主体性育成につながる可能性である。本年度 7 月
に実施したアンケートで、主体性と境遇活用スキ
ルとの間に相関関係があることが示された。この

相関関係は、主体性を育成すると境遇活用スキル
も育成できる。逆に、境遇活用スキルを育成する
と主体性を育成できるという両面を含意してい

る。そこで、境遇活用スキルという比較的明確な

スキルを重点的に育成することで、主体性を育成
できるという仮説を立て、第 74 回理科教育学会

全国大会で口頭発表した。

以下はその際の発表スライドである。

考察の結果、主体行動と境遇活用スキルの相互

強化という可能性に至ったのであるが、ここから
我々は、境遇活用スキルが主体行動を強化すると
いう仮説を立てた。以上を図式化すると以下のよ

うになる。 

境遇活用スキルが主体性を育成するという仮

説の検証のために考案したのが、ワークショップ

である。これは先行研究としてアメリカの医学生
向けのワークショップがあり、それを日本の高校

生向きに改変したものである。 

 このワークショップは、他者の事例を通して境
遇活用スキルになじみ、自分の経験を通して自分
がこれまでどのスキルをどのように活用してき
たかを振り返らせ、スキルの有用性に気づかせる

ねらいがある。 

以下が事前事後のアンケートである。 
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同じアンケートに答えてもらうことで、事後の効

果を測定できる。 

 次に挙げる卒業生のストーリーは、数名の本校

卒業生にインタビューし、その中から最も境遇活

用スキルがわかりやすい形で読み取れるものを
採用して、短くまとめたものである。 

このストーリーの中の偶然の出来事を自分の
チャンスとした際に活用したスキルをグループ
で検討させる作業を実施した。練習問題とこのグ

ループ活動で境遇活用スキルになじませた後で、 

さらに、自分の過去の経験を振り返らせ、このス

トーリーと類似の経験がないか、類似でなくとも

境遇活用スキルを発動した経験はないかを考え
させた。他者の経験から境遇活用スキルを判別さ

せるより、自身の経験の中で活用した事例を見い
だす方が、よりこの境遇活用スキルの効用を実感
させることができると考えたからである。

 以下が事前事後のアンケートで 5をつけた人数
の変化を示したグラフである。 

＜事前事後で変化があった場合の理由＞ 

・今まで好奇心がなくても普通に生きてこられた

ので、別にそこまで必要ないと思っていた。しか
しこのストーリーを読んで新しい環境で新しい

学習をすることで将来の新しい道が開けるのだ

と気付いた。

・好奇心を持つことで自分が研究したいことや興
味があることについてわかると感じたから。

・このストーリーの中で、自分のやってみたいと

いう好奇心で自分の進路や将来が変わっていた
から。

・やる前から諦めないでやりたいことに楽観的に

そして積極的に向かっていくことの重要性を知
ったから。

・持続性は深く物事に取り組む時に大事だとスト

ーリーを読んで感じたから。
・楽観性や柔軟性が自分にはないから、そこまで
重要性を感じていなかったが、ストーリーを読ん

だらいつになっても好奇心、楽観性、冒険心は大

切なことなのかなと感じたから。
・冒険心はこのストーリーを読んで予想できなく

ても行動を起こすのは大事だと思ったから。

・冒険心は、このストーリーを読んで大切なポイ

ントだと思った。予想はできなくても基礎を固め

ておけば発展させることができる。
・やったことがないこともとりあえずやってみる
冒険心をもつことで何か変わるかもしれない。

・興味から挑戦していくことは自分が行動を起こ

すためにも大事だということを気づき、好奇心と
冒険心が大事だと思った。

・すべて次の展開につながっているなと感じまし

た。特に冒険心は次につながると思った。
・過去の自分を振り返って、持続性は大事だと思

ったから。
・自分の過去を振り返って持続性を再確認できた

から。

＜その他の感想＞
・柔軟性がとても大事だと思っていたが、そこま

で大事ではないかと思った。
・楽観的に見ることは、そこまで重要ではないか。

と考えた。

・楽観性について考えるのが難しかった。

・もう少しこの 5 観点がわかりやすい文から始め
て、だんだん難しい文にしていった方がよい。

・グループを途中で変えて、また話し合いをする
のもよいと思った。

[今後の展開] 

テストケースで高校 3 年生に実施したが、いくつ

か改善のヒントももらえたので、それを活かして
改良版を作成して全校で実施したい。
・ワークショップのねらいをもっと明確にする。 

・練習問題をもっとわかりやすいものにする。
・ひとつの物語で、ここが好奇心、ここが冒険心

などと手本を示す。

・自分の経験を班で共有して 5 つのスキルにあて

はめる。

0

10

20

30

好奇心持続性楽観性柔軟性冒険心

5段階評価の中の5（とても大事）

の推移

事前 事後
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❷－⑥ 校内における SSH の組織的推進体制
【概要】 

玉川学園は幼稚部から大学院までを擁する総合学園としての特性を生かし、同一キャンパス内で独自

の一貫教育を展開している。教育効果を考慮して、幼稚部（年少～年長）、小学 1～5年生、6～8年生（中

学 2年生）、9～12年生（中学 3年～高校 3年生）という枠組みで教育活動を行い、それぞれの学齢の特

長を充分に踏まえたカリキュラムを設定している。また、玉川大学連携プログラムとして、玉川大学進

学予定者は大学の授業を大学生とともに受講することができ、玉川大学脳科学研究所では、中学生・高

校生に向けて現在の脳科学について特別講義を実施している。 

 SSH 実行委員会の組織体制は下の図のように、理系以外の教科担当も参加しているだけでなく、縦割

りのそれぞれの校務を横断するかたちで実施している。管理機関である学園教学が SSH運営指導委員会

を設置しており、地域連携・企業連携・高大連携・研究機関連携の支援を行っている。また、今年度は

コロナの影響により実施できなかったが、例年は成果の普及として地域の小中学校に対してプラネタリ

ウムの上映などを行っている。

【SSH 教育研究プログラム】は、理数教科だけではなく全教科の教員が関わり実施する。SSH 生徒研究

発表会では、自由研究（総合的学習の時間）を履修している各カテゴリの代表生徒も発表に加わり、理

系文系を越えた発表会を展開している。今後は自由研究を履修している生徒全体を加えた発表会へと発

展させていくことも検討していく。また、「SSH実行委員会」を開催し、本学園の SSH教育研究プログラ

ムについてその進行状況や課題点、評価方法、実施計画を共有し、検討を行い、改善を図っている。中

学 3年時に実施している「学びの技」授業では、情報科または司書教諭に加えて、各教科から教員を派

遣し、ティームティーチングを実施しており、授業だけではなく問題発見能力・探究スキル育成方法に

関しても情報共有が行われている。課題研究における教員の関わりについては、理科・数学担当教員は

主に課題研究指導、国語科教員は論文の文章表現指導を行っている。その他教科の教員に関しても、自

由研究における論文指導やプレゼンテーション指導、大学連携など役割分担し、学校全体で SSHの活動

を担っている。

【自由研究推進生徒組織】は、生徒が主体となって研究活動を推進し、発表の機会を創出することを目

的としている。本組織は、自由研究担当教員、大学生 TA、各カテゴリ（人文科学、社会科学、自然科学、

芸術学、健康・生活学）の代表生徒が連携しながら運営を行う。代表生徒は、カテゴリ内の各研究トピ

ックの代表と協力し、情報共有や発表会の企画・運営を担う。主な活動として、研究発表会の企画運営、

大会やコンテストの情報提供、年間スケジュールの管理を行う。また、生徒同士が研究に有益な情報を

共有し、より発展的な探究ができる環境を整えている。発表会は生徒が主体的に企画し、研究成果を広

く共有する場として機能する。この組織を通じて、生徒が互いに協力しながら研究を深め、学び合う環

境を築くことが狙いである。探究心を育み、学問的な成長を促すための仕組みとして、今後も活動を発

展させていく。
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❷－⑦ 成果の発信・普及
[玉川学園 SSHホームページの充実] 

本校 SSH研究活動に関する基礎的な知識、および研究成果を広く国内外に web サ

イトを通して発信する。理科を中心としたユニークな授業実践および評価方法の

研究成果を広報することで、国内に科学技術教育に寄与できると考えられる。

・イベント情報（今後の発表会、結果報告）

・成果報告（研究開発報告書、SSH 申請書 3 期分、開発の成果と普及、生徒作成

オンラインプレゼンテーション、SSHリーフレット、書籍「学びの技」）

・研究協力機関（玉川大学－玉川ロボットチャレンジプロジェクト、赤ちゃんラ

ボ等）

・オンラインプレゼンテーション(生徒の研究発表動画の掲載)

[書籍・論文の出版等] 

・雑誌『理科の教育』 2023年 7月

デジタル化が進む教育環境と生徒主体の教育実践

－DXを活用した探究活動と協働学習の推進を目指して－

・ 玉川大学出版部 2023年 11月

『改訂版 学びの技 14歳からの探究・論文・プレゼンテーション』

・論文誌『理科教育学研究』

SSHにおける主体的な探究活動に影響する諸要因の検討

―玉川学園高等部における探究活動の取り組みを事例として―

[Google Classroomの活用] 

Googleのシステムを活用して、学内の生徒・保護者・教員に対して SSHの情報を掲載。 

・【大会に関しての連絡件数】51件、【講義・講演・イベント案内件数】83件配信 

[教員研修会の実施] 

※内容の詳細は❸参照

教員研修を年 3回(8月、10月、3月)開催。他校や教育関係者の方にご参加いただいた。

第 1回(8月)の参加者数：約 50名、第 2回(10月)の参加者数：約 200名、第 3回(3月)の参加者数：

約 20名

[中学生向け探究学習体験会] 

7月に探究学習に関する説明会を学外の中学生向けに実施。8月から 11月にかけて合計４回の体験授

業と発表会を開催し、玉川学園 SSHの課題研究を近隣の中学生に広めることができた。 
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❷-⑧研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性
[研究開発実施上の課題］ 

生徒が主体的に探究活動を進めるための動機
付けが依然として重要な課題である。SSH の活動

を活性化し、生徒が自ら研究テーマを設定し、主

体的に探究を進めるためには、国際バカロレア

（IB）の探究的な学習手法を取り入れながら、よ

り体系的な指導が求められる。特に、研究の初期

段階においては、テーマ設定の幅が広がりすぎる

傾向があり、生徒が具体的な研究課題を見出すま
でに時間を要することが課題となっている。SSH

の活動と IB のプログラムを連携させることで、
研究の方向性を明確にし、計画的に探究を進める
ための指導が必要である。また、研究テーマの多

様性を確保しながらも、それぞれのテーマをより

深く掘り下げるための支援が求められる。生徒が

自らの関心を追求する一方で、科学技術分野での

体系的な探究活動として発展させるには、適切な

指導と研究環境の整備が不可欠である。特に、

SSH の研究活動では、短期間で結果を求められる
場面が多く、長期的な視点で研究を進めるための
仕組みが十分に確立されていない。この点におい

て、IB のエクステンデッド・エッセイ（EE）や

パーソナル・プロジェクトのような長期的な探究
活動の枠組みをSSHの活動にも適用することで、

リサーチスキルの向上が期待できる。さらに、玉

川学園の「学びの技」「自由研究Ⅰ～Ⅲ」によって
培われてきた探究の方法を SSH 全体に普及する

ことが必須である。

研究の成果を適切に評価し、生徒の成長を促す
ための評価方法についても課題が残る。SSH の活

動では、学術発表やコンテストでの評価が主流と
なっているが、口頭試問を取り入れることで、生

徒の研究に対する理解をより深めることができ
る可能性がある。こうした手法を活用することで、
生徒が研究を通じてどのように成長したのかを

より具体的に把握し、次のステップに向けた指導

が可能となる。また、大会やコンテストでの受賞
の経験や、指導のノウハウを体系化し、それらを
発信・普及することが必要である。 

研究活動の「自走化」に向けた取り組みを考え

ることも重要である。現状では、SSH の枠組みの

中で研究活動が進められているが、生徒自身が主

体的に活動を推進し、継続的な発展を遂げるため

の仕組みを構築する必要がある。そのためには、

生徒が探究活動を推進する組織を学内に立ち上
げることが重要である。生徒自身がリーダーシッ

プを発揮し、研究の継続性を担保するために、研

究ノートや学内データベースを活用した知見の
蓄積を進めることが求められる。さらに、学内サ

イトを立ち上げることで、研究の進捗や成果を共

有し、次世代の研究者が円滑に情報を引き継げる
環境を整備することが必要である。また、研究倫

理に関しても、現在本校で実施している倫理審査

委員会や必要書類の整備を全国の SSH に向けて

発信し、適切な研究倫理の確立に貢献することが

重要である。さらに、国際的な人材を育成するた

めの取り組みが現状ではやや不十分であり、今後
の強化が求められる。現在、インドネシアの高校

との共同研究を計画しており、共同研究を行った

内容をコンテストで発表する予定である。また、

海外との共同研究をより円滑に実施するために、

メタバース空間を活用した研究交流の可能性に

ついて、企業を巻き込んで検討を進めている。こ

のような国際共同研究の実施を通じて、グローバ
ルな視点を持つ人材の育成を推進する必要があ

る。また、分野を越えた研究活動を推進するため
に、各個人で研究を深めた生徒同士がタッグを組
み、分野を融合した研究テーマを創出することも

課題として挙げられる。異なる学問領域の知見を

統合し、新たな発見や発展的な研究を生み出すこ

とで、SSH の研究活動においてより高度な成果を

挙げることが期待される。

[今後の研究開発の方向性］

今後の研究開発では、SSH と IB の相互連携を
強化し、探究的な学びを深化させることを目指す。
SSHの研究活動に IB の探究学習の手法を取り入

れることで、生徒がより主体的かつ計画的に研究

を進める環境を整備する。また、SSH の成果を国
際的な場で発表する機会を増やし、IB の「グロー

バルな視野を持った学び」との相乗効果を高める

ことを目指す。さらに、生徒の研究スキル向上を
支援するために、IB プログラムのリサーチスキル

育成手法を活用した SSH 生徒向けのリサーチメ

ソッド講座を開設する。加えて、外部の研究者や
大学教員を招聘し、SSH 生徒が専門的なフィード

バックを得られる機会を提供することで、研究の
質を向上させる。こうした取り組みを通じて、

SSHの活動においても IB の教育理念を取り入れ、
より体系的な研究指導を実現する。
また、分野を越えた研究活動を推進し、各個人

で研究を深めた生徒同士がタッグを組み、新たな

研究テーマを創出することで、学際的な探究活動
を実施する。これにより、異なる分野の知見を統
合し、新しい研究の可能性を広げるとともに、

SSH の研究活動をより発展的なものにしていく。 

研究の自走化を促進するため、SSH のプロジェク

トを世代を超えて引き継ぐ仕組みを整備し、研究

の継続性を担保することが求められる。また、企

業や行政、大学との連携を深め、SSH 生徒の研究

活動を持続可能な形で発展させることを目指す。
特に、国際的な研究機関や IB 認定校との共同研

究を進めることで、SSH の活動のグローバルな発

展を促進する。
SSH と IB の相互作用を活かし、生徒の探究的

な学びを深化させることが、本研究開発の今後の

重要な方向性となる。SSH の枠組みを拡充し、国
際的な視野を持った研究活動を推進することで、

次世代の科学技術人材の育成を目指していく。 
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「プランド ハプンスタンス」ワークショップ

「Planned Happenstance」理論
キャリアは、偶然の出来事、予期せぬ出来事に対し最善をつくし、対応することを積

み重ねることで形成されるという理論

3つのポイント
・個人のキャリアの8割が、予想できない偶然の出来事によって左右されている
・行動や努力によって、偶然の出来事が自身のキャリア展開につながる

・新しいことへの挑戦によってチャンスが増える

5つのスキル
・好奇心（新しい学習の機会を探る）

・持続性（粘り強く時間をかけて努力する ）

・楽観性（新たな機会を達成可能なものととらえる）

・柔軟性（状況の変化に対応する）

・冒険心（確実な結果が予想できなくても行動を起こす）

課題
本校卒業生Hさんのストーリーをグループで読んで、どこに5つのスキルが発揮され
ているのかを検討する

手順
1　まず個人でワークシートを埋める
2　グループで検討した結果をワークシートに書く
3　自分の過去を振り返り、5つのスキルを発揮できた場面を書く

Hさんのストーリー
　私は地元の中学校を卒業して、いろいろなことに挑戦できる玉川学園に入学しました。

　自由研究は、建築学に関心があったので芸術カテゴリーの「空間デザイン」に所属しまし

た。果たして自分が本当にやりたいことかどうかを判断したいとも考えたのです。現在大学

で土木学を専攻し橋の研究をしていますが、地道にひとりで模型を作ったりした経験が役

に立っています。

　同時に自由選択のSSHの授業（現在はありません）で、食品添加物の研究を4人チーム
で取り組みました。新入生で人間関係を築くことに苦慮していた私を見かねて担任の先生

が受講を勧めてくれたのです。私以外の3人は、学びの技を経験しているので、探究に慣
れていますが、私にとって探究や研究は初めての経験で不安でした。しかし、他の3人に助
けられて取り組むことができました。3人のうち1人は機械工学に進みたいと思っている人、

2人は文系で、美術が好きな人とオーケストラ部に所属している人で、全く異なるバックグラ
ンドを持っていたことが印象に残っています。培地を使ってかびを繁殖させる実験をしまし

たが、毎日観察しなければならず、4人でローテーションを決めて取り組みました。結果がう
まく出たときにはうれしかったことを覚えています。

　他にも「科学の甲子園」という大会に6人組で2年間参加しました。同じ学年の人3人を軸
に、最初の年は3人の先輩と、次の年は3人の後輩とチームを組んでの参加です。大会で
は知識をはかる筆記競技と決められた材料を使ってものづくりを競う実技競技がありまし

た。1ヶ月という短い期間でしたが、他の5人と協力して大会で課題を解決したことは、刺激
の多い経験になりました。

　具体的な志望校はあまり考えることなく、12年生の夏になりました。ある指定校の大学
に、英語だけで授業を受ける学科コースがあり、海外生活の経験のない私でしたが、建築

を学べるということでそこを受けようと思いました。外部の模擬試験ではあまりよい判定は

出ませんでしたが、夏休みにオープンキャンパスに行き、両親とも相談をして志望校を決

定しました。今は、この大学に通っています。

個人で書く グループでの検討の結果を書く

好奇心

持続性

楽観性

柔軟性

冒険心

自分の過去を振り返り、5つのスキルを発揮して偶然の機会をチャンスに変えた経験
を書こう。

スキル

経験
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自由研究や学びの技の範囲内で、答えてください。

1. 研究タイトル・問い
2. 自由研究や学びの技で不安なことがあれば書いてください
3. 自由研究や学びの技で自信があることがあれば書いてください
4. 自由研究や学びの技（８年次の自由研究）で達成した体験があれば書いてください
5. 自由研究や学びの技でどういうところにやる意義を感じていますか
6. 自由研究や学びの技での現在の状況を書いてください
7. 困難な状況を打開するために思いついた解決策があれば書いてください
8. 研究を進める中で葛藤をした経験があれば書いてください※ここでの葛藤とは二つ以上の対立する欲求が
同時に働いて、そのいずれを選ぶか迷う状態です

9. その葛藤をどのように解決した、または解決しようとしましたか
10.大変だった経験または問題を解決した経験または自分に厳しく頑張った経験を振り返ってよかったことは具
体的に何ですか

11. やる気が出たきっかけは具体的に何ですか
12.やればやるほど時間が足りないと感じた経験は具体的に何ですか
13.私もできるという感覚が強まった経験は具体的に何ですか
14.上の４つを振り返りその経験をする前と比べあなたは具体的にどう変化したと思いますか
15.自由研究や学びの技でのあなたの活動を支える信念・価値観は何ですか

以下、自由研究・学びの技でのこと：

4：あてはまる　3：ややあてはまる　2：あまりあてはまらない　1：あてはまらない
16.認められたと感じたことはない
17.思い切って自分を発揮できる雰囲気がある
18.周りからのサポートがある
19.スライドや論文が完成できたことで達成感を味わったことがある
20. これまでを振り返ってみて、取り組んでよかったと思う
21.自信となるものを持って取り組むことができている
22. これまでを振り返ってみて、何もできるようになった気がしない
23.成果が出せそうな感じがしない
24.頑張らなくても、自分の研究分野のことなら簡単に理解できる
25.やる気になれば、難しいことでも解決できる
26.自分で決めたことは最後までやり通す
27.先のことを考えて、計画通りに行動する
28.授業時間外には活動したくない
29.予想と違う結果になってもやり方を見直してもう一度考える
30.取り組めそうな問題を自分では見つけられなかった
31.取り組みは日常生活とのつながりを感じる
32.目標となる姿のイメージを持っている
33.今の自分の関心にとどまらず，いろいろなものに関心を広げようとする
34.新しい体験ができるチャンスを見つけ，積極的にかかわろうとしている
35.困難な状況でも粘り強く取り組む
36.困難にぶつかったとき，新しい手段や方法を見つけることができる
37.物事をうまく進めるために，自分の考え方を変えることができる
38.新たな挑戦をする時，「きっといつかは達成できる」と考える
39. うまくいくかどうかわからなくても，とりあえずはじめる
40.やりたいことであれば，失敗する可能性があっても挑戦をはじめる
41.知り合いが少ないイベントやグループに参加することに意義があると感じる
42.知り合いが少ないイベントやグループに気軽に参加できる
43.立場や考え方の違う人と積極的にグループを作ることは重要だと感じる
44.立場や考え方の違う人と積極的にグループを作ることができる

1

グループで活動したことがありますか？はい・いいえ

45.状況に応じて役割を調整している
46.グループメンバーの専門性や特性を踏まえて役割が分担されている
47.グループメンバーの役割は明確である.
48.私はグループが導き出した結果に満足している
49.グループの目標や優先すべきことは明確である
50.グループは，意思決定に向けて自由な発言を認めている
51.グループに一体感が感じられる
52.グループメンバーは，少数意見であっても聞き入れようとしている
53.グループメンバーはお互い対等の立場で協力して共に活動している
54.グループメンバーそれぞれが課題に対して貢献している
55.グループメンバーはそれぞれ責任をもって役割を遂行している
56.グループメンバーはお互いに尊重しあっている
57.私はグループメンバーとして貢献できている
58.私はよいチームワークをつくれるという自信がある
59.グループの活動に関して自分の能力を効果的に発揮している
60.私はグループの目標を達成するために努力している

追加で以下のアンケートに答えてくれる人は「はい」を選択してください。

はい・いいえ

61. この課題（テーマ）で何を明らかにしたかったのかを書きましょう
62.上のことを探究するためにどんな仮説を設定しましたか

これまでの取り組みの振り返りをしましょう　

A　課題の設定
63.自分や社会にとって価値のある課題（テーマ）を設定できた。（　5　4　3　2　1　）
64.問題の本質をふまえた良質な仮説を作ることができた。（　5　4　3　2　1　）
65.他の事例をもとに類推して仮説を作ることができた。（　5　4　3　2　1　）
66.課題の設定のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう

B　情報（データ）の収集　
67.仮説検証に必要な情報を多角的に収集できた。（　5　4　3　2　1　）
68.得られた情報を鵜呑みにせず検討を加えて使用できた。（　5　4　3　2　1　）
69.情報（データ）の収集のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう

C　整理・分析　
70.具体的なことを抽象的に、抽象的なことを具体的に考えることができた。
71. 　（　5　4　3　2　1　）
72.ひとつの視点に固執せず多面的に考えることができた。（　5　4　3　2　1　）
73.比較や分類を整理・分析に活用できた。（　5　4　3　2　1　）
74.原因と結果のメカニズムを見出すことができた。（　5　4　3　2　1　）
75.整理・分析のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう

D　まとめ・表現　
76.以上の分析や考察の結果を十分に踏まえて自分の考え（結論）を形成できた。
77.聞き手や読み手にわかりやすい筋道立った説明ができた。（　5　4　3　2　1　）
78.次の探究や学習につながる振り返りができた。（　5　4　3　2　1　）
79.まとめ・表現のアンケートの答えの根拠になるような取り組みを書きましょう
80.どういう成果を得ましたか
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【参考資料】
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運営指導委員会 
【運営指導委員】 
小原 芳明 玉川大学・玉川学園（理事長・学園長）、小原 一仁 玉川大学・玉川学園（学長・副学園長）
、小野 正人 玉川大学学術研究所（所長）、大森 隆司 玉川大学（名誉教授）、加藤研太郎 玉川大学量子
情報科学研究所（教授）、根上 明 玉川大学工学部マネジメントサイエンス学科（教授）、星野 あゆみ 玉
川大学大学院教育学専攻（教授）、平田 大二 神奈川県立生命の星・地球博物館（館長）、飯田 秀利 東
京学芸大学教育学部生命科学分野（名誉教授）、楠見 孝 京都大学大学院教育学研究科（教授）、中村 大
輝 宮崎大学教育学部（講師） 

【玉川学園】≪SSH事務局代表≫ 
渡瀬 恵一 理事（初等・中等教育担当）、後藤 健（学園教学部長）、片野 徹（学園教学部事務部長）、川
﨑以久哉（教育部長 6-12担当）、中西 郭弘（担当部長 6-12担当）、中里 孝男（教諭・教務主任 6-12）、
遠藤英樹（教諭・教務主任 6-12）、前野 木綿子（学年主任）矢崎 貴紀（理科）、鳥海 豊（社会科）、後
藤 芳文（国語科）、小林 香奈子（国語科）、河村 朋美（国語科）、市川 信（社会科）、田子内 航介（情
報科）、木内 美紀子（理科主任）、今井 航（理科）、森 研堂（理科）、金平 直己（理科）、吉澤 大樹（理
科）、頼光 一太郎（体育科）、清水 雅文（数学科）、シャルマ・ヴィニータ（IB理科主任）、チャウ・
ブロンソン（IB理科）、山口菜々美（IB理科） 
岡田 有子（学園教学部学園教学課長 Secondary Division担当）、酒井 康弘（学園教学部学園教学課長・
管理機関代表）、髙瀬 朋子（学園教学部学園教学課長補佐） 
 
第１回運営指導委員会 
実施日時 7月 12日（金）16:45～18:00 実施場所 K-12中央校舎多目的室・オンライン  
ハイブリッド開催 参加人数 37名 
１、始まりの挨拶（川﨑教育部長）運営指導委員会先生方のご紹介 
  全国 SSH発表会に向けた内容の発表（代表生徒アドバイスを聴講） 
２、研究協議 
（１）第Ⅳ期の取り組み状況の確認 
（２）実施の結果とその評価 
（３）中間評価に向けて 
（４）SSH全国発表会の内容確認 
３、各出席者の意見・指導 
 ・中間評価に向けて取り組むべきこと（協働的な学びを大切にすること）・評価の目的（新しい取り

組みとして Edv Futureとのコラボ）・本校の育てたい生徒を考えた指標（子どもたちの個性・能力を伸
ばすために教員がどう関わっていくか） 
４、今後の活動について 年間スケジュールの確認 
５、閉会挨拶（渡瀬恵一理事） 
  ・運営指導委員先生方への謝辞。 
６、小原一仁副学園長の挨拶  
   
第２回運営指導委員会 
実施日時 12月 20日（金）16:45～18:00 実施場所 K-12中央校舎多目的室・オンライン  
ハイブリッド開催 参加人数 38名 
１、始まりの挨拶（川﨑以久哉教育部長） 
２、研究協議  
（１）2024年度の取組内容の確認 
（２）中間ヒアリングに向けた対策 
（３）報告書の記載内容の確認 
３、各出席者の意見・指導 
  ・（株）NOLTYプランナーズとの探求スタートアップポスターセッションの報告（田高氏のご挨拶） 
４、今後の予定について  
５、閉会挨拶（渡瀬恵一理事） 
・運営指導委員先生方への謝辞。貴重なご意見をたくさん頂戴いたしました。いろいろと課題はあ
ると思いますが確実に前に進んでいると思います。引き続きよろしくお願いします。 
６、総評（小原一仁副学園長） 
・運営指導委員先生方への謝辞。貴重なお時間をいただきましてありがとうございます。引き続き
SSHが発展していけるように祈願しながら、2025年が迎えられますように。 
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矢崎貴紀, et al. "SSHにおける主体的な探究活動に影響する諸要因の検討."理科教育学研究 63.3 (2023):
669-675.
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および適応感との関連.キャリア教育研究, 42(1), 27-36.
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2024年度 IBMYP中期交換派遣研修

2024年度 IBMYP長期留学

2023年度 IBMYP中期交換派遣研修

2023年度 IBMYP長期留学

派遣校 場所 派遣人数 受入人数
Schule Schloss Salem ドイツ 1 1
St.Cyprian's School 南アフリカ　ケープタウン 2 2
Bridge House 南アフリカ 2 2
Herlufsholm School (RS/DP) デンマーク 1 1
Dainfern College 南アフリカ　ヨハネスブルグ 1 1
UWCSEA (United World
College of South East Asia)

シンガポール 2 2

所属校 場所 派遣人数 受入人数
Scots College ニュージーランド　ウェリントン 1 -
Aspengrove School カナダ　バンクーバー - 1

派遣校 場所 派遣人数 受入人数
ICS (Inter-Community School
zurich)

スイス　チューリッヒ 1 1

UWCSEA (United World
College of South East Asia)

シンガポール 2 2

St. Cyprians School 南アフリカ　ケープタウン 1 1
Bridge House School 南アフリカ　フランシュホーク 2 2
Schule Schloss Salem ドイツ　ザーレム 1 1
Aspengrove School カナダ　バンクーバー 1 (2022年度) (* 受け入れのみ

2023年度)

所属校 場所 派遣人数 受入人数
Scots College ニュージーランド　ウェリントン 1 -
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大会・研修名 形式 期間・日時 開催場所 参加した 生徒の氏名 参加した生徒のポスター・論文タイトル
賞の有・無

(賞名も記載)
指導教員

社会共創コンテスト2024 A4用紙4頁以内データ 2024/3/1～2024/4/26 愛媛大学 小村　美結 障がいの理解を深めるための包括的教育プログラム

宇田川　雅 塩水が植物の水吸収に及ぼす影響～キンチョウを用いた実験～ 優秀賞 森

高橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 今井・森

口頭発表 浦口　愛彩 人工眼球を用いたベンハムのコマの錯視現象解明 奨励賞 矢崎

石川　直太郎 筋肉生成に関するビタミンCの定量化について～サプリメント内の含有量～ 渡辺(康)

宇田川　雅 キンチョウによる植物の塩耐性と浸透圧のメカニズムについて 森

内田　苗香 ゼブラフィッシュにおけるストレスによる行動 森

北村　うらら ポリフェノールを減らさない保存方法 渡辺(康)

増田　乃愛 野菜くずからとるぺジプロスのグルタミン酸含有量の分析 木内

上田　唯菜 アカハライモリの再生に関する研究 森

酒井　彩寧 日焼け止めの効果 渡辺(康)

工藤　桃子 ホエイを使ったタンパク質実験～ヨーグルト～ 渡辺(康)

岡村　レオナ コートサーフェスの変化によるボールへの影響について 矢崎

稲葉　爽 火電力エレベーターの滑車に関する研究 矢崎

奥　真美 Visualization of Pulmonary Airflow and Analysis of Pathogen Adhesion: A Study Using 3D Printed Respiratory Models Basic Science 2位 矢崎

青木英恵・岩﨑真奈 Research on Effective Utilization of Sake Kasu 木内

大城　茉央  Human Trafficking: Raising Awareness and Seeking Solutions through Education 後藤

辻優里香・浦口愛彩 Clarification of the Illusion of Benham's Top Using Artificial Eyeballs 矢崎

小暮　日菜子  A Study of the Structure of ‘Shakaku Kangi’ and Its Application to Modern Times 矢崎

清田　桃子 Authentic Japanese Green Tea Anywhere: The Difference Between Soft Water and Hard Water in Tea Brewing 木内

SSH生徒研究発表会 ﾎﾟｽﾀｰ発表 2024/8/7～2024/8/8 神戸国際展示場 奥　真美 肺内空気流の可視化と病原菌付着の解析：3Dプリンタを用いた呼吸器模型の研究 矢崎

WRO JAPAN 2024東京予選会ジュニア部門エキスパート競技 競技 2024/8/3 東京都立産業貿易センター ロボット部 有川

WRO JAPAN 2024浜松予選会ジュニア部門ミドル競技 競技 2024/8/10 浜松福祉交流センター 稲森海音・佐藤匠眞 優勝 有川

WRO JAPAN 2024浜松予選会シニア部門エキスパート競技 競技 2025/8/11 浜松福祉交流センター
石田脩悟・小倉陽介

草間愛太朗
準優勝 有川

サイエンスファーム2024 口頭発表(オンライン) 2024/8/17 酪農学園大学(オンライン) 青山　朋乃歌 土壌から採取した線虫の効果的利用を目指した実験 奨励賞 森

高橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 環境大臣賞 今井・森

小西愛真・大泉充輝 持続可能な社会を導く微細藻類 優秀賞 森

神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 論文 ～2024/08/22 國吉 仁志 人とロボットの協調作業のVR検証 優秀賞 木内

「つなげ！生物多様性」高校生チャレンジシップ ﾎﾟｽﾀｰ発表 2024/8/25 いよてつ高島屋(愛媛県) 高橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 審査員特別賞 今井・森

微細藻類環境保全班 微細藻類を利用した自然と共存する循環型養殖システム 優良入賞 森

増田　乃愛 野菜くずを利用した「べジプロス」のグルタミン酸含有量の分析 優良入賞 木内

高橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 入賞 今井・森

原田　悠世 画像認識の学習用画像生成 GANを用いたデータ拡張 佳作 矢崎

小暮　日菜子 「写真簡儀」の再現と実用化に向けて 奨励賞 矢崎

生活創造コンクール 論文 2024/9/9 東京家政大学 佐藤美詩・出川真衣 米粉と大豆ミートの可能性～食の未来を作る代替食の開発～ 努力賞 矢崎

学芸サイエンスコンクール 作品 2024/9/24 - 青木英恵、岩崎真奈 ドライフルーツに存在する酵母の研究 旺文社赤尾好夫記念賞 木内

デザインパテントコンテスト 作品 2024/6/24～2024/9/27 - 新倉　里咲 眼球モデル 矢崎

電気学会高校生みらい創造コンテスト 論文 2024/10/21 - 稲葉爽 海洋エネルギーを活用した海洋機関の実現に関する実験 優秀賞 矢崎

奥真美・小杉ノア 呼吸器官の空気の流れについて 最優秀賞 矢崎

増田　乃愛 野菜くずの美味しい活用法 優秀賞 木内

北村　うらら ポリフェノールに最適な保存方法 優秀賞 渡辺(康)

清田　桃子 緑茶の抽出条件による成分比較 奨励賞 木内

肌附　亜夢 空気マグネシウム電池の改良 努力賞 渡辺(康)

近藤　悠成 カメラによる化学発光の簡易測定 優秀賞 渡辺(康)

林　夢七 当てる光の色によるキンチョウの形態変化 敢闘賞 森

髙橋　凛 海洋プラスチック汚染問題によるサンゴの影響 優秀賞 今井・森

ハフマン　龍 キンチョウを利用した植物の成長と植栽密度の関係性 敢闘賞 森

井田　舜也 コレストロール添加量増加による線虫C.elegansへの影響 敢闘賞 森

青山　朋乃歌 線虫の効率的利用を目指した実験 敢闘賞 森

矢崎探究スタートアップポスターセッション ﾎﾟｽﾀｰ発表 2024/8/22 玉川学園

日本学生科学賞
(東京都大会)

論文

論文 2024/8/31

2024SSH大会結果一覧

2024/10/26 よみうり大手町小ホール

TAMAサイエンスフェスティバル
ポスター発表

坊っちゃん科学賞

Global Link Singapore2024

日本顕微鏡学会
「第１回中高生によるポスター発表」

ﾎﾟｽﾀｰ発表 2024/6/2

第14回高校生バイオサミットin鶴岡

プレゼンテーション

ﾎﾟｽﾀｰ発表

幕張メッセ国際会議場

2024/11/3 東京薬科大学

東海フェスタ 2024/7/13 名城大学天白キャンパス
ﾎﾟｽﾀｰ発表

東京理科大学

シンガポール

-

2024/7/25～2024/7/29

-

2024/8/7　１回戦発表会（ZOOM）
2024/8/21～2024/8/23

決勝戦発表会
決勝戦：鶴岡メタボロームキャンパス

宇田川　雅 塩水が植物の水吸収に及ぼす影響～キンチョウを用いた実験～ 敢闘賞 森

小西愛真・大泉充輝 微細藻類を利用した自然と共存する循環型養殖システム 会場賞 森

小西　一丸 飼育環境の変化とストレスによるゼブラフィッシュの産卵への影響 敢闘賞 森

内田　苗香 ゼブラフィッシュを用いたストレスによる行動実験 敢闘賞 森

櫻田　光太郎

原田　悠世

大泉　充輝

石谷　悠翔

竹内　浩介

矢崎　燈

北村　うらら ポリフェノールの最適な保存方法 渡辺(康)

工藤　桃子 ヨーグルトホエイを使ったタンパク質実験 渡辺(康)

酒井　彩寧 日焼け止めの効果 渡辺(康)

宇田川　雅 塩耐性の付与による塩砂漠の再生 奨励賞 森

稲葉　爽 海洋エネルギーを活用した海洋機関の実現に関する実験 奨励賞 矢崎

北村　うらら ポリフェノールの保存方法～オリーブを用いた検討～ 奨励賞 渡辺(康)

日本サンゴ礁学会 表彰式 2024/11/30 宮崎市民プラザ サンゴ研究部 保全・教育普及奨励賞 市川

辻優里香・浦口愛彩・新倉里咲 人工眼球を用いたベンハムのコマの錯視現象の解明 荏原製作所賞 矢崎

青木英恵、岩崎真奈 酒粕の有効活用法 優秀賞 木内

原田　悠世 画像認識の学習用画像生成 入選 矢崎

小暮日菜子 写角簡儀の再現と実用化に向けて 入選 矢崎

髙橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 佳作 今井・森

小西愛真、大泉充輝 微細藻類を利用した自然と共存する循環型養殖システム 森

岡村レオナ サーフェイスの変化によるボールへの影響についての研究 矢崎

小泉健太郎・山崎息吹 パラメトリックスピーカーを使った鳥の環境問題の改善 矢崎

WRO JAPAN 2024ジュニア部門ミドル競技全国大会出場 競技 2024/12/8 オンライン ロボット部 有川

倉持　心翔 キーボード配置の最適化 田子内

岡本　レオナ サーフェイスの変化によるボールへの影響についての研究 矢崎

ポスター発表
化学：18名　地学：8名　物理：25名　生物：44名
情報：5名　その他：19名

近藤　悠成 カメラによる化学発光の簡易測定法 最優秀ポスター賞 木内

稲葉　爽 海洋エネルギーを活用した海洋機関の実現に関する実験 優秀ポスター賞 矢崎

第12回ナレッジイノベーションアワード 応募用紙 2025/3/11（3/20最終審査会） 大杉　紗楽 未来の私の仕事を考える 佳作 小林

伊藤 瑠哉 アロエの成分分析 優秀賞 木内
清田 桃子 緑茶の抽出条件による成分比較 優秀賞 木内
北村 うらら オリーブを用いたポリフェノールの保存方法 奨励賞 渡辺
増田 乃愛 野菜くずからとるベジブロスのグルタミン酸含有量の分析 奨励賞 木内
佐藤 裕心 リボーンベジタブルの効率化 奨励賞 木内
近藤 悠成 カメラによる化学発光の簡易測定 優秀賞 木内
岡 航生 「おかしもち」の避難シミュレーション検証 奨励賞 木内

横山 ⽂音 筋肉の性質を利用したロボットアームの動きに関する研 佳作 矢崎
小林 ひらり テンセグリティの角と強度の関 佳作 矢崎

有坂奈々美，北村うらら，小泉健太郎，橘凜 気柱共鳴実験で開口端補正を正しく得るための音源の配置および共鳴するメカニズムとそのエネルギー源の研究

稲葉爽 海洋エネルギーを活用した海洋機関の実現に関する実験

岡村レオナ サーフェイスの変化によるボールへの影響についての研究

関東近県SSH ポスター発表 2025/3/23 工学院大学 - - -

2025/3/8

2025/3/8

2025/3/15

オンライン

オンライン

オンライン

第27回化学工学会学生発表会 口頭発表(オンライン)

電気学会U-21 口頭発表(オンライン)

日本物理学会jr.セッション 口頭発表(オンライン)

第16回女子生徒による科学研究発表交流会 ポスター発表 2024/11/10 東京都立大学 南大沢キャンパス

分析イノベーション交流会学生ポスター発表会 ポスター発表 2024/12/23 東京たま未来メッセ

科学技術チャレンジ
(JSEC)最終審査

ポスター発表
口頭発表

2024/12/7～2024/12/8 日本科学未来館

矢崎

研究発表会・表彰式

2024/11/3

TAMAサイエンスフェスティバル

東京都SSH指定校合同発表会 2024/12/15 工学院大学

口頭発表

ポスター発表

東京都立科学技術高等学校

東京ビッグサイト

第13回東京都高等学校理科研究発表会
（高文連）

ポスター発表 2024/11/17 東京都立科学技術高等学校

2024/11/3 東京薬科大学

科学の甲子園　東京大会

筆記・実技競技

2024/11/17

大会・研修名 形式 期間・日時 開催場所 参加した 生徒の氏名 参加した生徒のポスター・論文タイトル
賞の有・無

(賞名も記載)
指導教員

東海フェスタ 口頭発表・ポスター発表 2025/7/26 名城大学　天白キャンパス 塚越　和進 交差点における音響誘導の最適化に向けた研究 矢崎

清水　陵佑 田原

國吉　仁志 田原

原田　悠世 田原

GLOBAL LINK Queensland 2023 プレゼンテーション 2023/8/1
オーストラリア東部

クイーンズランド州モートン島
乙部　結生 環境DNAを用いたサンゴ移植場所の選定 ブロンズアワード賞 今井

SSH生徒研究発表会 ﾎﾟｽﾀｰ発表 2023/8/9～2023/8/10 神戸国際展示場 髙野澤杏奈・筈谷弥那子 音の前後認識のクオリアの前提となる物理的根拠の探究 矢崎

生活創造コンクール 論文 2023/9/11 東京家政大学 青木　英恵 酒粕の美味しい活用法 佳作 木内

Show and Tellプレゼンテーションコンテスト プレゼンテーション 2023/9/28 赤坂インターシティAir 辻 優里香 錯視を自分の物に！～独自性のある服作り～ 金賞 矢崎

冨谷　昊呂 コーヒー豆が焙煎過程で黒くなる理由 優秀賞 木内

青木　英恵 酒粕の美味しい活用法 奨励賞 木内

岩﨑　真奈 ドライフルーツに存在する酵母の研究 努力賞 木内

小俣　里奈 ベジブロスの効率的な成分抽出法 努力賞 木内

國吉　仁志 人と強調作業するロボットの開発 優良入賞 木内

岩崎　真奈 ドライフルーツに存在する酵母の研究 入賞 木内

奥　真美 呼吸器官の空気の流れについて 奨励賞 矢崎

原田　悠世 OpenMVカメラを利用した文字認識 奨励賞 矢崎

石川　直太郎 筋肉生成に関するビタミンCの定量化について～サプリメント内の含有量～ 渡邉

肌附　亜夢 空気マグネシウム電池の改良 渡邉

青木英恵・岩崎真奈 酒粕の美味しい活用法 審査員特別賞 木内

奥　真美 呼吸器官の空気の流れについて 奨励賞 矢崎

科学技術チャレンジ(JSEC)最終審査 口頭発表 2023/12/12 日本科学未来館 久保田千恵子 緑茶の化学成分含有量の分析 優秀賞 木内

國吉　仁志 人の作業から機械学習するロボット 努力賞 木内

玉川学園高等部 団体奨励賞 木内

科学の甲子園　東京大会 筆記・実技競技 2023/11/12 都立富士高校 玉川学園高等部

第15回女子生徒による科学研究発表交流会 ポスター発表 2023/11/12 東京都立大学 玉川学園高等部

東京都SSH指定校合同発表会 ポスター発表 玉川学園高等部

第9回全国ユース環境活動発表大会
（全国大会）

口頭発表 2023/12/17 YKPガーデンシティPREMIUM秋葉原 サンゴ研究部 私たちの手でサンゴを海へ～玉川学園サンゴ研究部の活動～ 高校生が選ぶ特別賞 今井・森

第13回毎日地球未来賞 口頭発表 2024/2/10 毎日新聞大阪本社 サンゴ研究部 私たちの手でサンゴを海へ～玉川学園サンゴ研究部の活動～ クボタ賞 今井・森

青木　英恵 酒粕の美味しい活用法 優秀賞 木内

髙橋　優俐 唐辛子中にあるカプサイシンの活用方法 優秀賞 木内

肌附　亜夢 空気マグネシウム電池の改良 奨励賞 渡邉

赤野間　光央 ボタニカル電池の活性化 奨励賞 渡邉

倉　大琉雅 玉ねぎ内のケルセチンの配合量 奨励賞 渡邉

坂井　マリア 野菜くずを使った美味しいベジプロスの作り方 奨励賞 渡邉

岩崎　真奈 ドライフルーツに存在する酵母の研究 奨励賞 木内

第26回日本水大賞 応募用紙 2024/3/15 サンゴ研究部 生徒の夢を実現する玉川学園サンゴプロジェクト 大賞 今井

第6回中高生情報学研究コンテスト ポスター発表 2024/3/16 神奈川大学　横浜キャンパス 國吉　仁志
仮想現実におけるコミュニケーションを用いた人との
協調作業を行うロボットの機械学習モデルの検証

奨励賞
情報処理教育委員会長賞

木内

第20回日本物理学会Jrセッション 口頭発表 2024/3/16 オンライン 奥　真美 呼吸器官の空気の流れについて 奨励賞 矢崎

第11回ナレッジイノベーションアワード プレゼンテーション 2024/3/20 グランフロント大阪 松本　深結 食文化キュレーター 佳作 小林

第6回 Change Maker Awards プレゼンテーション 2024/3/24 東京国際交流館・プラザ平成 小暮　日菜子 Learning from the wisdom of ancestors – the research about “Shakaku Kangi 東京都大会銀賞⇒全国大会 矢崎

青木英恵・岩崎真奈 酒粕の美味しい活用法 木内

清田桃子・久保田千恵子 緑茶の抽出条件による成分比較 ポスター賞 木内

先端教育アウトリーチラボ
（高校生研究成果発表会）

ポスター発表 2024/3/28 東京大学先端科学技術センター 小暮　日菜子 「写角簡儀」の再現と実用化に向けて ピア評価賞 矢崎

2023 SSH大会結果一覧

第26回数理科学コンクール 課題 2023/7/16～2023/7/17、2023/8/27 千葉大学

坊っちゃん科学賞 論文 2023/11/12 東京理科大学

学長賞（人工知能の部）

探究発表会 ﾎﾟｽﾀｰ発表 2023/10/28 玉川学園 73名

-

日本学生科学賞
(東京都大会)

論文 2023/10/28 読売新聞本社

TAMAサイエンスフェスティバル ポスター発表 2023/11/12 東京薬科大学

第13回東京都高等学校理科研究発表会
（高文連）

ポスター発表 2023/11/23 東京都立科学技術高等学校

神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 論文 2023/12/21 神奈川大学

第41回化学クラブ研究発表会 ポスター発表 2024/3/26 東京工科大学　八王子キャンパス

第２６回化学工学会学生発表会 口頭発表 2024/3/2 オンライン
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2024　SSHイベント・掲載記事一覧

大会 記事 大会結果URL

https://www.japanriver.or.jp/taisyo/no26/jyusyou_itiran.htm

https://www.japanriver.or.jp/taisyo/jyusyoushiki/no26/index.htm

日本顕微鏡学会 「第１回中高生によるポスター発表」 https://microscopy.or.jp/conf/2024/

Global Link Singapore2024 https://www.jtbbwt.com/education/trend/detail/id=3733

第14回高校生バイオサミットin鶴岡 https://www.bio-summit.org/awards/

探究スタートアップポスターセッション https://www.noltyplanners.co.jp/schola/seminar/1285607_9844.html

「つなげ！生物多様性」高校生チャレンジシップ

坊っちゃん科学賞

生活創造コンクール https://www.tokyo-kasei.ac.jp/research/rids/concours/works/index.html

学芸サイエンスコンクール https://www.obunsha.co.jp/gakkon/award68s.html

デザインパテントコンテスト

電気学会高校生みらい創造コンテスト

日本学生科学賞(東京都大会)

宇宙飛行士山崎直子氏シンポジウム50

TAMAサイエンスフェスティバル https://www.toyaku.ac.jp/lifescience/tamasciencefes/2024/

科学の甲子園　東京大会

第16回女子生徒による科学研究発表交流会

第13回東京都高等学校理科研究発表会（高文連）

日本サンゴ礁学会 https://www.jcrs.jp/?p=7802

JSEC

東京都SSH指定校合同発表会

分析イノベーション交流会学生ポスター発表会 https://bunseki-innovation.net/R6_meeting.html

全国高校生理科・科学論文大賞 https://www.kanagawa-u.ac.jp/essay/

掲載場所 記事 URL

ベネッセマナビジョン https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/school/3314/senpai/gakusei-taiken33.html

株式会社クボタ　「クボタプレス」 https://www.kubota.co.jp/kubotapress/people/sango.html

株式会社NOLTYプランナーズ　「NOLTYスコラ」 https://www.noltyplanners.co.jp/schola/principal/1282775_10125.html

首都圏版学校情報検索サイト　「スクールポット」 https://www.schoolnetwork.jp/jhs/shingaku_tsushin/tsushin-202408/school-4.php?sn=202408

グローバル教育出版　「サクセス１２」 12

https://manabu.asahi.com/jsec/2024/award/index.html

第26回日本水大賞

科学技術チャレンジ(JSEC)最終審査

イベント 日時 URL

横浜開港祭　サンゴ部研究部 2024/6/1・2 https://magazinesummit.jp/business/8888618968917?utm_source=antenna

東京大学リサーチキャンパス 2024/6/8

日本科学未来館 2024/12/4

https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/governor/governor/katsudo/2024/12/26_00.html

https://torso-jack.com/zeroemissiontokyo-climatechange-discussion/

パーソナルブランディング講座 2025/2/1 https://note.com/gup_jp_org/n/n68bf3e39521d

講演内容 講演者 日時

「こどものいのち」　富山大学小児科　種市尋宙 富山大学小児科　種市尋宙 2024/5/27

分子進化と分子時計、原核生物・ウィルスの機能未知遺伝子の機能解析について 東京大学特任研究員　富永賢人 2024/7/11

物理でひもとくモデル細胞の機能について 宇都宮大学助教　夏目ゆうの 2024/7/17

異分野連携の重要性について 共創マネジメント推進機構代表理事　森晶子 2024/8/22

「玉川学園から大学へ」～学びの捉え方から　千葉工業大学　荒井碧 千葉工業大学　荒井碧 2024/9/9

サイエンスキャリア講座 南洋理工大学教授　佐藤裕崇 2025/12/19

日本臓器移植ネットワーク 日本臓器移植ネットワーク 2024/12/16・2025/2/10

AIと生成AIの世界へようこそ SAS Instiute Japan株式会社 2025/2/18

科学実験講座 講演者 日時

12年生科学実験講座「3Dプリンターを用いた実験講座」 2024/5/17

12年生科学実験講座「カイコを用いた実験講座」 2024/6/7・14・21・7/5

12年生科学実験講座「光の演出における科学的視点講座」 玉川大学学術研究所　田中敬一 2024/10/4・18

12年生科学実験講座「生態系の二酸化炭素吸収放出量の測定実験講座」 玉川大学農学部　友常満利 2024/10/28・11/11

「知事と議論する会」～都知事！わたし、東京をこう変えたいです！～ 2024/12/26

大会・研修名 形式 期間・日時 開催場所 参加した 生徒の氏名 参加した生徒のポスター・論文タイトル
賞の有・無

(賞名も記載)
指導教員

奥　真美 Visualization of Pulmonary Airflow and Analysis of Pathogen Adhesion: A Study Using 3D Printed Respiratory Models Basic Science 2位 矢崎

青木英恵・岩﨑真奈 Research on Effective Utilization of Sake Kasu 木内

大城　茉央  Human Trafficking: Raising Awareness and Seeking Solutions through Education 後藤

辻優里香・浦口愛彩 Clarification of the Illusion of Benham's Top Using Artificial Eyeballs 矢崎

小暮　日菜子  A Study of the Structure of ‘Shakaku Kangi’ and Its Application to Modern Times 矢崎

清田　桃子 Authentic Japanese Green Tea Anywhere: The Difference Between Soft Water and Hard Water in Tea Brewing 木内

SSH生徒研究発表会 ﾎﾟｽﾀｰ発表 2024/8/7～2024/8/8 神戸国際展示場 奥　真美 肺内空気流の可視化と病原菌付着の解析：3Dプリンタを用いた呼吸器模型の研究 矢崎

サイエンスファーム2024 口頭発表(オンライン) 2024/8/17 酪農学園大学(オンライン) 青山　朋乃歌 土壌から採取した線虫の効果的利用を目指した実験 奨励賞 森

高橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 環境大臣賞 今井・森

小西愛真・大泉充輝 持続可能な社会を導く微細藻類 優秀賞 森

神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 論文 ～2024/08/22 國吉 仁志 人とロボットの協調作業のVR検証 優秀賞 木内

「つなげ！生物多様性」高校生チャレンジシップ ﾎﾟｽﾀｰ発表 2024/8/25 いよてつ高島屋(愛媛県) 高橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 審査員特別賞 今井・森

微細藻類環境保全班 微細藻類を利用した自然と共存する循環型養殖システム 優良入賞 森

増田　乃愛 野菜くずを利用した「べジプロス」のグルタミン酸含有量の分析 優良入賞 木内

高橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 入賞 今井・森

原田　悠世 画像認識の学習用画像生成 GANを用いたデータ拡張 佳作 矢崎

小暮　日菜子 「写真簡儀」の再現と実用化に向けて 奨励賞 矢崎

生活創造コンクール 論文 2024/9/9 東京家政大学 佐藤美詩・出川真衣 米粉と大豆ミートの可能性～食の未来を作る代替食の開発～ 努力賞 矢崎

学芸サイエンスコンクール 作品 2024/9/24 - 青木英恵、岩崎真奈 ドライフルーツに存在する酵母の研究 旺文社赤尾好夫記念賞 木内

デザインパテントコンテスト 作品 2024/6/24～2024/9/27 - 新倉　里咲 眼球モデル 矢崎

電気学会高校生みらい創造コンテスト 論文 2024/10/21 - 稲葉爽 海洋エネルギーを活用した海洋機関の実現に関する実験 優秀賞 矢崎

林　夢七 当てる光の色によるキンチョウの形態変化 敢闘賞 森

髙橋　凛 海洋プラスチック汚染問題によるサンゴの影響 優秀賞 今井・森

ハフマン　龍 キンチョウを利用した植物の成長と植栽密度の関係性 敢闘賞 森

井田　舜也 コレストロール添加量増加による線虫C.elegansへの影響 敢闘賞 森

青山　朋乃歌 線虫の効率的利用を目指した実験 敢闘賞 森

宇田川　雅 塩水が植物の水吸収に及ぼす影響～キンチョウを用いた実験～ 敢闘賞 森

小西愛真・大泉充輝 微細藻類を利用した自然と共存する循環型養殖システム 会場賞 森

小西　一丸 飼育環境の変化とストレスによるゼブラフィッシュの産卵への影響 敢闘賞 森

内田　苗香 ゼブラフィッシュを用いたストレスによる行動実験 敢闘賞 森

日本サンゴ礁学会 表彰式 2024/11/30 宮崎市民プラザ サンゴ研究部 保全・教育普及奨励賞 市川

辻優里香・浦口愛彩・新倉里咲 人工眼球を用いたベンハムのコマの錯視現象の解明 荏原製作所賞 矢崎

青木英恵、岩崎真奈 酒粕の有効活用法 優秀賞 木内

原田　悠世 画像認識の学習用画像生成 入選 矢崎

小暮日菜子 写角簡儀の再現と実用化に向けて 入選 矢崎

髙橋　凛 海洋プラスチック問題によるサンゴへの影響～セイタカイソギンチャクを用いた研究～ 佳作 今井・森

小西愛真、大泉充輝 微細藻類を利用した自然と共存する循環型養殖システム 森

岡村レオナ サーフェイスの変化によるボールへの影響についての研究 矢崎

小泉健太郎・山崎息吹 パラメトリックスピーカーを使った鳥の環境問題の改善 矢崎

WRO JAPAN 2024ジュニア部門ミドル競技全国大会出場 競技 2024/12/8 オンライン ロボット部 有川

近藤　悠成 カメラによる化学発光の簡易測定法 最優秀ポスター賞 木内

稲葉　爽 海洋エネルギーを活用した海洋機関の実現に関する実験 優秀ポスター賞 矢崎

第12回ナレッジイノベーションアワード 応募用紙 2025/3/11（3/20最終審査会） 大杉　紗楽 未来の私の仕事を考える 佳作 小林

伊藤 瑠哉 アロエの成分分析 優秀賞 木内
清田 桃子 緑茶の抽出条件による成分比較 優秀賞 木内
北村 うらら オリーブを用いたポリフェノールの保存方法 奨励賞 渡辺
増田 乃愛 野菜くずからとるベジブロスのグルタミン酸含有量の分析 奨励賞 木内
佐藤 裕心 リボーンベジタブルの効率化 奨励賞 木内
近藤 悠成 カメラによる化学発光の簡易測定 優秀賞 木内
岡 航生 「おかしもち」の避難シミュレーション検証 奨励賞 木内

横山 ⽂音 筋肉の性質を利用したロボットアームの動きに関する研 佳作 矢崎
小林 ひらり テンセグリティの角と強度の関 佳作 矢崎

第27回化学工学会学生発表会 口頭発表(オンライン) 2025/3/8 オンライン

電気学会U-21 口頭発表(オンライン) 2025/3/8 オンライン

東京薬科大学

東京理科大学

シンガポール2024/7/25～2024/7/29

2024/8/7　１回戦発表会（ZOOM）
2024/8/21～2024/8/23

決勝戦発表会
決勝戦：鶴岡メタボロームキャンパス

論文 2024/8/31

2024 SSH大会結果一覧

TAMAサイエンスフェスティバル
ポスター発表

坊っちゃん科学賞

Global Link Singapore2024

第14回高校生バイオサミットin鶴岡

プレゼンテーション

ﾎﾟｽﾀｰ発表

2024/11/3

分析イノベーション交流会学生ポスター発表会 ポスター発表 2024/12/23 東京たま未来メッセ

科学技術チャレンジ
(JSEC)最終審査

ポスター発表
口頭発表

2024/12/7～2024/12/8 日本科学未来館
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【玉川学園　全人】

【朝日新聞記事】

【JSEC通信2024】

【JSEC通信2024】
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【JSEC通信2024】

【JSEC通信2024】

【サクセス12記事】

【玉川学園　全人】

【読売新聞記事】

【高校生の萌芽的研究】
【東京薬科大学　東薬ニュースレター】
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1

東京大学駒場リサーチキャンパス公開2024見学
日程: 2024年6月8日(土)
場所: 東京大学駒場リサーチキャンパス(代々木上原駅から徒歩10分)
目的: 自由研究の課題発見と先端科学に触れる

科学未来館研修
日程: 12月4日
場所: 日本科学未来館
目的: 日本科学未来館の展示物を利用したプレゼンテーション体験

地学研修-箱根
日程: 未定(例年2-3月あたりに開催)
場所: 神奈川生命の星・地球博物館 大涌谷周辺
目的: フィールドワークの実践方法の提案

• 3Dプリンタ講座や加工技術講義で技能が向上し
• 生徒がアイディアを形にできるようになり、世界大会・全国大会で高い成果を達成。
• 2024年度にはアート、音楽、技術研究など幅広いジャンルで知財意識と創造性が向上。
• 波力発電の改造やアート作品制作など、独自性と実用性を備えた研究成果が評価。
• 新規性と創作性の活動が増加し、アンケート分析で質的向上が裏付けられた。 2

3

【全体会・全体発表】オンデマンド配信
［令和６年12月上旬～令和７年11月］
・事前収録した動画をYouTubeでオンデマンド配信
・指定された動画を事前に視聴した上で12月26日(木)に参集

教諭発表：学校法人玉川学園 玉川学園高等部・中学部
(オ) 生徒の変容を測る方法
SSH事業における「生徒の変容」を測る上で、どのような指標や評価視点が
有効であると考え、どのような測定方法を実施したか。その結果について分
析しているか。（計画・予測も含む）

昨年度、教諭等分科会、テーマ「生徒の変容を測る方法」で紹介された貴校の取組につい
て、オンデマンド配信で発表していただきたくお願い申し上げます。
本件は昨年度の情報交換会の参加者アンケートで、貴校の発表を「次回（令和６年度）の情
報交換会で事例発表として採用いただきたい」との回答が多かったことからお願いしており
ます。

4

【プログラム期間と場所】
期間: 2024年7月25日(木)～29日(月)、4泊5日
場所: シンガポール国立南洋理工大学（NTU）

【研究体験プログラム】
主催: 佐藤教授の研究所（NTU）
日時: 2024年7月28日午前
内容: 生物サイボーグ、3Dプリンタ、ナノテクノロジー等の先端技術体験

【Global Link Singaporeイベント】
期間: 同上
参加者: 約370名のアジア太平洋地域からの中高生
概要: 国際的な課題研究コンテスト
目的: 英語プレゼンテーション能力の向上と研究発表
・国際舞台での経験とスキルの向上
・世界中の生徒との交流とネットワーキング

※昨年度「Global Link Queensland」にてサンゴ研究部の乙部君がブロンズ賞
※「Global Link Singapore」への参加が条件

5

教育の根底には、確固とした永劫不変な教育理念がある。その実践のためには、論証が繰り返
され、科学的実証が蓄積され、確固たる信念の下に教育活動が行われなければならない。

文部科学省「今、求められる力を高める総合
的な学習の時間の展開」（平成25年）第2章

【目的】
計画的偶発性理論を通じて、生徒の探究活動を促進し、主体性を高めることができるかを検証すること。
主体性の定義:矢崎ら（2023）
• 個人が自分自身の行動や学習に対して責任を持ち、積極的に行動する姿勢
• 特に学習活動や探究活動において、自己効力感が高いほど主体的な行動が促進

計画的偶発性理論（Planned Happenstance Theory）:クランボルツ（1999）
• 偶然の出来事をポジティブに捉え、キャリア形成や人生設計に活用するための理論
• 生徒が予測不能な状況をどのように乗り越え、機会として活用するかを強調

5つのスキル
 好奇心（新しい学習の機会を探る能力）:新しい情報や未知の分野に対する興味を持ち、学びの幅を広げる。
 持続性（粘り強く時間をかけて努力する能力）:困難な状況でも諦めずに継続して努力し、目標を達成する。
 楽観性（新たな機会を達成可能なものと捉える能力）:ポジティブな視点で挑戦を受け入れ、成功を信じて行動する。
 柔軟性（状況の変化に対応する能力）:変化する状況に適応し、柔軟に計画を修正する。
 冒険心（確実な結果が予想できなくても行動を起こす能力）:リスクを恐れずに新たな挑戦を行い、経験を積む。

• 好奇心と冒険心→新たな学習機会を積極的に探し、挑戦する姿勢を育成
• 持続性と柔軟性→困難な状況でも粘り強く行動し、状況に応じた適切な判断を下す力を育成

自己効力感を高め、自らの学習活動に対して主体的に取り組むことが可能

【クロスオーバー型科学技術人材を評価する新たな尺度の模索】
• 主体性評価尺度：バンデューラの理論に基づいた自校独自のアンケート[1]。
• 境遇活用スキル：Planned Happenstance 理論に基づく評価尺度の開発[2]。
• チームアプローチ評価尺度：学際的チームにおけるチームアプローチに対する個人の評価尺度の開発[3]。

[1] 矢崎貴紀, et al. "SSH における主体的な探究活動に影響する諸要因の検討." 理科教育学研究 63.3 (2023): 669-
675.
[2] 浦上昌則, et al. "Planned Happenstance 理論を背景とした境遇活用スキルの測定." アカデミア. 人文・自然科学
編 14 (2017): 49-64.
[3] 飯岡由紀子, 亀井智子, and 宇都宮明美. "チームアプローチ評価尺度 (TAAS) の開発―尺度開発初期段階におけ
る信頼性と妥当性の検討―." (2016).

先行要件
[目標となる姿のイメージを持っている] 
-変化スキル
[困難にぶつかったとき、新しい手段や方法を見つけることができる]0.59

-興味探索スキル
[今の自分の関心にとどまらず，いろいろなものに関心を広げようとする]0.57
[新しい体験ができるチャンスを見つけ，積極的にかかわろうとしている]0.53

自己効力感
[やる気になれば、難しいことでも解決できる]
-楽観スキル
[新たな挑戦をする時，きっといつかは達成できると考える]0.50
-変化スキル
[困難な状況でも粘り強く取り組む]0.51

主体行動
[自分で決めたことは最後までやり通す]
- 変化スキル
[困難にぶつかったとき、新しい手段や方法を見つけることができる]0.57
[困難な状況でも粘り強く取り組む]0.56
- 興味探索スキル
[今の自分の関心にとどまらず，いろいろなものに関心を広げようとする]0.52
[新しい体験ができるチャンスを見つけ，積極的にかかわろうとしている]0.52

主体行動
[予想と違う結果になってもやり方を見直してもう一度考える]
-変化スキル
[困難にぶつかったとき、新しい手段や方法を見つけることができる]0.51
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• 「自己効力感」と「変化スキル」の組み合わせ
学習者が困難な状況においても自己効力感を保ち主体的に行動する力を強化する可能性

• 「達成経験」と「楽観スキル」の関連性
学習者の継続的な成長と挑戦を支える重要な要因となる可能性

• 「他者受容」と「紐帯スキル」の影響
学習者が他者からのフィードバックを積極的に受け入れ、自らの行動を改善し続けるた
めの重要な基盤

学習者が予測不可能な状況においても主体的に行動できる能力を強化す
るために境遇活用スキルが有効である可能性

• 先行要件と境遇活用スキルの関連
「先行要件」が強化されることで、学習者は環境の変化に対して前向きに対応し、新し
い機会を積極的に探し求める能力が向上する可能性

• 自己効力感と境遇活用スキルの結びつき
自己効力感が高い学習者が、新たな挑戦や困難な状況に対しても積極的な姿勢を保ち続
けることができる
→自分自身の能力を信じて行動し、結果として困難な状況でも粘り強く取り組み、新た
な手段や方法を見つけ出す力を持つ

• 主体行動と境遇活用スキルの相互強化
主体的に行動する学習者が、変化に柔軟に対応しながら新しい知識や経験を積極的に追
求する能力を備えている
→このような学習者は、自己決定力を持ち、自分の行動に責任を持つことで、予期せぬ
出来事にも柔軟に対応し、結果としてより多くの学びや成長の機会を得ることができる。

• 変化に柔軟に対応する能力や、新たな機会を見つけ出す能力が、学習者が明確な目
標を持ち、それに向かって主体的に行動することを強化する要因として機能

• 楽観的なスキルの発揮によって学習者が新たな挑戦に対して前向きな姿勢を保つこ
とが自己効力感の高まりを促進することを示唆

境遇活用スキル

興味探索スキル
紐帯スキル 楽観スキル 変化スキル

楽観スキル

変化スキル
楽観スキル

興味探索スキル

【KH Coderによるアンケート分析】【2023年度】
傾向: 実験的テーマ・技術課題解決に焦点
件数: 新規性15件、創作性10件、技術的工夫18件、

応用可能性12件
具体例: 機械学習用画像生成、殺藻細菌による赤潮抑制
成果: 環境問題や技術課題への応用研究を通じ、

科学的探究力を育成

【2024年度】
傾向: 創造性・新規性を重視した内容が増加
件数: 新規性20件、創作性14件、技術的工夫22件、

応用可能性16件
具体例: 波力発電装置の改造、新商品の提案、

アート作品の制作
成果: 創造性や技術力を活用し、知財に結びつく成果を実現

知財要素の分析結果（2023年度 vs 2024年度）

【全体の評価】

2024年度は、知財の直接的な成果が増加生徒の創造的発想力と技術的思考力の向上が顕著

本校

全国
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高校1～3年 自由研究(総合的な探究の時間)

毎週金曜日 7-8時間目 高校1～3年が物理実験室で活動

要因 他者からの受容 達成経験 自己効力感
質問 やる気が出たきっかけは具体

的に何ですか/困難な状況を打
開するために思いついた解決
策があれば書いてください。

これまでの探究学習(
自由研究や学びの技)
で達成した体験があれ
ば書いてください。

自由研究や学びの技で自信が
あることがあれば書いてくだ
さい。/私もできるという感覚
が強まった経験は具体的に何
ですか。

中学3年 かっこいい人の活躍を見た時/
諦めない

日本画に挑戦しました 特にないです

高校1年 頑張っている人がたくさんい
ることを知ったこと/先生に聞
く、ネットで調べる、考える

スライドの作り方を学
びました

肺について少しだけ詳しいか
もしれません/できないことが
できた時や、みんなができな
いことが上手にできた時

放課後の時間や長期休暇中を活用した活動
学外のコンテストへの応募
自由研究の代表生徒を希望

要因 他者からの受容 達成経験 自己効力感
質問 やる気が出たきっかけは具体

的に何ですか/困難な状況を打
開するために思いついた解決
策があれば書いてください。

これまでの探究学習(
自由研究や学びの技)
で達成した体験があれ
ば書いてください。

自由研究や学びの技で自信が
あることがあれば書いてくだ
さい。/私もできるという感覚
が強まった経験は具体的に何
ですか。

高校1年 趣味/専門家に聞く 自分の興味を理解した なし/褒めてもらったとき

高校2年 自分を奮い立たせた/先輩や先
生に聞く

発表 研究への考察/データが出て仮
説が証明されたとき

放課後の時間や長期休暇中を活用した活動
学会のJr.セッションでの研究発表
自由研究の代表生徒として活躍

要因 他者からの受容 達成経験 自己効力感
質問 やる気が出たきっかけは具

体的に何ですか/困難な状
況を打開するために思いつ
いた解決策があれば書いて
ください。

これまでの探究学習(自由
研究や学びの技)で達成し
た体験があれば書いてく
ださい。

自由研究や学びの技で自信が
あることがあれば書いてくだ
さい。/私もできるという感覚
が強まった経験は具体的に何
ですか。

卒業生A 考えたことを実験にして行
うこと/実験をして試す

〇〇学会にて最優秀賞、
〇〇コンテストにて佳作

今までやってきた研究/実験

卒業生B 学生の学会発表の中では前
例のないことができた/先
生に積極的に相談する。大
学のレポート等を読み込む。

学会である程度形になっ
たものを発表できた。

先生や同期の声かけ/学会発表
で教授と直接会話できたこと

卒業生C 身近な材料だからこそ研究
のやりがいがある/すぐに
先生に聞くことが1番いい
策だと考えます

自分の学びたいことを学
ぶことができた

成果が出た時、実験などで成
功した時/先生などから褒めら
れたり、実験が成功したりし
た時

• やる気の出たきっかけ：生徒によって様々

• 困難な状況に対して：よく質問する。また、その自覚がある。

• 達成経験：何等かできるようになった自覚がある。(発表、受賞、スキル習得)

• 自身があること：なし→何等か生じてくる(生徒によって様々)

• できるという感覚：実験がうまくいったという実感

• 質疑のしやすさ
• 発表、受賞
• スキルの習得

• なし→あり
• 実験ができる

• 研究時間の延長を希望
• コンテスト応募を希望
• 代表者を希望

研究環境の提供
質疑の不安
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６年前・・・ 理系の自由研究を履修する生徒の増加

主体的に活動しない生徒が増加

IBの評価方法を参考にルーブリックを作成

改良①(整理)→改良②(大学の先生の意見)→改良③(汎用性をもたせる)

主体性が伸びたかどう測る？

主体性アンケートを作成

改良①→改良②→・・・→改良⑦

主体性が芽生えた生徒はどこで変容した？

振り返りシートの作成

改良①→改良②→改良③

生徒の興味関心 【研究テーマ一覧】
• ジェットコースターの構造について
• ペンデュラムウェーブについての研究
• 筋振動の大小が及ぼす肉体的疲労への影響力
• 和弓における材質別の性能の違い
• ドライアイスにおける水とお湯の実験
• 非電力エレベーターの滑車に関する研究
• 風力発電に向けた風洞の研究
• パラメトリックスピーカーを使い動物を対象とし
た行動観察実験

• 目の模型による色盲につての解明
• サーフェイスの変化によるボールの軌道への影
響についての研究

• 呼吸器官の空気の流れについて
• 「写角簡儀」の再現と実用化に向けて
• ベンハムのコマによる錯視を利用した服造りに
向けた研究

目次作成→月報からの転記→動機・まとめ
【論文記載順】

第1章 序論
1-1 序
1-1-1 研究背景
1-1-2 論文の構成
1-2 負の電子親和力(NEA)表面
1-2-1 NEA表面における電子放出過程
1-2-2 NEA表面の形成
1-2-3 O/Cs/GaAs(001)系におけるNEA表面
1-2-4 O/Cs/GaAs(001)系の

NEA表面における構造モデル
1-3 研究目的
第2章 実験
2-1 超高真空(UHV)-STM装置
2-1-1 装置の概要
2-1-2 サンプルホルダーと熱処理機構
2-1-3 光電流測定機構
2-1-4 STM測定機構
2-2 試料
2-3 表面清浄化とNEA表面形成
2-4 UHV-STM装置中での表面観察
2-4-1 測定の手順
2-4-2 量子効率測定

第3章 結果および考察
3-1 自然酸化膜の存在するGaAs(001)表面

3-1-1 量子効率と活性化回数の関係
3-1-2 STMによるCs吸着前後の

清浄表面における形状変化観察
3-1-3 Cs吸着後の熱処理による効果
3-2 GaAs(001)保護膜付試料
3-2-1 Cs吸着表面のSTM像
3-2-2 Cs吸着後の酸素暴露表面のSTM像
第4章 結論
4-1 まとめ
4-2 今後の研究方針
謝辞
付録
(ⅰ) 電子放出
(ⅱ) 走査トンネル顕微鏡(STM)
参考文献

GaAs(001)表面へのCs供給時におけるSTM観察
Scanning tunneling microscopic study during the supply of Cs upon GaAs (001) surfaces

～もくじ～
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玉川学園
〒194-8610 東京都町田市玉川学園6-1-1

Tel：042-739-8111（代表）
https://ssh.jst.go.jp/

http://www.tamagawa.jp/
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